














王国の調香師




あなただけの香り、お作りします。








仲村つばき
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電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夜空は、ちいさな少女を見放していた。

　リンディールは冷たい岩いわ肌はだに背中をつけ、空を見上げた。分厚い雲が夜空を覆おおい隠かくし、星の輝かがやきすら見つけることはたやすくなかった。彼かの女じよはくちびるをかんだ。せめて方角の見当さえつけば、くじいた足をかばいながらでも、家路を目指すことができるのに。

　夕刻をすぎてから山に深入りしてはいけないと、リンディールは口すっぱく祖母に言い聞かされていた。

　昼の山は人をたやすく受け入れ、多少のことはおめこぼししてくださる。だが夜の山は人を閉じこめ、些細なことでもお怒いかりになる。夕刻になればなにがあろうと、一目散に山を下りなさい、と。

　薄うす紫むらさき色の蝶ちように夢中になり、彼女の頭からはすっかりそのことがぬけ落ちていたのだった。シュタイン国で蝶や蜂はちのたぐいはとても珍めずらしい生き物だったのだ。蝶に誘さそわれた道をたどると、気がついたときには空は橙だいだい色いろになっており、帰り道がわからなくなっていた。

　祖母の言葉どおり、陽が落ちた山は「異物」を許さなかった。リンディールはやみくもに歩き回ったが、ついぞ帰り道がわからず、やがて疲つかれ切きってしゃがみこんだ。木々のざわめきはそんな少女をあざわらっているかのようだった。

　のどがからからに渇かわいていた。水の音がした気がして足を向ければ、そこは予想もしていなかった急きゆう斜しや面めんで、リンディールは足をくじいてしまった。

　リンディールは泣きたくなったが、声を押おし殺ころした。

（なにか、いる）

　獣けものの遠とお吠ぼえは、幼い少女を震ふるえ上あがらせるにはじゅうぶんだった。

　野犬だろうか。狼おおかみかもしれない。もしかして、熊くま……？

「だれかいるのか？」

　リンディールは耳を疑った。

　人だ。カンテラの明かりが、ゆらゆらとゆれている。

　声を上げようとしたが、くちびるが乾かわいてはりついていた。

　この機会を逃のがしたら、自分の口は一生開かなくなって、ほどなく死ぬに違ちがいなかった。幼い彼女はなぜかそう思いこんでいた。

「い、います。たすけて」

　やっとの思いでそうしぼり出すと、今までこらえてきたものが堰せきを切ったようにあふれ出した。

「お願い。帰りたい。怖こわい、たすけて」

「わかった。そこを動くな」

　声の主は若い男のようだった。青年は注意深く斜しや面めんを下りてきて、リンディールのそばにしゃがみこんだ。

　カンテラの薄明かりにぼんやりと照らし出された青年は、仕立てのよい服に身を包んでいた。金のボタンがついた黒い上着とそろいのスラックス、真っ白なシャツ。こんな場所を通りかかるなんて、自分のように山菜をとりに来た村人か、狩人かりゆうどのどちらかだと思ったのに。

　うつむいて彼女の様子を調べている顔は、村で見る男たちよりもあどけない。

「足をくじいたんだな。家はどこだ？」

「ナヴォー村です」

「ずいぶん遠くまで来たものだ。この小川をくだればグリッツだぞ」

　冷たい風が吹ふいて、リンディールはぶるりと震えた。

　青年は上着を脱ぬいでリンディールの肩かたにかけると、背中を向けた。

「ほら、乗れ」

「あの……」

「ナヴォー村まで連れていってやる」

　リンディールは青年に背負われた。彼かれの背中から、ふわりといい匂においがした。その香かおりは重たい霧きりのようだったが、不思議と透とう明めい感があった。甘あまさと美しさと、それからほんの少しの後ろ暗さがあった。美しいだけでは構成されないその按あん配ばいは、彼女を夢中にさせた。幻げん想そう的で、幸福な香りだった。

（もし……楽園があるなら、きっとこんな匂いがするに違いない）

　リンディールはうつらうつらしていた。もしかしたらとっくに自分は山の中で死んでいて、天から使者が迎むかえに来たのかもしれないと思った。幼くして死んだ自分を楽園に連れていくために。

　リンディールがすっかり寝ねいってしまうと、青年はためいきをついて、だらんと力が抜ぬけた少女を背負いなおした。

　雲が晴れて、星の明かりがふたりの行く先を照らしはじめていた。
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「リンディール・クライド！」

　工こう房ぼう中に響ひびきわたる怒ど声せいが、びりびりと空気をゆらした。

「どこに隠かくれている！　今日という今日はただじゃおかん！　さっさと出てこい！」

　青筋をたてて怒いかり狂くるう師し匠しように、リンディールは背を震わせた。

「三秒以内に出てこないと反省文一万文字追加するぞ」

「は、はい！　ここにいます！」

　リンディールは雑ぞう巾きんを放り投げて、申しん告こくした。

　反省文一万文字の追加は、どんなに深く反省していても、それなりにこたえるものである。

　白衣のポケットからハンカチをとり出すと、師匠ことフェイ・ギルティアは不ふ愉ゆ快かいそうにそれを鼻にあてた。

　黒くろ髪かみにダーク・ブルーの瞳ひとみ。夜光虫の青い光でゆらめく夜の湖のような、幻げん想そう的な色あいを持ちあわせた青年である。だがその生まれ持った神秘の相そう貌ぼうは、しかめ面つらによってずいぶんと人間味を増している。

「この度ど肝ぎもを抜ぬくような悪あく臭しゆうをどのようにして作り上げたのか、説明しろ」

「は、はい！　まず庭でとれたてのレモンバーベナ、それからネトルを同配分にして調合、香かおりのスパイスとしてシナモンとユーカリ、それを加えたあたりでどの香りをメインにすればいいのか迷子になりまして、とりあえず柑かん橘きつ類るいを加えておけばすべからくさわやかにまとまるだろう、と思い──」

「ほう」

「ありとあらゆる、果物の皮を、こう、ぱしゃ、っと──」

「それで？」

「ミントと、エシャロトットも、ついでに……」

「俺おれの見立てでは、まだ強きよう烈れつな材料があるようだが」

「白状します。ニンニクを入れました」

「なぜ？」

　なぜ？　この短い二文字の意味するところは、事実上の死し刑けい宣告である。

「あの……元気が出る香りがいい、と思ったんです。なんかこう、ニンニクの香りって、わくわくするっていうか……血湧わき肉躍おどるっていう感じが、するっていうか……」

「そうだな。俺の血圧はまたたくまに上がったよ。おかげさまでな」

　かつり、と靴くつ音おとをたてて師匠が一歩、一歩と自分に近づいてくる。リンディールは本能的に後ずさりした。

「おまえの自信作に、師匠たる俺が命名してやろうか」

「わ、わあー……光栄です」

「今シーズン最高の、『すっぱい胃液の匂におい』だ」

「……」

「吐はき気けを訴うつたえる見習い生が手て洗あらい場に鈴すずなりになっている。どうしてくれるんだ？　この蒸留器は生物兵器を作り出すために購こう入にゆうしたとでも思ってるのか？」

「思いません……」

　実際、お手洗いにまにあわなかったかわいそうな見習いたちの後処理をするべく、リンディールは今の今まで清せい掃そう作業にいそしんでいたのである。大変申し訳ないことをしてしまった。

（ひとつひとつは、すごくいい香りの草や果物ばかりだったのに……いったいなぜ）

　リンディールはくやしげにうつむいた。

　どうやら自分には、壊かい滅めつ的に香りのセンスがないらしい。

　フェイはわざとらしくためいきをついた。

「とにかく、今日中に部屋の清掃・反省文を提出しろ。俺は見習いたちの様子を見てくる──」

　背を向けた彼かれは、ふと気がついたようにふりかえった。

「そういえば、おまえはなぜ平気なんだ？　作成者なら、蒸留器の一番そばにいた、はず……」

　フェイが言い終わらないうちに、リンディールはバケツの中に顔を向けていた。

　師匠の登場に安心したせいか、体がようやく通常の反応を思い出したようである。

　フェイがなにかしらどなっていたような気がするが、もはや意識がもうろうとしていて、リンディールが聞きとることは叶かなわなかった。
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　大地の恩おん恵けいからはずれた国──そう呼ばれるシュタイン国は、特とく殊しゆな土ど壌じようをしており、草花が極きよく端たんに育ちにくい国であった。

　やがて人々の工く夫ふうでよそから渡わたってきた植物がわずかに芽を吹くようになったが、「花」を咲さかせるのは並々ならぬ技術と投資が必要であり、一ひと筋すじ縄なわでは育たなかった。

　腕うでのいい庭師を雇やとい花を育てるのは、裕ゆう福ふくなもののたしなみ。なかでも、貴重な花を大量に消費する香こう水すいをつけるのは、貴族だけの特権。

　王おう侯こう貴族たちはそれぞれ自分たちを象しよう徴ちようする花を育て、それらを香りにして身につけた。

　貴族にとって花は家名であり、誇ほこりであった。そんななか、異例ともいえる国で唯ゆい一いつの香水店が誕生する。

　香水店「フロノワ」である。

　店主であり調ちよう香こう師しのフェイ・ギルティアが開いたその店は、すべての国民が花と香りを楽しめるように、というコンセプトのもと、香水だけでなく石せつ鹼けんや匂い袋ぶくろやハーブティーなど、ありとあらゆる草花を使った商品が店内に並べられている。客層は労働者階級から貴族のお嬢じようさままでさまざまである。

　身分の貴き賤せんに関係なく、香水を、店で買う。この新しいとり組みはまたたくまに話題になった。

　そしてフロノワが人気店となった理由は、もうひとつある。

　運命の人と出で逢あえる香り──。

　フロノワの香水は、そう呼ばれているのだ。

「ああ……楽園の人と出逢える道が、また一歩遠のいた……」

　リンディールが絶望的な気持ちでつぶやくと、同室のナタリー・ルイザはあきれたように言った。

「あんた、今度という今度こそ、クビかもしれないもんね」

「うう……本当にやばい。あろうことか師匠に私の看病をさせてしまった……勘かん違ちがいでなければ、めっちゃくちゃ文句言っていた気がする……」

「勘違いでなく、めっちゃくちゃ文句言いながらこの寮りようまで引きずってきたけど」

　自分の情けなさに、リンディールは思わず涙なみだぐんだ。

「ああ……工房のみんな、大だい丈じよう夫ぶだったかな。私の破は壊かい臭しゆうのせいで」

「まあ、ちょっとあてられた程度だから、新しん鮮せんな空気にあたればすっきりしたみたいだけどね。硝子ガラス工房の方まで人が流れてきて大変だったわよ～」

　ナタリーは香水瓶びんを作るガラス職人だ。まだ十七歳さいだというのに、その繊せん細さいな作品の作りこみようは熟練の職人も舌をまくほどである。フェイは彼かの女じよの技術に惚ほれこんで、別の工房から引きぬいたのだ。

　ショーウィンドウを飾かざる彼女の香水瓶につられて入店する者の多いこと。高価な香水を作るのは無理でも、瓶だけでもほしいという客はあとを絶たず、ナタリーはいつも硝子工房で休む暇ひまもなく作品を作り続けているのだった。

「勘かん弁べんしてよね、もうすぐ花祭りなんだから。結局今日だって、あんたの様子見るために仕事切り上げたのよ」

「本当に、申し訳ない……」

「フェイさんから紙とペンあずかってるわよ。反省文の提出は明日まででいいってさ」

　リンディールはずんと重たい気持ちであずかりものを受けとった。

　これで反省文を書くのはいったい何度めだろう。師匠のフェイは内容に目を通すだけでなく、文法の間ま違ちがいも指し摘てきしてくるので、書くときはいつも必要以上の緊きん張ちようを強しいられる。

　ナタリーはすすけた作業着を脱ぬいでワンピースドレスに着き替かえると、髪かみをほどいてブラシでとかしはじめた。

「親切よねえ。読み書きができないリンデのために、文字を教えてくれただけでなく、ちょくちょく反省文まで添てん削さくしてくれるんだから」

「反省文じゃ……なけりゃ、ね……」

　正直、失敗はするわまともに文字も書けないわで、二重の恥はずかしさを味わうことになるのである。

「でも、ここに来る前よか読み書きの能力は格段に上がったでしょう。三年も反省文書き続けていりゃねえ～。フェイさんもよく耐たえてるけど、あんたのそのめげない心もさすがのもんだわ。その天国の人？　かなんかを追いかけてよくもまあ」

「天国じゃない！　楽園の人だから！」

　リンディールは叫さけぶようにして言った。

　十年前、幼かった自分を助けてくれた通りすがりの青年。けがをした自分を背負って、夜の山道を歩き、家まで送り届けてくれた。

　すっかり寝ねいっていたリンディールは夢の中の出来事だと思っていたけれど、自室のベッドに置いてあった仕立てのよいジャケットは、間違いなくあの人のもので──。そのジャケットにしみついた、楽園のような美しい香りは、優やさしい青年の気き遣づかいを思い出させてくれた。

　助けてくれたあの人は、香水をつけるような貴とうとい身分の方。きっとどこかの貴族の御おん曹ぞう司しに違いない。

「庶しよ民みんの私が楽園の人と再会するには、調香師になるしかない。あのときは暗かったせいで顔はよく見えなかったし、香りだけが頼たよりなの。ジャケットの香りはさすがにもう消えちゃったけど、もう一度かいだら絶対にわかるはず！　調香師になれば、王宮の試し香こう会かいにいける。そしたらあのときの匂いがなんの花を使った香水なのかわかるし！」

「試香会」とは、年に一度の花祭りに行われる特別な催もよおしで、調香師たちの免めん許きよ存続試験を兼かねた、作品発表会である。

　貴族たちは、家ごとに象徴する花が決まっている。

　王宮の花祭りでは、それぞれの家を代表する調香師たちが、新作の香水を発表するのだ。

　国中の象徴花の香りが集まる日は、この花祭りだけ。楽園の人がつけていた香水とまったく同じ香りではなくとも、メインの花の香りがわかれば、あのときの青年の家もわかるはずなのだ。

「はいはい。あんたの意い気きごみはいつも聞いておりますぅー。でもさ、実際問題、今度こそ自分の進退は考えておいた方がいいわよ」

「進退……」

「このまま調香師目指すか、庭師に専念するかということよ。リンデも薄うす々うすこのままじゃ駄だ目めだって気がついてるんでしょ。ハーブや果物を育てるのはすごくうまいんだから、私は別に調香師にこだわらなくたっていいと思うけれど」

　リンディールはむくれた顔でベッドに突つっぷした。

（だって、あの霧きりのような世界観……鼻をかすめたときのドキドキ……それは、香水にしかないものだから……）

　植物を育てるのは好きだ。リンディールはもともと、シュタイン国の数少ない農家の娘むすめで、作物を育てる喜びは子どものうちから知っていた。

　この国の土地は意地悪で、なかなか植物は芽を出してくれない。雨に打たれればしおれ、花開く前に茎くきがしなってしまうこともある。問題は土だけではない。虫や動物に食くい荒あらされ、なにも残らないことも。天候を読み、土をさわってたしかめ、手て探さぐりのなかから正解を見つけてゆく。そうしてできた野菜や果物は、なによりもいとおしく感じたものだ。

　その点、香水作りはまったく性質が異なっていた。

　精油一滴てきを加えるだけでめまぐるしく変わる世界。可か憐れんな花の香り、さわやかなフルーツの香り、ほんの少しだけ加える、甘かん美びなスパイスの香り。リンディールにとって身近だったあんな植物も、こんな果物も、フェイの手にかかれば魔ま法ほうのようにその姿を変えた。

　しかめ面のフェイは、蒸留器の前で手早く材料を刻み、作品を作り上げる。その配合は完かん璧ぺきとしか言いようがなく、リンディールを含ふくめた多くの見習いたちが、彼の技術を前になすすべもなく立たちつくすことしかできなかった。

　初めてフェイの調香を見たあの日、リンディールは調香師という圧あつ倒とう的てきな存在に、ひれふしてしまったのだ。

「なりたい……調香師に……そして楽園の人に再会して……あのときはありがとうございましたって、お礼を……！」

「はい、その熱い気持ちでペンを動かして～」

　リンディールは深いためいきをつくと、紙とペンを机に置いた。

　なんとか、なんとしてでも、引き続きフェイにこの店に置いてもらうほかない。家いえ柄がらのないリンディールはツテを持っておらず、貴族の専属調香師に弟で子しいりすることはできないのだ。海よりも深い反省と、山よりも高い理想を書きつらね、なんとか自分をそこに近づけてゆく旨むねを書きつづるほかに、生き残るすべはない。

「ま～反省文も書き慣れるともはやプロねえ。ペンさばきの見事なこと」

「からかわないでよ！　今、私の進退をかけた大作にとりかかっているんだから！」

「進退をかけた大作なら香水で作りなさいよ～。ま、あんたはしばらく蒸留器にさわらせてもらえないだろうけど」

　ナタリーはそう言って、ポットから注いだハーブティーをわきに置いてくれた。

「はい。リクエストのカモミールティー。一応戻もどしたんだから、無理しない方がいいわよ」

「ありがとう。でも丈夫だけがとり柄えだから」

　なんだかんだと優しいルームメイトに感謝しつつ、温かいハーブティーでくちびるをしめらせる。じんわりと胃に広がる優しい味だ。

　しゃきりとしたリンディールは、再び羽根ペンを動かしはじめた。
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「もう体調に問題はないようだな？」

　フェイは反省文を受けとると、眉まゆひとつ動かさずにそう言った。ただでさえ整った顔立ちをしているので、よけいにすごみをましている。

「は、はい……おかげさまで」

　ジャーマンカモミールを煎せんじてがぶがぶ飲んでいたら、だいぶすっきりした。リンディールは胃腸の調子が悪いと、ハーブや野草を摘つんで手て当あたり次し第だいに飲みこむ習慣があり、そうするとなんとなく調子がよくなるのである。祖母が教えてくれた知ち恵えのひとつだった。ナタリーには「犬みたい」と言われたが。

　野草が豊富に茂しげっていた田舎いなかではみなよくやっていたけれど、王都では薬草茶はあくまで香りの贅ぜい沢たくを楽しむための飲み物として普ふ及きゆうしているらしいと知って、驚おどろいたものだ。野生児のリンディールにはその文化になじみがなかったのである。

「師匠、ご迷めい惑わくをおかけしてすみませんでした。庭のハーブでお茶を作り、見習いのみなさんにもお詫わびに配り歩きました」

　まずいからいらない、と言われたことは、あえて伏ふせておく。

「それで？　しっかり反省したか？」

「それはもちろん、私の気持ちはその反省文にしっかりこめさせていただきました──」

　フェイは棚たなから『リンディール・クライド　反省文集』という冊子をとり出すと、綴とじ紐ひもをほどきはじめた。

（ああ、あれがまた厚くなっちゃう……どんどん負の歴史が蓄ちく積せきされてゆくぅぅ）

　フェイはためいきをひとつ挟はさんでから口をひらいた。

「前回の反省文を書いたとき、自分がなにをやらかしたのかを言ってみろ」

「え、えーと……ハーブの石鹼から、どぶの臭においがしたこと？」

「それは前々回の件だ」

「あ、匂い袋から、靴下みたいな臭いがしはじめたことでしょうか！」

「それは店に並べる前だったので、床ゆかの雑巾がけでチャラにした件だ」

「わかりました！　店のカードに匂いをつけたら、三カ月洗っていない犬の匂いになっちゃったことですね！」

「そうだ。そしてそれらはすべて、ここ数カ月で起こったことだ」

「す、すみません……」

　一部の犬好きからは「臭くさいけどついついかいじゃう」と好評だったのだが、言えばただではすまないはずなので黙だまっておく。

　フェイは反省文集を手ての甲こうでこんこん叩たたいた。

「すみません？　俺はすみませんは聞き飽あきたぞ。おまえはぜんぜん飽きないみたいだな。毎回毎回よくもまぁと思うほどやらかしの連続で正直驚くばかりだ」

「ねっ……ねばり強い性格、でして……！」

「ねばり強さはこういうところで見せるものではない!!」

　き──ん……と耳に響くほどの怒声に、リンディールはひいっと声を上げる。

　彼は反省文をぺらりとめくると、みるみるその表情を険しくさせた。

『私がどうしても調香師になりたいのは、楽園の人に逢うため。そのためならどんなことでもやります。肥料作りやかまどの掃そう除じや床の雑巾がけも毎日こなしてみせます……』

　彼が反省文を読み上げる。リンディールは体を縮こめた。
















「文字数が足りないからといって出してくる鉄板のネタが毎回この『楽園の人』。おまえにはほかに引き出しがないのか！」

「いや、師匠ウケがよくないのはわかっているんですが、どうしてもこう、私のルーツ的なことを語るとそうなってくるというか」

「今後この人物を反省文に登場させることを禁じるからな」

「そ、そんな」

　リンディールが泣きそうな顔になるが、フェイは容よう赦しやがない。

「楽園の人だかなんだか、そういった浮うわついた存在はひとまず置いて、仕事に集中するように。そう言ったはずだが？」

「いや、彼は私ががんばる原動力なんです！　ひとまず置いておける存在ではないんです！　それに彼は浮ついてなどいません、とても正義感にあふれたすてきな紳しん士しで」

「それ以上無む駄だ口ぐち叩いたら、口の中に試験管をつめこむぞ」

　彼は白衣をひるがえし、壁かべにかかったカレンダーへ体を向ける。

　リンディールはすぐさま口を閉じ、師匠の動向を見守った。

　フェイはしばらくのまをおいてから言った。

「正直……このままおまえをクビにしてしまうのは簡単だが」

「いやいやそれだけは本当の本当に勘弁していただきたく私も次からは絶対にご期待に応える働きをしてみせますのでどうかどうか」

「話を聞け！」

　フェイがどなると、彼を拝おがみ倒たおしていたリンディールはすっと真顔になって「はい」と答えた。

「──ここまでとなると、俺も反省した。何度言ってもできないことだけが増えてゆくのは、指導している側に問題があるのではないかと」

「いや、たぶんそのようなことはないかと……」

「たぶん？」

「あ、絶対ないかと……」

「それでだ」

　フェイはリンディールをきっとにらみつけた。

「正直、二十年は早いと思っていたが、おまえに試香を見せようと思う」

「えっ、本当ですか!?」

　試香とは、その名のとおり香水の「お試ためし」。レシピを作成し、お客さまに匂いを確かく認にんしてもらいながら、香水の試作品を作るのだ。

　フェイがかかえる見習いの中でもまだ試香を見学させてもらったものはいない。お客さまの香り作りにフェイはことさら神経を使うため、助手のひとりも置きたがらないのが理由だ。

　リンディールはエプロンのポケットをにぎりしめ、瞳を輝かがやかせた。

「絶対、絶対見てみたいです！　師匠の新作が、どんな香りになるのか……！」

「興奮して騒さわぎ立たてたり、埃ほこりのひとつでも精油に混入させたりしたら問答無用でつまみ出すからな」

「あ、わ、わかりました！」

　リンディールは喜びを精せい一いつ杯ぱい胸の内に押おしこめたが、口元だけは隠しきれずにへにょりとまがっていた。

「今度、レイスフール伯はく爵しやく家の次男・コーヴィン・レイスフールが香水を作りに来る。そのさいの見学を許可しよう」

「私はどのようなお手伝いをすれば」

「よけいなことはするな。おまえの仕事は隅すみっこで気配を消し、メモをとるだけだ」

「はい、新品のメモ用紙を用意しておきます！」

　ぴしっと姿勢をただして勢いよく返事をするリンディールに、フェイは短く「……よろしい」と言った。

「おまえはガーデンで十五種、バスケットで四種のハーブ及および果物の栽さい培ばいに成功しているな」

　フロノワには、三つの庭がある。

　ひとつは「ガーデン」。シュタイン国の中でも比ひ較かく的てき強く咲いてくれるハーブ類を栽培している庭だ。それでも花まで咲かせるにはそれなりに工夫が必要で、リンディールは先せん輩ぱいの庭師に教わりながら、「ローマンカモミール」や「レモンタイム」など、多数の花を開花させた。

　シュタインでも山の奥おく地ちに入ればこれらが野草で手に入ることもあるのだが、天候や土の状態により、なかなかねらった時期にねらったとおりのハーブを手に入れることは難しい。

「私は生まれも育ちもナヴォー村ですから、そちらの土の状態を参考にしました。故郷では野草もよく咲いていたんです。できれば『バスケット』ももう少し手を加えたいとは思うのですが……」

　三つの庭のひとつ、果物類を育てる「バスケット」。香水の原料にフレッシュな果物は欠かせない。

　リンディールは外来種をうまく育てられず、栽培できたのは結局シュタイン国原産の「シュタインレモン」と「根つきオレンジ」、比較的栽培が簡単な「ブルーベリー」、「姫ひめイチゴ」のみだ。もっと大物にとりかかってみたいが、バスケットの庭はそこまで広くないので、近くの植物に悪あく影えい響きようを及ぼさないか心配だった。ちいさなことでもどんな反応を示すかわからないのが、シュタイン国の土のおそろしいところだ。

　実家にいたときは広い畑で芋いも類るいや茄な子すなどの野菜を育てていたため、感覚が難しい。

「庭の面積のわりによくやってくれている。植物に対する気配りも欠かさない。庭師としてはかなり上出来だ」

　リンディールはここぞとばかりに胸を張った。

「おきてカーテンを開けたら、仕事場ですからね！　庭を任せていただいている以上は全力でやります！」

　ちいさなふたつの庭をとりかこむようにして、フロノワは建てられている。リンディールが住んでいる寮も、その一角だ。リンディールは朝から晩までこのふたつの庭を守り、慈いつくしみ生活している。フロノワにはリンディールを含め三人の庭師がいるが、寮で生活している庭師は自分だけなので、ことさら庭を可か愛わいがっていた。

（なんだか珍めずらしく師匠が私をほめてくれている……！　うれしい！）

　眉み間けんのしわがとれている師匠とゆっくり話すのは、久しぶりである。

（もしかしたら、この調子なら試香だけではなくて……師匠の秘密の庭「シークレット」にいれてもらえるかも……！）

　三つの庭のうち、最後のひとつは「シークレット」。店主のフェイしか出いりできない秘密の温室だ。先輩の庭師も入ったことがないようで、なんでも「貴重な花類」を育てているらしい。

　フェイが手ずから世話をし、とっておきのときにその花を刈かりとって香りを作るのだとか……。

　庭師としては、その貴重な花はぜひとも見ておきたいものである。

「庭師のセンスがあるということは、そもそも持ちあわせた感覚はけして悪くないはずだ。それなのになぜ調合させるとこうも悪臭ばかりになってしまうのか……」

「す、すみません……」

　ほめられたのにいきなり落とされて、リンディールの気持ちはみるみるしぼんでいった。

「おまえのようなタイプは、できるだけ近くで、生の香りができあがるさまを何度も見た方がいいかもしれない。さしあたって、経験を積ませることにする」

「し、師匠……！」

「それでのびなかったから、今度こそ調香師はあきらめろ。庭師としてならどこでも重宝される実力はある。最後の機会と思って、しっかりやれ」

「わ、わかりました！」

　これは通告だ。三年もここにいて調香師の技術どころか失敗だらけで足を引っ張っている自分は、ナタリーの言うとおり「そろそろ進退を気にしなくてはならないとき」なのだ。

　フェイはできる子にも厳しい。レシピにけして許可を出さないだけでなく、意見も辛しん辣らつだ。

　同じくらいに入った見習いの女の子たちは、フェイの指導に音を上げて辞やめている。……たぶん、彼から通告されているはずだ。

　フロノワの庭の規模なら庭師は三人もいらない。体力と根こん性じようだけでここに居続けているリンディールは、このあたりで才能の兆きざしを見せなくてはならないのだ。

（やる……やってみせる。調香師になって、楽園の人に再会するために！）

　リンディールはこぶしをにぎりしめた。

「私、絶対にやりとげてみせます！　……おとなしく見学！」

「そんなに気あいをいれないと、おとなしく見学できないのかおまえは」

　フェイはあきれたようにそう言った。
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　翌週の水曜日。フロノワの前では、見習いの女の子たちが今か今かと箱馬車の到とう着ちやくを心待ちにしていた。

「ちょっと、あんた店番じゃなかったの」

「だって、見たいわコーヴィンさま。麗うるわしの社交界の貴公子！」

「あんたこそ、なに手紙なんて持ってるのよ！　ぬけがけじゃない！」

　ぎゃあぎゃあと騒さわぐ少女たちの後ろから、リンディールは遠えん慮りよがちに声をかける。

「あ、あのー……お出で迎むかえなら、私が師匠から頼たのまれて……」

　少女のひとりが、きっとリンディールをにらみつけた。

「なーんであんたがコーヴィンさまの試香に参加するのよ、破壊臭のリンディール。この間の『すっぱい胃液の匂い』でさすがにあんたは消えたと思ったわ」

「そ、その節は大変申し訳なかったと思ってる……」

　あの大事件のあと、リンディールは見習いたちの寮の部屋をたずねまわって謝罪した。顔を出したときは、見習いたちはすっかり元気をとり戻もどしており、当然ながらさんざんに文句を言われてしまった。

「ま、いいけど。別にあのあと調子はなんともないし」

「そ、それならよかった。ところでみなさん今日は心なしかお肌はだの調子がいいような……」

「それはやっぱり、コーヴィンさまがフロノワにやってくるんだもの」

「気あい入れておしゃれしないと」

「ねーっ」

　たしかに彼女たちはワインレッドのドレスにエプロンという制服姿は同じでも、髪かみ型がたのアレンジやアクセサリーはリンディール以上に気を使っている。

「コーヴィンさまって……そんなにすてきな方なの？」

　リンディールがたずねると、少女たちは目をむいた。

「はあ!?　レイスフール伯爵家のコーヴィンさまといったら社交界一の美び丈じよう夫ふって有名じゃないの！　最近まで留学されていて不在だったみたいだけれど、その間の令れい嬢じようたちの落らく胆たんぶりはすさまじかったって、調香師をしている姉が言っていたわ。姉の雇やとい主ぬしはコーヴィンさまの目に留まるような香りを、って夜会のたびに新作を注文してたみたいなの」

「へえ」

「お顔がいいのはもちろん、柔やわらかな物もの腰ごしでダンスもお上手で、絵本に出てくる貴公子さまそのものらしいわ！」

「もちろんフェイ師匠の美び貌ぼうもすてきだけれど、それとこれとは別なのよ！」

「ねーっ」

（そ、そうなんだ……楽園の人以外にぜんぜん興味なかったからな、私……）

　コーヴィンのうわさはもちろん、フェイの美貌についても特段意識せずに過ごしていた。たしかに顔は男性のわりに綺き麗れいなのかもしれないが、いつも怒おこられてばかりいるので、正直彼が近くにいると気が休まらないのである。

「そうね、フェイ師匠が野生の美しさなら、コーヴィンさまは箱庭の美しさね」

「フェイ師匠って、顔は綺麗だけど表情はするどいし、体は意外とがっしりされているものね、そのギャップがいいわ」

「ねーっ」

　フェイは昔、大きな屋や敷しきで庭師をしていたと聞いている。庭師は体力勝負であるため、自然と体が鍛きたえられてゆくのだ。かくいうリンディールも、体力ならそこらの男子に負けないつもりだ。

「いや、私師匠をそこまでじっくり観察している余よ裕ゆうないっていうか……」

　リンディールはたじたじになった。

「あんた、三年もここにいるのにもったいない。よっぽど自分の失敗にふりまわされてばかりなのね！　かわいそー。フェイ師匠の気まぐれで今日は試香に同席させてもらえるみたいだけど、いい思い出作りになったみたいでよかったじゃない。田舎に帰って自じ慢まんすればぁ？」

「し、失礼なっ！　私、絶対調香師になりますから！」

「言ってなさいよぉ、言うのはタダだものね。あ、みんな馬車が来たわよ！」

（くうぅ～～～くやしい！　しかしぐうの音も出ない！　絶対に今日の試香を糧かてにして実力を上げてやる！）

　リンディールがこぶしをふるわせていると、まもなくレイスフール伯爵家の象徴花「ラベンダー」のレリーフを載のせた箱型馬車が到着した。

　みな、いっせいに息をのむ。

　御ぎよ者しやが開けた扉とびらからゆっくりと降り立ったのは、金きん髪ぱつの美青年だった。透すき通とおるような白い肌、その象徴花と同じく、優美な紫むらさき色いろの瞳。すらりとした背せ丈たけをフロックコートに包み、こちらを見てにこりとほほえんだ。

「遅おそくなってすみません。ずいぶんたくさんのお嬢さんにお出迎えしてもらえたみたいで光栄だな」

　少女たちは色めき立った。

「コ、ココ、コーヴィンさまよぉ」

「本物だわ、やばすぎる」

「ねーっ」

　リンディールはぽかんと口を開けていた。

（これが……社交界の花……なるほど……）

　社交界がどういうものかはわからないが、彼が特別な「花」だというのは、リンディールにも理解できた。あたたかな木こ漏もれ日びのような、人の心を解きほぐすほほえみ。大切に育てられた花しか持ちえない優ゆう雅がさ。まさに彼のことだろう。

「ところで、フェイのところへ案内してもらえるかな？」

　リンディールが進み出ようとすると、少女たちは彼女を押おしやり、我先にと前へ進み出た。

「は、ははは、はい、私が」

「違うわよ私が」

「コーヴィンさまっ、これお手紙です！」

「どうもありがとう」

　彼はさわやかな笑えみでそれを受けとると、渡した少女は真っ赤になり、ふらふらとした足どりで中庭へ消えてしまった。

「ちょ、ちょっとどこへいくのよ、あ、あらすみませんお友達の様子がおかしいので、失礼させていただきますねっ」

　残りの少女たちもそそくさと立ち去ってしまうと、リンディールはぽつりと残された。

「あ、あの……案内を仰おおせつかったリンディール・クライドです。調香室までご案内します」

「よろしく頼むよ」

「お荷物をお持ちします」

「いやいや、レディに荷物持ちなんてさせられないからね」

　ちいさな鞄かばんを大事そうに胸にかかえて、コーヴィンはいたずらっぽく笑ってみせた。

（この人、私みたいな立場のものにも優しい……。ぜんぜん偉えらぶったところがない）

　リンディールは恐きよう縮しゆくしながらフロノワの扉を開けようとしたのだが、逆にエスコートされてしまった。

　店内に並ぶのは調合せずとも手に入る出来あいのコロンや石鹼、ナタリーの力作の香水瓶。商品棚の並ぶ通路を横切り、今度は特別なお客さまをお通しする調香室が連なる廊ろう下かへ。

　調香するのはフェイだけだが、調香室は三つもある。匂いが充じゆう満まんした部屋では、正しい香りは作れない。部屋を換かん気きし、新鮮な空気で満たすには時間がかかる。それならば部屋を替えればいい──というフェイの考えのもと、ひとつの香りを作り出すのに三つもの部屋を用意したのである。

　リンディールはコーヴィンを第一調香室へ通すと、「なにかお飲み物をお持ちします」とかちこちになりながら口にした。

「試香時にお茶の香りが邪じや魔まになることがあるので別室でお出しすることになりますが、フロノワ自慢のハーブティーをご用意できます」

「じゃあ、休きゆう憩けい時に出してもらえるかな。ブレンドは任せるよ」

「か、かしこまりました！」

　なんとか、ハーブティーが泥どろ水みずの匂いにならないように気をつけなくてはならない。仕上がりによってはさっきの見習いたちに代わってもらった方が、いいかもしれない……。

　ほどなくしてカルテをかかえたフェイがやってくると、リンディールは緊張した面おももちになった。すみやかに部屋の隅に移動し、メモ用紙をとり出す。

（声を上げない。埃をたてない。じっくり観察！）

　フェイにした誓ちかいを心の中でくりかえす。

「久しぶりだね。少し瘦やせた？　店を持って、のびのびできていいと思ったけど」

「のびのびできています。おかげさまで」

「敬語でしゃべらなくていいのに。昔みたいに、僕ぼくのこと呼び捨てにしてくれたってさ」

　リンディールは「ん？」と首を傾かしげた。

（師匠が……コーヴィンさまを呼び捨て？　それに久しぶり、って？）

　リンディールの疑問をよそに、フェイはてきぱきと準備をはじめている。

「本日はどのような香りをお望みでしょうか？」

「そうだな。運命の人と出逢える香り、かな」

「具体的なご要望をお願いいたします」

「君、まだそんなしかめっ面で調香しているわけ。聞いたよ、この店の香りは『運命の人と出逢える』香りだって。出逢ってみたいじゃないか、そんな人と」

「たまたま、うちで香水を作った人にいい出逢いがあった。それだけですよ」

　フェイはそっけなく言った。

　香水は肌になじみ、その人のイメージを作り上げるもの。いくら同じ花を使っていても、配合次し第だいで何百種、何千種の香りが作れてしまう。香りを新調するのはその人にとって節目のときで、女性なら社交界デビューや結けつ婚こん、男性なら式典や新しい事業をはじめるときが多い。

　節目の記念にせっかくだからと、フリーの調香師のフェイに香りを作らせ、たまの新しん鮮せん味みを味わう貴族たちがいるのだ。おかかえの調香師は配合にこだわりがあり、伝統の香りを守ることが第一の使命であるので、なかなか思い切ったレシピを書かないらしい。

　新しい香水をつければ、気分も変わる。そうして晴れやかな気分になれば、新しい出逢いもやってくる。

　おかしなジンクスが広まっているようだが、たぶんそういうことだろう──とフェイは解かい釈しやくしているようだ。

「それでは、メインの花は象徴花のラベンダーでよろしいですか？」

「いや、違うものを頼みたい」

　フェイは眉をよせた。

　コーヴィンはあわてて言い繕つくろう。

「また夜遊びか、みたいな顔はやめてくれよ。年がら年中ラベンダーの香りをさせてたら、うんざりするだろう。外にいても家の中にいるみたいで」

「……仮面舞ぶ踏とう会にでも参加されると」

「そういうこと。香りでバレちゃ仮面してても意味ないし。昔からそういうのは、ある種の文化だろう」

「おかげさまで、注文はある程度いただいています。俺のような象徴花を持たない調香師にはありがたい話ですが」

　リンディールはひっそりと壁にとけこむようにして立ちながら、ふたりのやりとりに耳を傾かたむけていた。

　たしかに、昔から「一夜の香り」は需じゆ要ようがあった。なかでもこうして大っぴらに第二の香水が作られるようになったのは、大ヒットした芝しば居いのおかげだ。

　舞ぶ台たいは少し昔のシュタイン国。仮面舞踏会で出逢った若い男女がすぐに恋こい仲なかになるも、夜が明けてしまえば互たがいの手がかりは香りだけ。けれど男性側は素す性じようがバレないよう、こっそり友人の香水をつけて参加しており──そこからめくるめく悲ひ恋れんがはじまるという、女の子が大好きな切ないロマンティックストーリーである。

（私もあの話、すっごく好きなんだよなぁ……。お給金ためて一回だけナタリーと観にいったけど、ハンカチが一枚じゃ足りなかったもんなぁ）

　リンディールは心の中でうんうんとうなずいた。

　この芝居がヒットしたことにより、貴族たちの間でこっそり「一夜の香り」を作って、私的な集まりや夜会につけるのが大流行した。もちろんほめられた行こう為いではないので家の調香師はそう簡単にレシピを作ってなどくれない。

　なので、なんとか調香師をときふせたり、家長にバレないように賄わい賂ろをにぎらせたりして、「一夜の香り」を作らせる人もいると聞く。

「でも、もう安心だね。フロノワの登場でみんな気軽に風紀を乱せるようになったわけだから」

「俺が諸悪の根元のような言い方はやめてもらいたいのですが」

「いいじゃないか。『一夜の香り』で『運命の人と出逢える』なんて。夢にあふれていて」

　フェイは咳せき払ばらいをすると、改めてカルテを膝ひざに載せた。

「……それで、どうしましょう。使ってみたい花はありますか？」

「そうだね。フリージアなんていいと思うけど。留学したときに見た花は、黄こ金がね色いろでとてもいい匂いがした」

「フリージアはカートン家の象徴花です、使用できません」

「カートン？　知らないな」

「北部地帯の男だん爵しやく家です」

「ごめん。外国暮らしが長かったから、そのあたりの事情に疎うとくて」

「シュタイン国のフリージアと異国のフリージアは同じ条件で咲く花ではないので、色や匂いに変化があります。一いつ般ぱん的にこちらのフリージアは外国のものより小ぶりで、匂いの鮮あざやかさがどうしても劣おとります」

　リンディールはすぐさまメモに書き写した。異国から輸入した花の種を植えても、シュタインの土が拒きよ絶ぜつする場合がある。

「そうか。どうしようかな……」

　コーヴィンはあてがはずれたようで、困った様子だ。

「サフラン、クランベリー、ブラックペッパー、アーモンドを使ったものはいかがでしょうか」

「おいおい、料理でも作るのかい？」

「これらを組みあわせて、レザーノートと呼ばれる、革かわを思わせる重じゆう厚こうな香りを作ります。革の香りといっても、実際は香こう辛しん料りようや酸味のあるベリー系の果物を使って香りを抽ちゆう出しゆつします。初めは軽いものから、徐じよ々じよに重たくして、最後は樹木の香りで締しめる。このような構造にすれば香りは長続きしますし、肉感的な香りに仕上がる。『一夜の香り』としてのイメージははずれないかと。強く香る花はだれしもが使いたがるぶん、象徴花でない花は限りがあるので、どうしてもみな似たような香りになります。その点特とく徴ちよう的な花の使用を避さけることであえて印象的な仕上がりになるというわけです」

（メ、メモが追いつかない!!）

　リンディールは後ろでぐしぐしと羽根ペンを動かした。

　レザーノート。そんな香りの種類があったのか。ひとつひとつの草花の組みあわせははっきり言ってしまえば地味なとりあわせなのだが、計算して加えることにより重層感を作り上げる。

（さすが師匠だ……）

　リンディールはごくりとつばをのみこんだ。

　この間自分が失敗した「胃液の匂い」では、メインの香りがないとあせってやみくもに主張の強いものをいれこんでしまった。

　フェイはすべてが組みあわさった、その先を計算にいれている。なにをまぜればどのような香りになるのか、頭の中に全部入っているのだ。

「それに……軽くてすぐに飛んでしまうものより、徐々に厚みをましてゆく香りの方がコーヴィンさまの体質にあっています」

「ああ、『忘ぼう却きやくの月』もそういった香りだったね」

　フェイはぴくりと頰ほおをつり上げたが、すぐに視線をカルテに戻した。

「どうしますか？　花の香りがよければ、貴族名めい鑑かんに載っていない花のリストをお持ちしますが」

「いや、そのレザーノートとやらを試してみたい」

「わかりました」

　フェイは壁かべ際ぎわのリンディールに目を向けると、彼女の名を呼んだ。

「リンディール」

「は、はいっ」

「トップノートを作る。まずはクランベリー、シナモン、サフランの香り見本をとってきてくれ」

「お……お手伝いしてもよろしいんですか？」

「いいからさっさと持ってこい」

「わかりました！」

　リンディールははりきって調香室を出ると、隣りん接せつする保管室へ向かった。昼間でもカーテンをきっちりと閉じ、薄うす暗ぐらくしてあるこの場所では、抽出した精油を保管しているのだ。とれたての植物を蒸留器にいれられればいいのだが、どうしても季節柄がら手にいれるのが難しかったり、不作で植物がとれなかったりすることがある。そういったときのために精油は多めに作って、適切に保管しておくのである。

　また今日のような試香ではさまざまな香りを組みあわせてからレシピを作成するので、てっとりばやく出来あいの精油があった方がスムーズに香りが作れる。

　リンディールが持ってきた精油を並べると、フェイがそれらの配合率を決めてゆく。

「クランベリー、シナモン、サフランの順に割合を多くします」

　香水をつけてから短い間だけ香るトップノートには揮発しやすい素材をいれるのが一般的で、この材料ではクランベリーがメインの香りとなる。そこにシナモンやサフランがぴりりとスパイスをきかせる名わき役やくとなってくれる。

（トップノートはわずかな間しか香らないけど、つけた瞬しゆん間かん初めてかぐ香りだから、その香水の第一印象になるって、師匠言ってたっけ……）

　これらを蒸留器で抽出したアルコールに溶とかし、かきまぜ棒でゆっくりとまぜあわせる。

　フェイができあがった香りを専用の硝子の器うつわにうつし、ムエットを浸ひたす。どうぞ、とそれを木製の皿の上に置いた。

「試してみてください」

「そうだね、もう少しスパイスが強い方が好みだな」

　フェイが目配せしたので、リンディールは喜んでコーヴィンが試したムエットを下げた。鼻に近づけると、クランベリーの酸味と、シナモンとサフランの刺し激げき的な匂いが心地よくまざりあっている。

　異国めいた香りだ。砂さ漠ばくの国みたいな。

　普ふ段だんのコーヴィンのイメージからかけ離はなれているぶん、意外性があって、仮面舞踏会向きかもしれない。

　コーヴィンの要望を受け、フェイは配分を変えた。ベリーの配分を少なくし、サフランを多く。

「次はどうでしょう」

「こっちじゃないな。もう少しまろやかさがほしい」

「配分を変えます。リンディール、換気」

「はい！」

　調香室はそこら中に換気穴がある、特別仕様だ。壁に隠されたちいさな扉を開けると銅製のとっ手が飛び出す。リンディールはそれを力の限りこいだ。壁の換気穴が開いて太陽の光が漏れ、円形の模様になって床に浮うかび上あがる。

「こちらはどうでしょう」

　今度はシナモンを多く、サフランは添そえる程度。コーヴィンはうなずいた。

「これがいい。さすがだね。こんな組みあわせ、僕は思いつきもしなかった」

「香りのレシピを作り出すために調香師がいます。お客さまはご要望だけしてくだされば結構です。トップノートはこれに決定しますので、次のミドルノートまでしばしお休みください」

　そう言うと、フェイは道具を置いて出ていく。香水はトップノート、ミドルノート、ラストノートと三段階の香りを作るが、一度に試香する場合はこまめに休憩を挟む。お客さまの鼻を休めておかないと、次の調香にさしさわりがあるからだ。

「コーヴィンさま、お茶をお持ちしますか？」

　リンディールが声をかけると、コーヴィンはにこやかに応えた。

「そうだね、お願いしようかな。久々にフェイに香水を作ってもらったけれど、やっぱりぶれないな。センスがすばらしい」

「あの……以前も師匠が、コーヴィンさまに香水を？」

「うん。実はそのレシピを気にいっていて、たまに家の専属調香師に作って、送ってもらっていたんだ。留学先でも評判よかったんだよ」

　ということは、象徴花のラベンダーがメインの香水だ。他人のレシピで作ってくれるなんて、レイスフール家の調香師は寛かん容ような方らしい。

　コーヴィンは首から下げていたネックレスをはずした。硝子製の小瓶がぶらさがっている。ちいさな花の集合体をイメージしたその瓶は、象徴花をかたどったものだ。

「わあ、綺麗」

「香水の匂いは、午後には消えてしまうからね。僕たちはこうして持ち歩いているんだ。今日は試香があるからつけていないけど」

「ラベンダー、図ず鑑かんで見たことあります。紫色の花がつくんですよね。香水の色も、綺麗な紫色……」

　リンディールが目を輝かせていると、コーヴィンがいたずらっぽく言った。

「かいでみる？」

「えっ」

　思わぬ提案に、リンディールは驚いた。

「たくさんかいで勉強した方がいいんだろう？　調香師っていうのは」

「よ……よろしいんですか？」

　貴族にとって香水は身分証にも等しい。正直、身分ある方とお近づきにならなければめったにないチャンスだ。象徴花を使った香水をかげるのは、リンディールのような見習いにとって夢のまた夢。

「遠慮せずにどうぞ。ほら」

　コーヴィンは瓶の蓋ふたを開けた。

　ふわりとたちのぼる、くらくらするような魅み惑わく的なトップノート。

　この香り。なんだか覚えがある。

　リンディールの頭をかすめるのは、クローゼットに大切にしまってある、「楽園の人」が残したジャケット。

　まさか、そんなわけがない。どくどくと心臓が音をたてている。

「どうしたの？」

　コーヴィンは不思議そうにたずねる。

　いけない、とリンディールは我に返った。

「すみません。私ラベンダーの香りは、かいだことがなかったので、つい……」

「ああ、貴族の家の象徴花は一般の庭に植えられることはまずないからね。もっと近くでどうぞ」

　リンディールはコーヴィンから瓶を受けとった。

　鼻をかすめる香りに、彼女は酔よいしれた。

　重たい霧のようなのに、不思議と透とう明めい感がある。甘あまさと美しさと、そしてほんの少しの後ろ暗さがある。美しいだけでは構成されない、この按あん配ばい──。

（間違いない……楽園の人の香りだ）

　リンディールはしばし言葉を失った。

　この濃のう霧むのような花の香りは、ラベンダーの香りだったのか……。
















　草花の図鑑は何度も読んだので、花の形や育て方は頭に入っていても、香りまではわからない。十年追い求めた花は、ラベンダーだったのだ。

「これは『忘却の月』という。トップノートがすぐに変化するんだけど、そのあとの香りが長続きして魅力的で。浮うわ気き性だからころころ香水を作るんだけど、公式な場ではこれひとつと決めている」

　忘却の月。それがあの楽園の人がつけていた香りの名前……。

「あ、あの」

　リンディールは思い切って顔を上げた。

「失礼ですが、コーヴィンさまは今おいくつですか？」

「？　今年二十五だけど」

　記き憶おくの中の青年はもう少し年上のように感じたが、子どものときのことだったのでその感覚はあやふやかもしれない。暗くら闇やみだったし、あのくらいのときは、ある程度背丈があって声変わりしていればみな大人のように見えていた。

「この香水って……ご家族のだれかがつけたり、とか……」

「これは僕のために調合された香水だから、共有はしてないかな」

　なら、コーヴィン・レイスフールこそが──。十年前遭そう難なんしかけていた自分を助けてくれた、命の恩人──!?

「この香りがどうかしたの？」

「あ……あの……昔、この香りをつけた人に、助けていただいたことが、あって……ずっと、捜さがしてたんです」

「？」

「コーヴィンさま、あのっ……」

　顔を上げて一歩踏ふみ出だすと、その衝しよう撃げきで香水がこぼれた。

「あっ」

　気がついたときはすでに遅かった。ぱきんと音がして、足元で瓶が割れた。コーヴィンの靴に紫色の液体がかかる。「忘却の月」の匂いがしみついて、ラベンダーの香りがたちのぼってくる。

　粉々になった香水瓶を前にして、リンディールはさあっと青くなった。

「申し訳ありません、どうしよう、大切な香りなのに、それに靴も、瓶も壊こわしちゃっ……」

「大丈夫だよ、気にしないで」

「でも」

「なにをしている」

　扉を開けたフェイが、不愉快そうに顔をゆがめている。

「し、師匠」

「今は鼻を休ませる時間のはずだが？　なぜ、この部屋で『忘却の月』の匂いがしている。どういうことだ、リンディール」

「それは……」

　最悪だ。あろうことか香水をばらまいてしまうなんて。

　香りが部屋中に広がっている。自分でもわかる。これではとても嗅きゆう覚かくをクリアにすることなどできない。たとえコーヴィンの履はき物ものをとりかえても、もっと時間をかけて鼻を休ませないといけなくなる。

「ごめんね。僕が無理やり彼女にかがせたんだ。僕の『初めての香り』だから、自慢したくってさ」

　コーヴィンがとっさに助け船を出した。

（うわーっ、どうしよう！）

　あろうことか、お客さまにかばわれてしまうとは……。

「し、師匠。違うんです私が……忘却の月が、すごく、いい匂いだなって……昔かいだことのある香りに、似ていて」

「ほう」

　フェイは低い声で続けた。

「それで？　興味がある香りだったから、なにも考えずに香水瓶の蓋を開けたのか？　その上お客さまの持ち物を壊し、靴に匂いをこびりつかせたと？」

「フェイ、落ち着いて」

　コーヴィンの制止もきかずに、フェイはどなった。

「おまえは自覚がないのか!!　これから調香師がどんな仕事をするのか、知らなかったとは言わせんぞ。わざわざお客さまにお越こしいただいたのに、香水をばらまくとはどういう了りよう見けんだ！」

「も、申し訳ありませんでした!!」

　追いかけ続けていた楽園の人。もう一度会いたい一心で目指した調香師。目の前にその手がかりがぶらさがっていて、つい夢中になってしまった。

（師匠の言うとおりだ。お客さまに迷惑かけちゃ、店の信用にかかわるのに）

　自分があまりにもばかすぎて、情けなくなる。

「おまえには心底あきれた。やる気がないなら、辞めてもらって結構だ」

「師匠……私……」

「反省文は書かなくていい。寮に帰って頭を冷やせ。かたづけは別の見習いにやらせる」

　リンディールは深く頭を下げた。

「コーヴィンさま。大変申し訳ありませんでした。失礼させていただきます」

　リンディールは部屋を出て、足早に廊下をかけた。そうでないと涙がこぼれ落ちてしまいそうだった。

　楽園の人は見つかった。そして自分がいかに情けない人間かというのを、その楽園の人に見られてしまった。おしまいだ。とても言い出せない。

　昔助けてくれてありがとうございました。おかげさまで、こうしてなんとか生活できています──なんて。どの口でそう言えるというのだ。





[image: ]






「こわー。あんなに怒ることないのに！　フェイさんってサイテー！」

　リンディールが出ていってしまうと、コーヴィンはことさらくだけた口調になって、フェイを非難した。

　フェイはためいきをついた。

　よそゆきの会話はここでおしまいということだ。

「言うべきことを言っただけだ」

「お客さまの前でわざと大げさに怒らなくっても、僕は別にクレームつけたりしないですけど」

「俺はそんなに親切じゃない」

　フェイは表情を険しくさせた。

「その古くさい臭いがしみこんだ靴を脱いで、室内履きに履き替えてくれ」

「古くさいだなんて、十年前の大作じゃないか」

「まだ家の調香師にあれを作らせているとは思わなかった。今日わざわざ持ってきたのはいやがらせか？」

「ま、君には苦い思い出だよね」

　フェイは通りかかった見習いを呼び止め、室内履きを持ってくるようにと指示する。コーヴィンがすぐさま届けられた室内履きに履き替えると、ふたりは第二調香室に移動した。

「『忘却の月』は幻まぼろしの香水。天才少年と名高いレイスフール家の第三調香師が作り出した最高のレシピ。そしてそれが貴い人々の目に触ふれることはついぞなかった……大事な試香会当日になって田舎の山で油を売ったフェイ・ギルティアは、最高傑けつ作さくを披ひ露ろうする機会をみすみす逃のがしましたとさ。おしまい」

「わかっているならそんな縁えん起ぎの悪い香りはさっさと捨てたらどうだ」

「無理。気にいっているから」

　フェイはことさらいやそうな顔をした。

　コーヴィンはソファにどさりと腰こしかける。

「マダム・アマシスを知っているか？」

　唐とう突とつな質問だった。

「知っているもなにも……西部海域を牛ぎゆう耳じる貴族の筆頭だろう。花の種は彼女しか運べない」

「もちろんこの店の花の種も、彼女から買っている」

「だいたいは」

　コーヴィンは深くためいきをつく。

「彼女と縁えんを切れ」

「……それはできない」

　店の経営がたちゆかなくなる。今年咲かせた花が来年も咲いているとは限らない。シュタインの土では種を残さずに枯かれる場合もある。新しい花だって、できるだけとりそろえておきたい。

「留学先できな臭いうわさを聞いた。彼女とつきあっていてもメリットがない」

　コーヴィンは鞄からぞんざいに封ふう筒とうをとり出すと、封ふうも開けずに「処分しといて」とフェイによこした。

「これは？」

「君の見習いからもらった」

「読んでもやらないのか」

「たいていの女の子は、僕ではなく家柄が好きなんだ。わかりやすくて可愛いとは思うけど、できるだけ自由でいたいんだ、僕は。縛しばられずに」

　フェイは仕方なく手紙を受けとった。あとで処分する草と一いつ緒しよに燃やしておくことにする。

　どうせ断ってもそのあたりに置いて帰るだろう。昔からそうだ。一見優しそうに見えて、自分の意志にそぐわないことには絶対にやらないのである。

　コーヴィンはしばしまをおいてから言った。

「みんなレイスフール伯爵家が好きだ。あの香り高い象徴花。ラベンダーは、ちいさな花がたくさん集まっているだろう。自分があの一部だと思うとぞっとする。夏の暑いとき、たまに花畑が自然発火するんだ。みんな燃えてる。上で咲いても下で咲いても関係なく燃え上がる。あれを見ると外に出ていかなくてはと思う」

「……おまえは次男だ。いくらでも自由にやれる」

「自由にやるよ。貿易事業を西部貴族に独ひとり占じめさせないようにね。マダムと縁を切っても花の種は僕が手にいれられる」

「考えておく」

　フェイがそう言うと、コーヴィンは満足げにうなずいた。

「では、鼻休めはここまでにして、作ってもらおうか。僕の香水」

「わかった。リンディール、香り見本を……」

　言いかけて、はっとした。あの落ち着きのない見習いを、先ほど追い出したばかりである。

「やっぱり言いすぎたんじゃないの～？」

「よけいなお世話だ」

　──たしかに、やりすぎたかもしれない、と思うが……。

　相手が昔なじみのコーヴィンだったからよかったものの、そうでなかったら大変なことになっていた。接客するなら十二分に気をつけなくてはいけない。ただでさえ普段からドジなのだから。

「君、人を育てるの向いてなさそう。ここからひとりも調香師が巣立っていないらしいけど、本当？」

「俺にどやされて辞めるくらいならそもそもつとまらない。調香師になるのは狭せまき門だしな」

「あの子なんて泣きそうだったじゃない。女の子には優しくしてあげないと」

「優しくすることがそいつのためになるとは限らない」

「本当に実力がある子っていうのはね、フェイくん。優しさの裏にあるウソとホントをきちんと見みぬける子のことをいうんだ。舞まい上あがって勘違いしてつぶれてゆくのはその程度ということだよ」

　フェイは顔をしかめた。

　そういう理由をつけて、八方美人にふるまっているというのか、こいつは。

「あの子、君のところにきて何年？」

「三年だ」

「そんなにたっているのに、子どもの手伝い程度のことしかさせていないのかい、君は」

　道具を持ってこさせたり、換気させたり。たしかに子どもの手伝い程度。

　フェイはリンディールを扱あつかいあぐねていた。どなればすぐに辞めていく少女たちと違い、彼女はめげなかった。どなっても反省文を書かせてもあきらめずについてきた。そのわりに実力はまったくといっていいほどのびていない。庭師の技術は向上しているにもかかわらずだ。

「十代のうちの三年って、とんでもない密度だよ。多くの知識や経験を吸収し、そしてその栄養は今後の人生に大きく影えい響きようする。君のところで無む駄だな時間を使わせるなら、彼女のためにも違う可能性を示してやったらどうだい」

　コーヴィンの言うとおりである。フェイはためいきをついた。本人の希望と適性が必ずしも合がつ致ちするとは限らない。

「……わかっている」

「歯切れ悪い。君らしくないね。ま、あれだけ言われちゃ、三年の根性もしおれているかもね。ちょうどいい機会だったんじゃない」

「香り見本を持ってくる」

　フェイは会話を打ち切ると、保管庫に向かった。

　──そう、そろそろころあいだった。別の道を示してやるのも、教えるものの役割だ。

『私、調香師になりたいんです。弟子いりさせてください！　野菜を育てたことはあるので、庭いじりも少しはお役に立てると思います！　お願いします！』

　香り見本をトレーに載せながら、懐なつかしい記憶がよみがえってくる。

『とある人に……逢いたいんです。どうしても。調香師になればきっと、逢えるはずなんです！』

「くそっ」

　フェイは思わず悪態をついていた。
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　リンディールは寮のベッドの中で芋虫のように体を丸めていた。

　やる気がないなら辞めてもらって結構だ──フェイの言葉がずっと頭から離はなれない。

　今までクビにするぞ、とか工房に置いておけないぞ、と脅おどかされたことはあったけれど、おそらくフェイは本心からそんなことは言っていなかった。反省文を書いたり、別の仕事をこなしたりすれば、翌日にはリンディールに見習いの仕事があった。

（反省文も書かなくていいって……それって、もう反省する価値もないってこと!?）

　リンディールは愕がく然ぜんとした。

　調香師見習いとしては失敗続きだったが、せっかく庭師の仕事ぶりを認められたばかりだったのに。

　しかも今回は「悪臭を作った」ことに対するお叱しかりじゃない。業務態度についてだ。こればかりは自分の心がけ次第でいかようにもなったはずである。

（反省文を書かなくていいとは言われたけれど、頭の中は反省でいっぱいだ……）

　コーヴィンは、自分を見てどう思っただろうか。フェイはこんなに情けない見習いを持っているのだ、フロノワはうわさほどたいした店じゃない──そう思ったのではないだろうか。

　自分の行いで自分が責められるのは道理だ。それはつらいが受け止められる。けれどなにも悪くないフロノワや師匠が悪評を背負うのは耐えられない。

「なに、こんな時間から昼ひる寝ね？」

　ナタリーが紙かみ袋ぶくろをかかえて部屋に入ってくる。彼女の仕事は朝早くはじまり、昼過ぎには一段落する。ゆっくり昼食をとって、まだ仕事が詰つまっているようなら午後も硝子工房へいく。

「あんたのぶんのパン、買ってないけど？」

「……いい。食欲ないから」

「珍しい。毒草でも食べたわけ？」

　ナタリーは紙袋からふかふかのシュガーパンをとり出した。ざりざりとした砂糖の口当たりが素そ朴ぼくで優しい、向かいの通りのパン屋で人気の品だ。

　いつもだったらひとくちちょうだい、の言葉が出てくるのに、リンディールはもうなにも口にいれたくないくらい、落ちこんでいた。

「まーたフェイさんに怒られたの～？」

「うん」

「反省文次は何万字よ」

「もう書かなくていいって。やる気がないなら辞めろって」

　ナタリーはいつもと様子が違うと気がついたのか、咀そ嚼しやくしていたパンをごくりと飲みこんだ。

「だって今日……試香の日でしょ。あんた楽しみにしてたじゃない。コーヴィン・レイスフールが香水を作るって」

「うん。そこで私、コーヴィンさまの持っていた香水瓶、割っちゃったんだ」

「ばかすぎない。なにをどうしたらそうなんのよ」

「うん、自分でもばかだと思うけど」

　少し前に時間を戻せたら、自分を殴なぐり倒たおしてでもコーヴィンに香水の匂いをかがせてもらうのを止めるのに。

　でも、そうしたら楽園の人の正体はわからずじまいになってしまうわけで……。

「どうしたらいいかわからない!!」

　リンディールが毛布のなかで叫ぶと、「うるさい」とたしなめられた。

「もう、よりにもよって伯爵家の御曹司がやってくる今日という日にくだらないドジかましたんだから、割りましで怒られたんでしょうが。ほとぼりがさめたころ謝あやまりにいったら？」

「──楽園の人、コーヴィンさまだったみたい」

　リンディールの言葉に、ナタリーは目をむいた。

「なんですって？」

「楽園の人、コーヴィンさまだったの。彼が持っていた香水の匂いが、十年前に私を助けてくれた人がつけていたのとまったく同じものだったの。それに気がついて……」

「そお。よかったじゃない。ちゃんとお礼言えたの？」

「びっくりして、香水瓶割って、師匠にどなられて、終わった」

「そりゃあ、コーヴィン様も助けたかいがないわねえ」

　リンディールはうっと毛布の中でうめいた。

「だって、こんなに早く出逢えるとは思ってなくて……。調香師見習い卒業して、王宮にいって、花祭りでたくさんの香水が集まって、その中でぴんときた香りをまとっているのが、楽園の人、だと──」

　多くの香りがひしめく中で、リンディールの鼻をかすめる、あの夢のような濃霧の香り。あの香りの持ち主は──。立派な調香師になった自分は、実に十年ぶりに、運命の人に再会。そんな想像を、幾いく度どとなくくりかえしてきたのである。

「十年の間に感動のストーリー作り上げてたみたいだけど、現実はこんなもんよ。それよりさすがフェイさん、『運命の人に出逢える香り』のうわさは違たがえないわね！」

　リンデにもちゃんとお恵みがあったみたいだし、とナタリーは感心した様子だ。

「あの……私……『楽園の人に逢うために』調香師を目指したわけじゃない。それが、調香師になる前に目的を達成しちゃって、しかも師匠には辞めろって言われて、どうしたらいいのかわからないところなの」

「さくっと辞めなさいよ」

「なんでそんなこと言うの！」

　リンディールは毛布を引きはがし、おき上がった。

　ナタリーはふたつめのパンをとろうとしたが、リンディールの顔に注目したまま動かなかった。

「うわ、ブスねえ。結構泣いてるじゃない」

「私、まがりなりにも三年ここでがんばってきたのよ!?　そ、そんな軽く辞めろだなんて」

　鼻水がたれてきたので、リンディールは一度鼻紙を探すために言葉をのみこんだ。

　いろいろ怒られたり失敗したりもしたけれど、香水を作る楽しさ、香りを生み出すことへの憧あこがれは消えていない。いつか自分も師匠みたいに──そう思って、次こそはと新しい香りを目指した。

「でもフェイさん辞めろって言ってるんでしょう」

「辞めてもかまわないって言ってるの」

「たいして違わないじゃない。あんた、楽園の人の正体わかったあともフェイさんにずっとどやされ続けて生きるわけ？」

「それは……」

「ここらが潮時なのよ。私たち若いっていっても、ずっと若いわけじゃない。同じ時間が永遠に続くわけじゃない。どこかで切らなきゃいけないの。惰だ性せいをすっぱり切って、次のステージへ進むの。だからといって、今までやったことが無駄になるわけじゃない。どこかできっと、なにかに役立つときがくる──って、私の師匠がそう言ってた。私をフロノワへ送り出すときに」

　ナタリーの言葉に、リンディールは黙だまりこんだ。

「話したでしょう。私、もともと香水瓶を作る職人じゃなかった。実家はステンドグラスを作る工房で、板状のガラスを作っていた。香水瓶を作ったのはほんの気まぐれ。私は家族一丸となって作品を作り上げるものだと思っていたし、一生自分の家にいるつもりだった。でもフェイさんからお話があって、師匠──私の父は、私を手放した。兄弟もたくさんいたし、私は必要なかった。正直くやしかったけど、今はこれでよかったと思っている」

　いくらナタリーの香水瓶が人気といっても、世間的には、瓶はあくまでいれ物にすぎなかった。最近になってようやく香水瓶の美しさも評価のひとつに加わり、品評会なども開かい催さいされるようになったが、瓶は香水の価値を高めるためのもの、という位置づけは変わっていない。

「実家で学んだ技術を今はデザインの一部にとりいれているし、女性の私だからこそ、女性がほしいデザインもわかるつもり。ステンドグラスは個人の嗜し好こうよりも建物の景観や用よう途とを重視するからね。ここに来て、師匠が私をよそに送り出した意味がわかったわ」

「ナタリー……」

「あんたは庭師として優すぐれている。それがわかっただけでも、ここに来た意味があった。それでいいんじゃないの。適材適所ってものがあるのよ。自分の才能に正直になったらいかが」

　彼女の言うことは正しいのだろう。向いていないことを無理にやるより、自分の長所をのばした方がいい。今は納なつ得とくいかなくとも、いつかこれでよかったと思える日がくる。

「それにねえ」

　ナタリーは怒ったように言った。

「あんたは、そもそも動機が不純なのよ」

「動機が、不純」

「不純物だらけじゃないのよ。楽園の人にもう一度会いたい～なんて頭お花畑かっていうの。調香師になるのって、ガラス職人になるのよりずっとずっと大変らしいのに、そんな理由で田舎から出てくるなんて、考えが甘いのよ。私がフェイさんだったら門もん前ぜん払ばらいしてるから」

「ひ、ひどい」

「ひどくありません。自覚がない人にはこれくらい言って当たり前です」

　傷口に塩を塗ぬるようなナタリーの言葉に、さすがにリンディールも抗こう議ぎする。

「この顔見て、ブスって言ったよね!?　私が泣いてたってわかった上でそんなこと言う!?」

「は～？　こんなときでもなきゃ殊しゆ勝しように話なんて聞かないくせに。泣きゃあなんとかなるもんじゃないのよ、働くっていうのは！　甘えんなブス！」

「またブスって言った！　だいたいねえ、私だって楽園の人に会いたいっていう理由だけで三年いたわけじゃないから！　花育てるの楽しかったし、お客さまが出来あいの香水選ぶのはカウンターの向こうで一緒にわくわくしたし、たまに、たまーにだけどまともな匂い袋ができたときはめっちゃくちゃうれしかったんだから！　ひとつしか売れなかったけど！」

　リンディールはぐぐっとこぶしをにぎった。

「ナタリーにはわかんないかもしんないけど、そういう気持ちがいつかどこかで役に立つなんて、悠ゆう長ちようにかまえてらんないの！　今、今が私の生きる時間なんだから！」

　十年、二十年先に懐かしむために、ここで時間を過ごしたわけじゃない。そんな遠い未来のために、割り切って生きるなんて器用なまね、自分にはできない。

「……リンデ」

「庭いってくる。あとブスって言った方がブスだから」

「勝手にしなさいよ」

　リンディールが出ていってしまうと、ナタリーはためいきをついて机の引き出しを開けた。

　すぐに香りが飛んでしまい、すっかりただの巾きん着ちやく袋ぶくろになってしまった匂い袋。ルームメイトが初めてフロノワの商品棚に置いた作品だ。

「フェイさんのかわりに、私は忠告したからね。……ただでさえ花が咲かない国なんだから、頭の中大輪のお花畑みたいなやつがいてもいいのかもしれないけど」





[image: ]






　リンディールは、「バスケット」の庭をぐるぐるとまわって、食べごろのベリー類を収しゆう穫かくしていた。

　気を紛まぎらわすためである。

　ジューンベリーは、実をつまんで柔らかくなっていれば、はさみなどを使わずとも簡単にもぎとれる。シュタイン国では春のはじめに実をつけるが、地域によっては収穫時期が二、三カ月ずれるらしい。

　赤あか紫むらさき色いろのちいさな実を、指先でぷちん、とつまみとって、かごに入れてゆく。

（……これから、どうしよう）

　ナタリーにはああ言ったが、自分の「やりたい」という意志だけでどうにもできないことはわかっている。自分のやりたいことを仕事にするなら、仕事として通用するだけの技術を身につけなくてはならない。

　庭師として働きながら、お金を貯ためて蒸留器を買って──あまりにも高いので、いつ購入できるかはめどがたたないけれど──趣しゆ味みとして香水を作ることもできる。この間のような異い臭しゆう騒ぎをおこさなければ、ありかもしれない。

　私は、なんのために調香師になりたいんだろうか。楽園の人に会いたかったから。香水が好きだから。それだけ……それだけの気持ちで、技術が向上するのだろうか。

　潮時なのよ、とナタリーは言った。

　リンディールの夢は、引き潮のときのように、するすると遠ざかってゆく。

「元気なさそうだね、リンディール」

　リンディールははっと顔を上げた。

　ジューンベリーの茂みの向こうから、優しげな声がする。

「え、あ」

　顔を出してみれば、驚きのあまり声もうまく出すことができなかった。

　コーヴィンであった。にこやかな笑みを浮かべている。

　手元のバスケットをひょいと持ち上げられた。

「どこかいこうか、これから」

「コーヴィンさま」

　リンディールははっとしてから、頭を下げた。

「さ、先ほどは大変な失礼を……！」

「もうさっき謝ってもらったし、僕はまったく気にしていないから」

「ですが……」

「それより、どこかいこうよ。フェイのやつ、さっさとラストノートまで作ってしまったから、時間を持て余してしまっているんだ」

「いえ、私はその……仕事中で……」

　リンディールはもごもごと口を動かす。

「さっき、暇を出されていなかったっけ？」

「!!」

　そういえば……見せたくないところを見られてしまったのだ、「楽園の人」であるコーヴィンに。

　今さらながら、穴があったら入りたい気分になってくる。

　コーヴィンはかごをリンディールの手元に戻した。

「それとも、ここで自主的に仕事をして、フェイにアピールするつもりだったなら、邪魔しないけど」

「……そういうのじゃ、ありません。フェイ師匠には小手先の行動じゃ通用しませんから。むしろ嫌きらってますし、そういうの」

「へえ？」

　ここでリンディールが仕事にやる気を見せたところで、今までの失敗を帳消しにしてくれるほどフェイは単純ではない。リンディールに限らず、ほかの見習いに対しても、過去からの積み重ね、そのすべてを評価している。

「ちょっと……いろいろ、悩なやんでいて。気を紛らわすために仕事をしていれば、答えが出るかなって」

「仕事で気なんか紛れないよ。やっぱり出かけよう」

　コーヴィンは強ごう引いんにリンディールの手をとった。低い茂み越しに体が近づいて、リンディールは思わずよろめく。

「あの香水について、教えてあげる。フロノワの前に馬車を停とめてあるから、早く来るといい」

「あ、あの、コーヴィンさま。なぜ私を」

「君に興味があるんだ」

　リンディールは思わず赤面した。

（いや、ないない！　絶対に私みたいな女の子に興味持つなんてないと思うけど！）

　なにせ、短い髪はあちこちはねているし、手は荒あれてがさがさ、化け粧しようっけひとつないリンディールは、年としごろだというのに、華はながまったくといっていいほどなかった。

「あ……あの、せめて、手を洗ってきても……」

「どうぞ」

　コーヴィンはようやくリンディールの手を解放した。彼女は野ウサギのようなすばやさで「バスケット」の庭をかけぬけると、一目散に寮の前の手洗い場へ向かった。

「なにしてんの、あんた」

　食事を終えたらしいナタリーとはちあわせる。先ほど喧けん嘩かしたばかりだが、今はなりふりかまっていられなかった。

「コ、ココココ、コーヴィンさまが」

「落ち着きなさいよ」

「出かけようって、一緒に！」

「……はあ？」

「こ、これお願い」

　リンディールが収穫したジューンベリーのかごをナタリーに押しつけると、「ちょっと、私こんなのどうしたらいいかわからないんだけど！」と文句を言う。

「だいたいそんな格好で外なんていくわけ？　顔めちゃくちゃだし髪だってぼっさぼさだし……」

　一応、今日は特別なお客さまが来るから、リンディールとて綺麗にしていたつもりなのだ。毛布にくるまって大泣きしていたらすべてが台無しになっただけで。

「もういいから、そこ座すわって！」

　ナタリーは庭先のベンチを指さした。

　そして部屋からあれこれと道具を持ってくると、まずはブラシでリンディールの髪をくしけずった。

「……だいぶ傷いたんでる。これパセリの精油で手いれした方がいいんじゃない」

　パセリは料理の飾りつけに使うだけではなく、美容にも大変役立つと言っていたのはリンディールの祖母である。

　故郷にいたころ化粧品のたぐいが手に入らなかったので、リンディールは形が悪く売りに出せない野菜を工夫して、髪や肌につけていた。その中でも、祖母おすすめのパセリは艶つやがよく出たのだ。

　ナタリーは最初半信半疑であったが、試してみると彼女の髪のこしがよくなった。それ以来はまって、リンディールよりも熱心にパセリの精油をほしがっている。処分間ま際ぎわの精油を自由に使えるのは店で働く特権である。

　一方、リンディールは早々に飽きて、手いれをサボっていた。

「コーヴィンさまを待たせてるのに、そんなのんきにしてられないというか」

「普段からやっとけっての、もう」

　ナタリーはあっというまにリンディールのぼさぼさの髪にあみこみをいれると、マーガレットのピンで前髪を留めた。ナタリーが作った、ガラス製の髪留めだ。

「はい目つむって」

「ぶふっ」

　なにやら粉をはたかれてリンディールはむせた。そのほかにもまぶたや口にあれこれと塗られている。ナタリーは慣れた手つきであっというまにリンディールを手いれしてしまうと、汚よごれたエプロンをはぎとった。

「制服は、もともと見られるデザインでよかったわ。いってらっしゃい」

「あ、ありがと……」

「あとこれどうしたらいいの？」

　かごを指さして、ナタリーは困ったような顔をする。

「精油にするから、蒸留室へ持っていって。たぶん今日の蒸留担当が受けとってくれるはず」

「わかった、じゃ、また」

　ナタリーがかごを持ってくるりと背を向ける。急がなければ。

　リンディールはかけながら、ふりむいて叫んだ。

「ナタリー、ありがと！」

「何度も言わなくてもいい！　早くいく！」

　見慣れたフロノワの玄げん関かん口が見えてくる。ラベンダーのレリーフを載せた箱型馬車。リンディールの姿を見ると、御者が恭うやうやしく扉を開ける。

「美しくなったね、リンディール」

　淡たん々たんと、コーヴィンはそう言った。
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　ゆれる馬車の中で、リンディールは慎しん重ちような口ぶりでたずねた。

「あのう、今日のお出かけのことなのですが。いったいなぜ、そしてどちらに……」

「そうだな。今考え中だ」

　コーヴィンはにこやかに答える。

　今、十年間憧れてやまなかった人と、馬車に乗ってるんだ……。

　リンディールは落ち着かずに、体をもぞもぞとさせた。

（知らない人についていっちゃいけないって、おばあちゃんにもナタリーにも言われているけれど。コーヴィンさまなら、フロノワのお客さまだし、師匠とも顔見知りだし、なにより楽園の人だし。大丈夫だよね……？）

　そういえば、師匠に外出することを伝え忘れていたが、ナタリーが知らせてくれているだろうか。未成年の見習いが外出するときは、必ずフェイに報告する決まりだ。

　それとも、師匠は私のことなんて、もうどうでもよかったり……。

　リンディールの胸に、小さな棘とげがちくりと刺ささった。

「やっぱり、元気ないね。街中でお茶でもと思ったけど、違う場所の方が君が喜びそうかな」

「違う場所……？」

　コーヴィンは意味ありげに笑う。

「うちに招待しよう。見せてあげる。一面のラベンダー畑を」

「本当ですか？」

　リンディールは思わず興奮した声を上げた。

　貴族の象徴花は、その家の庭師や調香師でなければなかなか見られない。こんな幸運、めったにあることではない。

「もちろん。それが一番、君が元気になるかなと思って。今日のこと、僕に原因があると思うしね」

「い、いえ。私がドジだっただけですから……」

「それにしても、フェイってばあんなに怒ることないのにね？」

　リンディールは複雑な気持ちになった。

　師匠の名めい誉よのために、説明しておかなくてはならない。彼が気が短い調香師だと思われては大変だ。

「あの……私、怒られるの、あれが初めてじゃないんです。しょっちゅうドジふんじゃって、そのたびに怒られてて。あれは積もり積もった結果というか……あはは、コーヴィンさまにこんなこと言うの、本当は恥ずかしくて、たまらないですけど……」

「そんなことないよ」

「いえ、ほんと、これ以上はグチっぽくなっちゃうんで、やめます。こんな話ぜんぜん楽しい気持ちにならないですし！」

「好きなことのために、怒られても恥ずかしくてもがんばれるなんて、立派なことじゃないか」

　コーヴィンの紫色の瞳が、宝石のようにかたく、冷たく見えた。

　リンディールは、なぜか違い和わ感かんをおぼえていた。

（コーヴィンさま、優しい。楽園の人なんだから、当たり前だ。でも、なんだか……ちょっと、イメージと、違うような）

　コーヴィンの言葉に、熱のようなものを感じなかったのは、自分の勘違いなのだろうか。中身が空くう洞どうの砂糖菓が子しを口に含んだときのような……。

　リンディールは口をつぐんだ。こういうとき、どんな返事をすればいいのかわからなかった。どのような回答でも、コーヴィンはきっと満足しない気がした。

　この人が楽園の人。私の目標となった人──。

　ますます、わけがわからなくなってゆく。




　コーヴィンの屋敷に到着すると、彼はリンディールをなめらかにエスコートしてくれた。お茶にしようかと誘さそわれたけれど、リンディールは首を横にふった。

　玄関口に入ったときから、魅惑的なまでのラベンダーの香りがただよっていて、実はうずうずしていたのだ。

　コーヴィンはリンディールを連れて、秘密の庭へと歩き出した。通りがかりの庭師から鍵かぎを受けとり、煉れん瓦が石を敷しき詰つめた小道を歩いてゆく。

「ラベンダーは、もともとこの国では価値の低い花だ。知っているかい？」

「そうなんですか？　とてもいい匂いだし……あの忘却の月も、すごくすてきな香りですけど」

「レイスフール家はそもそも、シュタイン国の奥地、こごえるほど寒い場所にわずかな領地を与あたえられた地方領主だったのさ。それが先々代の時代に、雪国のスラシアと戦ったのちに優ゆう秀しゆうな兵士を多数輩はい出しゆつしたとして戦いくさの功績が認められ、王都のほど近くに領地を与えられた。そうして進出してきた家なんだよ」

「は、はい」

　たしかその戦争の話は、リンディールも祖母から聞いたおぼえがある。シュタイン国の寒冷地域に住んでいた兵士が活かつ躍やくし、その兵士たちの多くが生き残って帰ってきたと。

「寒い土地でも強く生きる野草。それがラベンダーだった。神経質に手いれをしなくても咲いてくれる。王都ではこうして香水やら花やらがもてはやされているけれど、田舎では花よりも芋の方をありがたがる。実際、当時の領地では花など育てていなかったんだ。象徴花らしい象徴花を持たなかったレイスフール家は、苦し紛れに野草のラベンダーを持って王都へやってきた。それがこの庭のはじまり」

　コーヴィンは鍵かぎ穴あなにアンティーク・キーをさしこんだ。

　リンディールは静かにつぶやいた。

「どのような理由があれ、すてきな花だと思います」

　目の前には、鮮やかな紫色の絨じゆう毯たん。風にさざめき匂い立つラベンダー畑は、のまれるように美しい。

　これが野草だというのなら、この花に愛された土地はまさに「楽園」だ。

「……圧あつ倒とうされますから」

「僕は見飽きたけどね」

　リンディールは、ふらふらと歩き出した。このラベンダー畑の真ん中に立って、あたりの景色を見てみたかった。コーヴィンはいり口に立って、リンディールの背中を見守っていた。

　道は舗ほ装そうしてあったが、一歩踏み出すごとに、ぴりりと緊張した。まるで花に試されているかのようだった。

　この娘は、庭に入る価値はあるのか？　このシュタインの土地で、私たちのそばに立つ価値があるのか？

（わからない……私には、この花をつみとることはできない。生花の時点ですでに香りが、完成されている）

　もし自分が調香師だったなら。コーヴィンがこの庭の花を刈りとり、香りにしてくれと言ったなら。きっと躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　ひときわ強い風が吹ふいて、リンディールのワンピースドレスをはためかせた。

　ちょうど、庭の中央だった。

「……違う世界にいるみたい」

　前も後ろも、すべてが紫色。濃霧の中を歩いているかのよう。

　たしかに、綺麗だ。心がすっきりとする。けれど、あまりにも香りが強すぎる。さんざめく花の大群にさらわれてしまわないか、不安になる。

　これが「忘却の月」をかいだときに感じとった、美しいけれど後ろ暗い世界。あの香水は、この庭をそのまま表現していたのだ。

（「忘却の月」の瓶の中に、閉じこめられてしまったみたい）

　これが花の世界。香りの世界。

　師匠が表現した、世界か。

「泣いているの？」

　コーヴィンはゆっくりとこちらへやってきた。

　リンディールの視界はぼやけて、彼の姿をうまくとらえることができなかった。

「元気になるかと思ったけど、やっぱりそううまくいかなかったかな」

「いいえ……はっきりわかりました。私とフェイ師匠じゃ、あまりにも違いすぎる」

「あきらめるの？」

　穏おだやかな口調だった。

　あきらめる。それもありだ。折りあいをつけていくことが必要なのだ。大人になるには。

　才能とは、だれしもに与えられるものではない。

「フェイは香りにひたむきだったよ。彼はこれしか生きる道がなかった。僕の口から語りすぎるのは控ひかえるけれど、目で見たものすべてを、香りのレシピの中にうつしとろうとしているみたいだった。そうしてまだ新米だったころに、忘却の月を作った」

　リンディールは、コーヴィンの言葉をかみしめた。

　師匠が香りに真しん摯しに向きあっていることを、よく知っている。

　花を育て、ひとりひとりのためにレシピを書き、いくつもの試香を重ね、作品を作り上げる。なにかにとりつかれんばかりの集中力。仕事に情熱を持っていなければできないことだ。

「フェイは自分の熱量と同じくらいのものを、他人に求めようとしすぎるね。それが彼の悪い癖くせだ。人にはそれぞれにペースがあるっていうのに」

　そうだろうか。フェイは、自分に覚かく悟ごを求めていたのではないだろうか。

　楽園の人を追いかけて、ふらふらとやってきた自分を、彼は追い返したりしなかった。仕事を与え、働きぶりを見て、リンディールを公平に判断した。

「師匠が、忘却の月を作ったのは、何歳のときなんでしょうか」

「たしか……十七歳ぐらいだったんじゃないかな」

（十七歳。今の私と、そう変わらない年ねん齢れいだ）

　師匠は私と同じ年のころには、すでに私の手の届かない場所にいたのだ。

「天才と比べてもつらいだけだよ。普ふ通つうはそこまでやれないんだから。君は君なりに、がんばればいいじゃない」

「でも現実は、私なりにがんばることはできない。私もフロノワの一員である以上、いいわけなんてきかないんです」

　──この香りは、山の中でひとりぼっちだった私を救ってくれた。不安な気持ちをとり除いてくれた。夢を与えてくれた。

　私は、この香りに「恋こい」をしていた。

「……友人は、このまま続けてもつらいだけだって言うんです。でも今の私は、夢をあきらめる方がつらいんです」

「リンディール」

「このまま私のわがままで夢を見続けてもいいのかどうか、迷っていました」

　……でも、ようやくはっきりした。

　この香りを、私は愛している。さまよう心を、曇くもった視界を晴らしてくれる、運命の香り。

「あきらめたく、ありません」

　楽園の人に会うことは、ゴールではなかった。

　この香りに再会するときにふさわしい人間になるために。リンディールはフロノワの制服に身を包んだのだ。

「折りあいをつけるのが大人でも、道半ばで投げ出すのは大人ではない……気がします。少なくとも、これまで教えてくれた師匠や仲間たちに、なんの成長も見せられていないのは問題です」

「そうだね」

「いつか……もうここが潮時だって、他人の言葉じゃなく、自分自身が心の底からそう思うまで。調香師の勉強を続けたい。命の恩人を見つけることが目標だった。ずっと自分でそうだと思っていたんです。でも、ここに来て、違うってわかりました。この道を目指した結論も出ていないのに、辞められないって」

「がんばりなよ、君ならできるさ」

　コーヴィンはリンディールの背を優しく叩いた。

（師匠に、謝って。駄目もとでもう一度修しゆ業ぎようを続けさせてもらえないか、お願いしよう。もし出ていけと言われたら、潔いさぎよく出ていく。でも、勉強は続けたい、まだ）

　リンディールは涙をふいて、きっと顔つきを引きしめた。

「元気出たみたいだね」

「はい、元気だけがとり柄ですから！」

「そのとり柄があれば、どこでもやっていけるさ」

　リンディールは、背筋をしゃんとのばした。

（あのときのお礼を言うのは、また今度だ）

　まだ、胸を張れる自分になれていない。楽園の人に会うなら、調香師になってから。そんな思いがあった。

　順序は逆になってしまったけれど──だからといって、夢がすべて台無しになってしまったなんてこと、あるはずがない。

「それじゃ、部屋でお茶の時間にしよう。チョコレートでもつまみながら、フェイの昔話をしてあげよう」

　コーヴィンにさし出された手をとろうとした、そのとき──。

　彼の表情が、険しくなった。

「コーヴィンさま？」

　彼の視線の先をたどると、小さな丘おかの向こうから、漆しつ黒こくのなにかがゆれているのが見えた。

　リンディールは目をこらした。はじめは、黒い蝶ちようが舞まっているようにも見えた。蝶はどんどん近づいてくる。それが黒いドレスに身を包んだ女性だとわかるころ、コーヴィンはリンディールをかばうようにして、一歩進み出た。

　女はドレスとそろいの黒いレースの帽ぼう子しをかぶり、鮮せん烈れつな赤の口紅をひいていた。

　リンディールはその女の顔をじっと見た。二十代の娘のようにも見えたし、五十代の前半のようにも見えた。顔は整っていたが、人形のように生気を感じなかった。喪も服ふくのドレスのせいだけではない気がした。
















「驚きました。今日は我わが家やの庭にいらっしゃっていたのですね、マダム」

　コーヴィンは、少しばかり冷たい口調でそう言った。

「わたくしの子どもたちの様子を見に来たのよ」

　彼女はゆっくりとかがんで、レースの手て袋ぶくろごしにラベンダーの花に触れた。慈しむような手つきだった。

「それはそれは。お気に召めしていただけたならなによりです。子だくさんのマダム」

「意地悪ね……。あなたが歓かん迎げいしようとすまいと、わたくしにはすべての庭に通ずる『鍵』がある。子がすくすくと育っているかを確認するのは、種を運ぶわたくしの役目」

　女性は立ち上がると、あっけにとられていたリンディールに目をやった。

「その制服。フロノワのお嬢さんね？」

「あ、は、はい。リンディール・クライドと申します」

　コーヴィンは、紹しよう介かいしよう、と口をひらいた。

「彼女はマダム・アマシス。西部貴族の筆頭でシュタイン国の港の管理を任されている方だ」

　マダムはほほえむと、優美にしゃべり出した。

「亡なき夫、グレイテス・パーカーのことを、この国の人は『貿易の先人』と呼んでおります。わたくしは夫にかわり、この自然の恩恵に見放された土地に、花の種を運んでいるのです」

「花の、種を……」

「そう。このレイスフール伯爵家の象徴花『ラベンダー』も、少しずつ品種が違うのは……フロノワにお勤めのあなたもわかるはず。少し前に品種改良した新しい種を蒔まきました。わたくしが運んだ種は、わたくしの子も同然。無事に育っているか、様子を見に来たのよ。元気そうで安心しました。わたくしは次の庭へ向かわなくては」

　マダムはゆっくりと歩き出したが、やがてふりかえった。

「……そう。フェイさんに伝えてほしいことがあるの」

「師匠に？」

「次の『試香会』の件よ。二度めの遅ち刻こくはしないようにと」

　意味ありげな口調であった。マダムがいってしまうと、リンディールは深く息をついた。知らず知らずのうちに、体ががちがちに緊張していたらしい。

「今の、方……」

　コーヴィンはためいきをついた。

「わかったと思うけど、僕は彼女のことをあまり好きではない」

「はい、なんとなく……」

　誰にでも優しいと思っていた彼が、彼女を歓迎していなかった。あんなにあからさまで、大丈夫なのかと思ってしまう。

「さあ、そろそろ陽が沈しずんでしまう。お茶ではなく、夕食にしようか。料理長にとっておきのビーフシチューを作ってもらおう。僕はあれが大好物なんだ──」
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　レイスフール家の馬車にゆられて、リンディールはフロノワを目指していた。

　あたりはすっかり暗くなり、昼間と表情を変える街の様子に、落ち着かなくなる。

（こんなに遅くに帰るの、初めてだな）

　リンディールは通いの見習いではないため、店を閉めたら即そく寮に帰る。遅くに外出するときは、フェイの許可をとるか、ルームメイトと一緒に行動しなくてはならない。ああ見えて、師匠は心配性しようなのである。

　リンディールは、師匠に怒られたショックで昼食を食べ損そこねていたため、次々と出されるごちそうをまたたくまにたいらげてしまった。特にコーヴィンおすすめのビーフシチューは、とろとろに煮にこんだ牛肉とどろりと濃のう厚こうな舌したざわりが、これまで食べたどのシチューよりもかくべつにおいしかった。フォークをさしいれると、繊せん維いをぷちぷちとやぶって肉の断面が顔を出す。おかわりまで薦すすめられるままに食べてしまったのだ。

　さらにリンディールを驚かせたのは、ラベンダーの香りがするヨーグルトケーキがデザートに登場したことである。

　レイスフール家で、もてなしの菓子として作られるらしいが、象徴花を贅沢に使ったケーキはリンディールにとっては衝撃であった。

　ハーブを茶や食事に加えることはあったが、もちろん象徴花は経験がない。リンディールが気にいった様子だとわかると、コーヴィンは土産みやげにケーキを持たせてくれた。

（おなかいっぱいで幸せなのはいいものの、昼間の失敗の上に無断外出だもんなあ。もう謝りに謝りまくらないと……）

　これがあれば、フェイにごめんなさいって言いやすいでしょう？　と土産を手て渡わたしてくれたコーヴィンには、ますます頭が上がらない。

　結局、あきらめたくない、その気持ちを伝えるしかないのだ。もしフェイに見習いを辞めろと言われたら、のんきにケーキなんてつついている場合ではないかもしれない。

　馬車が見慣れた景色の前で止まった。

　御者に礼を言い、どきどきしながら店の前に立つ。閉店時間をとっくに過ぎていたが、店内に明かりがついている。

（ええ～……だれかいるよ……。師匠じゃなくて、見習いのだれかだといいんだけど……。今日の遅おそ番ばん誰だっけ……）

　師匠に会って謝る気持ちはもちろんあるが、帰ってすぐはまだ心の準備がじゅうぶんでない。せめて手くらい洗ってから──。

　ドアノブに手をかけようとしたとき、向こう側から勢いよく扉がひらいて、リンディールの額と鼻を直ちよく撃げきした。「ぐえ」とカエルのような声を上げ、リンディールはしりもちをつく。

「いったたた……」

「リンディール」

　リンディールが見上げると、そこにはフェイの姿があった。願いもむなしく、帰ってそうそうに顔をあわせることになってしまった。

「すまない、大丈夫か？」

「は、し、師匠!!」

　リンディールはその場でうずくまると、頭を地面につけた。

「大変申し訳ありませんでした!!　昼間は師匠やコーヴィンさまにご迷惑をおかけして、おっしゃるとおり自覚のない行動をとってしまいました!!　どうかお許しください！　反省文は書かなくていいとおっしゃっていましたが、どうか、どうか、反省文を書くチャンスをください!!!!」

「おい、声が大き」

「師匠がお怒りなのはもっともだと思います。私が師匠の立場でも、きっと私のような不届きな輩やからがいればどならずにはいられないと思います!!　ですが、ですが、今度こそ!!　今度こそ、師匠に認めてもらえるような見習いになります!!」

「いいから入れ！　近所迷惑だろうが!!」

　リンディールははっとした。向かいのパン屋や帽子屋から、主人らがなんだなんだとこちらをのぞいている。

「あ、えっと、すみませんでした!!」

　今度は、お向かいへ頭を下げなければならなかった。

　パン屋の主人はにこにこしながら言う。

「フェイさん、女の子には優しくね～」

「……お騒がせして申し訳ありませんでした」

　ほら入るぞ、とはいつくばっていたリンディールを引きはがすと、フェイは問答無用でフロノワの中にいれた。

「あ、あの師匠……」

「元気がいいのはいいことだが、こんな時間まで無断外出とは感心しない」

「す、すみませんでした。コーヴィンさまに、お庭を見せてもらっていて」

「……コーヴィンに？」

　リンディールはたじたじになった。ナタリー、師匠に出かけたことを伝えてくれていなかったのか。

「はい。あの……『バスケット』で収穫をしていたら、突とつ然ぜんコーヴィンさまが現れて。一緒に出かけよう、って……」

「あいつ……勝手なことばかり」

　フェイは後ろ頭をかいて、面おも白しろくなさそうにそうつぶやいた。

「まあいい、座れ」

　ガラステーブルを挟んで、フェイとリンディールはソファに腰をおろした。

「……昼間は、言いすぎた」

　フェイがぽつりとそう言ったので、リンディールは驚きのあまり聞き返してしまった。

「えっ、あのもう一度」

「昼間は、言いすぎたと言っているんだ」

　フェイは、いまいましそうにくりかえした。

　聞き間違いじゃない。たしかに師匠は「言いすぎた」と……。

「ほ、本当ですか!?　だって、私、ものすごい失敗をして」

「そうだな」

「反省文だって、もう書かなくていいって、言われて」

「そう言った」

「今度の今度こそ、駄目かと思っ──」

「今度の今度こそ、駄目だ」

　リンディールは、はたと止まった。

「だ……駄目？　あれ、でも師匠は今、言いすぎた、っておっしゃったような……」

　フェイは深くためいきをついた。

「悪いが、リンディール。おまえの才能を、俺には咲かせてやることができないかもしれない。ここで何年も時間を無む為いに過ごすことを、俺は強要できない。今度こそ、だ」

　リンディールは、目の前が真っ暗になったような気持ちだった。

「言いたいことがあるだろう。聞く」

　今度こそ、フェイはリンディールを見放すつもりなのかもしれない。リンディールはスカートの上でこぶしをにぎりしめた。

「私……私、ナタリーにも言われたんです。調香師の才能がないなら、庭師として生きた方がいいって」

　フェイは難しい顔をしながら、リンディールの言葉を待っている。

「師匠は何度も反省文を読まれているのでお気づきだとは思いますが、私が調香師を目指したのは、命の恩人……『楽園の人』の存在が大きいんです。いつか、彼がつけていたみたいなすてきな香水を、自分でも作れるようになりたい。そして立派になった姿を彼に見てもらいたくて。ほら、貴族のおそばにいられる職業って、私みたいな家柄のない一般庶民だと、限られているじゃないですか。その点調香師は、その……私でも出世の見こみがあるというか……安直な考えですけど、そう思って」

「まあ、俺おれ自じ身しんも名もない庭師の息子むすこだしな」

　フェイは腕を組んで、そう言った。

「あの……師匠や、同じ見習いのみなさんにも申し訳ないとは思うんですが、最初は本当に、そんな気持ちだったんです。別に調香師じゃなくてもいいじゃないって、だれかに言われたら、『そうかも』って思ってしまうかもしれない。でも──」

　リンディールはひと呼吸してから、続けた。

「私、師匠のところでへっぽこだけど修業させてもらって、香りって、花って、すごいなって思ったんです。どんなに鬱うつ々うつとした気分でいても、その匂いだけで世界が変わったように見える。たとえ今この瞬間、泥どろの中に足を踏ふみいれていたとしても、運命の香りをひとかぎすれば、目の前に道がひらける。師匠の作る香水は、どの作品も、そんな感じがして……」

　レイスフール家の秘密の庭でかいだ、ラベンダーの匂い。フェイがあの庭から着想を得た「忘却の月」。

　リンディールの世界は、変わったのだ。あの香りと出会った、運命の夜から。

「師匠には……お伝えしておきますね。私、楽園の人の正体がわかったんです。今日、それですごくショックを受けて、失敗しちゃって……師匠？」

　フェイは、その青い瞳をめいっぱいに広げて、息をのんでいた。

「いや……その、正体って……」

「そうですよね、あれだけ私にしつこく聞かされたんですから、気になりますよね！　なんと、コーヴィンさまだったんです。びっくりしました！　コーヴィンさまが持っていた『忘却の月』から、楽園の人と、まったく同じ香りがしたんです。年齢も近いと思うし間違いないというか」

「……そうか」

　フェイはなんだか言いたいことがあったようだが、リンディールの勢いにのまれたのか、そっけなく返した。

「それで……私、師匠に怒られたのもあったし、この先自分がどういうふうに生きていけばいいのか、わからなくなりまして。悩んでいたらコーヴィンさまが、お屋敷に招待してくださったんです。それで……ラベンダーのお庭を見せてもらいました」

「どうだった？」

「びっくりしました。圧倒されて。コーヴィンさまは、ラベンダーはまにあわせで持ってきた野草だなんておっしゃっていたけれど、ぜんぜんそんなふうに思えなくて。そして……忘却の月の香りを、鮮せん明めいに思い出しました」

「あの花を使った香水なんだから、当然だろう」

　リンディールの口調は熱のこもったものになった。

「いいえ。きっと、ほかのラベンダーの香水より、ずっとずっと、あの庭をよくあらわしていると思います！　さわやかなようで、油断できない、美しいようで、荒あら々あらしい、そんな……そんな匂いで……師匠があの庭をイメージして忘却の月を作ったのだと、すぐにわかりました！」

　フェイは面食らったような顔をしていたが、咳払いをした。

「そうか……それで、無事、恩人にも会えたわけだ。よかったな」

「……そうです。私の目標のひとつは、叶いました。でも……それでわかったんです。楽園の人に再会することは、ゴールじゃないって」

　リンディールはしぼり出すようにして言った。

「お願いです、フェイ師匠。私をもう一度、弟子にしてください。どんなに駄目なやつでも、やっぱり私は香水が好きなんです。才能がないってわかってます。たくさん迷惑をかけているって。でも……楽園の人には会えたけれど、彼に誇れる自分にはまだなれていないんです」

「誇れる自分とは、己おのれの才能に正直に生きる自分ではないのか？」

「……私にとっては、違います。どんなに無む謀ぼうでも、夢に真摯に生きたい。それが、誇れる自分です。師匠が香りに真摯であるように、私もその教えを継つぐものとして、真摯でありたい。技術をそのまま継げるなんて、夢のまた夢ですけど。せめて、心がけだけは」

　フェイは辛しん抱ぼう強づよくリンディールの言葉に耳を傾けていた。

　そして、目を閉じて嘆たん息そくした。

「俺から……言わなくてはならないと思っていた。おまえには庭師の才能がある。それをのばして生きていった方がいいと」

　リンディールの胸がずきりとうずく。

　フェイは迷うような様子であったが、やがてはっきりと言った。

「ただ……情熱を持ち続けることも、ひとつの才能であると、俺は思う」

「え……？」

「最初から、大きな花びらを広げる花もある。踏んでも踏んでもへこたれずに芽をのばす花もある。才能というのは、決まったひとつのかたちにははめられないものだ。温室で丁てい寧ねいに育てられた花を美しいと思う気持ちと、崖がけのすきまに咲くちいさな花を美しいと思う気持ち、どちらかが間違っているということではない」

　場所や生おい立たちが違えば、それだけ人の有り様は変化する。今フロノワというひとつの庭で芽をのばそうとしている見習いたちは、みなが同じ性質を持った調香師になるとは限らない。

「……師匠、その、私……」

「実は、調香師という職業の上うわっ面つらだけを見て見習いを志願するものは多い。俺は基本的に、寮の部屋に空きさえあれば見習いは断らない。どんなきっかけであれ、働くうちに資質がわかり育っていくものもいる」

　どのようなはじまり方であれ、結果的になにか得るものがあればかまわない。フェイはそのように考えているらしい。

「はじめるのには理由はいらない。人が本当に理由を必要とするのは、あきらめるときだ」

「あきらめる、とき……」

「結婚するから、故郷に帰りたくなったから、実家の家業を手伝うから、やっぱり別の職業に興味が向いたから、さまざまな理由をつけて、見習いたちは辞めていった。そういったときは、みなどこかほっとした顔をしている。『自分にはやむをえない理由がある。本当はやりたかったことだけど、仕方がない』とでも言いたげな顔だ。人はけして、自分自身の絶望を理由なしで受けいれることはできない」

　人はけして、自分自身の絶望を理由なしで受けいれることはできない──。

　でも、とフェイは続けた。

「おまえは落ちこむことはあっても、絶望しないんだな。ここまであきらめが悪かったのはおまえくらいだ。それもひとつの才能として、もう一度向きあってはどうだ」

「わ、私……調香師の修業を、続けてもいいってことですか!?」

「……そうだな。俺も運悪くおまえのような見習いを拾ってしまったんだ、最後まで投げ出さずに面めん倒どうを見る」

　運悪くってなんだ……と思ったものの、リンディールの胸の内にはうれしさがこみ上げていた。

「はー、よかったです……私、もし師匠に出ていけって言われたら、自分でお金貯めて蒸留器を買って、独学で続けようかと」

「異臭騒ぎになるからやめておけ」

「ひ、ひどい」

「事実だろう、まったく。それに蒸留器は専門の資格を持つものでないと売ってくれないから、その計画は破は綻たんしている」

「そうなんですか!?」

「教えたはずだが？」

　フェイの頰の筋肉が引きつっている。

「あ、はい、そういえば習ったような気、も……」

　指摘されて今さらよみがえってくる、当時の記憶。そうだ、たしか香水のコピー品が作れないように、香りの作成を目的として使うなら、調香師免めん許きよの登録が必要なんだっけ。

「それでは、この蒸留器を扱う点で注意すべきことを述べてみろ」

「は、はい。蒸留器は原理がわかっていれば自作できますが、それは法律で禁じられています。それから、蒸留器と相あい性しようの悪い植物や果物があるので、そちらは器械を使わずに、油ゆ脂しに芳ほう香こう成分を吸着させたり、圧あつ搾さくしたりして、精油を得ます」

「よろしい」

　リンディールはほっとした。

「ラベンダーを見てきたと言っていたな。あれはどの方法で抽出するのかわかるか？」

　ラベンダーを扱ったことはないが、たしか図鑑で見たときは……。

「た……たぶん、油脂吸着での抽出かと」

「正解だ。座学はわりと入っているな」

　実技が駄目駄目なので、せめて予習復習くらいはしていたのだ。最初は読み書きができずに苦労していたけれど、度たび重かさなる反省文のおかげで難なくできるようになっている。

「よ、よかったです。そうだ、ラベンダーといえば、コーヴィンさまにお土産を持たされていて。ラベンダーのヨーグルトケーキです。師匠も一緒にいかがですか？」

　リンディールがいそいそと土産の箱を開けようとすると、フェイは言った。

「ハーブティーを煎いれてみろ」

「い、今ですか!?」

「まさかケーキを茶なしで食べるのかおまえは」

「い、いや、お茶はほしいですけど。でも私……」

　せっかくおいしいケーキがあるのに、自分が作ったハーブティーなんて添えたら、味がめちゃくちゃになってしまうのではないのだろうか。

「おまえ、香りに真摯に向きあうと言っていなかったか？」

「い、言いました」

「ならば実じつ践せんしてみせてくれ。このケーキにあうハーブティーだ。十分で用意しろ」

「は、はい！」

　リンディールはあわてて、キッチンルームに向かった。ここはお客さまに出す茶や菓子を作る小さなキッチンで、ハーブティー用のドライフラワーの入ったガラスポットもたくさん置いてある。

（どれにしようかな。ラベンダーはそれだけでも匂いの主張が強いから、喧嘩するようなものは駄目かも……）

　しかし、ハーブティーのよさはそのたちのぼる香りを楽しむこと。無味乾かん燥そうとしたものにするなら、あまり意味がないかもしれない。

「うーん……。ラベンダーは涼すずしげな香りって感じがするし、それを生かしてあげる方が、いいかなぁ」

　リンディールはミントの葉の入ったポットをとり出した。

　ミントティーは夏場には大人気のハーブティーだ。種類もいろいろあって、スペアミント、パイナップルミント、アップルミントなど、ひとくちにミントといってもさまざまな芳香が楽しめる。

　リンディールはスペアミントとアップルミントの葉をとり出し、ちぎって叩き、ポットにいれた。熱湯を注いで蒸むらす間に、レモンを切っておく。湯が色づいたら葉をとりのぞき、レモンと砂糖を加える。

「ど、どうだろ。あんまり冒ぼう険けんしないレシピになっちゃったけど……あとなんか色の出具合がおかしい気がするなぁ」

「いつまでちんたらやっている」

「へ、師匠!?」

　ふりむけば、フェイがキッチンルームのいり口で腕を組んでいる。

「……ミントティーか。チョイスとしては悪くないな」

「あ、あのですね。これは……」

　リンディールは直感していた。これは失敗作だ。本来だったら薄い黄色みがかった色になるはずなのに、やたらと色が濃こく出ているし、匂いも少しくすんでいる気がする。

　フェイは鼻を動かし、失敗作に気がついたようだった。

「も、もう一回作りなおして」

「貸せ」

　フェイはポットからミントティーを注ぐ。カップに注いでわかったことだが、なんというか、青みの強い匂いまでしてくる。

「……し、師匠、やめた方が」

「ミントティーのミントは、つみたてを使うのが基本だ。ここに置いてあるのは、食品の飾かざりつけとして使用したり、添える程度の匂いをつけるときだけに使用するものだ」

　フェイが口をつけると、リンディールは「ひっ」と声を漏らした。

「……スペアミントは香りが完全に死んでるな。それに引っ張られてアップルミントも匂いがまどろんでいる。切りたてのレモンの匂いが、逆にそれを引き立ててしまっている。飲んでみろ」

　自分のマグカップに注いで、リンディールはくちびるをよせた。

「んんん……たしかに……」

「飲めないことはないが、二杯はいめがほしい味か？」

「いいえ。なんか、お薬みたいな味になっちゃってます……」

「手本を見せてやる」

　フェイは裏口から「ガーデン」に出ると、スペアミントとほんの少しのカモミールをつみとった。手早く湯で抽出してゆく。

「二日前に雨が降ったな。そこでハーブの生命力がいったん落ちてしまった。ハーブティーに限らず、すべてに通じることだが、天候や季節をよく考えて量を調整しなくてはならない。……どうだ」

　フェイに手渡されたブレンドハーブティーを飲む。

　鮮烈なミントの香りをカモミールのまろやかさがなだめ、口当たりの優しい味に仕上がっていた。

「おいしい！」

「砂糖もいいが、これに樹液を加えてもあっさりと仕上がる。メインのデザートが甘ったるいなら、そちらの選せん択たくもアリだ」

「は、はい」

　リンディールはエプロンのポケットからメモをとり出そうとしたが、出かけるときにナタリーに押しつけたままになったのを思い出した。

（……なんか、いつもどおりの日常を、とり戻した感じ）

　もちろん、いつもどおりの連続ではいけない。ここに残り、夢をあきらめないのなら、前へ進んでいかなくては。

「一番大切なのは、相手を想おもい、想像することだ。たとえどんな結果になってもそれができていれば作品は完成する。ケーキとあう茶を出そうとしたな。それは相手がおいしいと思えるような選択をしたということ。香りを作るのも一緒だ。相手が好ましいと思うものを選びとってやる。ノウハウはそれを補ほ佐さするだけにすぎない」

「相手を、想うこと……」

「独りよがりの作品ではなく、『誰か』のことを考える、ということだ。今回のハーブティーの味はまだまだだが、そこはできていると言ってもいい」

　リンディールはぱあっと顔を明るくした。

「わ、わかりました！　さっそく、『だれかのために』を前提にレシピを作ってみます！」

「……今日は、そんなに気あいをいれなくてもいい。ケーキを食べよう」

「え？」

「おまえも、いろいろあって疲つかれただろうから。今日はこれを飲んで、甘いものを食べて、しまいだ」

　師匠にポットを載せたトレーを持たされて、リンディールは目をぱちくりとさせる。

　──いつもどおりじゃ、ないのかもしれない。今この瞬間も。

「師匠。ケーキ、私が切ります」

　師匠と茶会なんて、初めてだ。

　リンディールはふたりだけの茶会のために、ぱたぱたとせわしなく動きまわった。
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「ようやく、食事につきあってくれたわね。うれしいわ」

　マダム・アマシスはルビーのような濃こい色のワインを味わってから、そう言った。

「あなたってば、つれないんですもの」

「申し訳ございません。店の経営が忙いそがしいもので」

　フェイは白衣を脱ぬぎ、黒のフロックコートに身を包んでいる。

　王都のレストランである。

　マダムが予約した個室には、次々とできたての料理が運ばれてくる。彼かの女じよはほっそりとした見た目に似あわず大食らいだが、フェイはあまり食が進んでいない。

「忙しいのはいいことよ。でもきちんと休息もとらないと」

「お気遣い、いたみいります」

　フェイの声は乾かわいていた。

　エビのたっぷり載のった贅ぜい沢たくなサラダが運ばれてくる。マダムはそれをひとくち口に含み、顔をしかめた。

「まあ、おいしくないエビですこと。これは食べられたものではないわね……」

　彼女はフォークを裏返し、エビをはねつけた。ばしん！　とエビが壁かべに激げき突とつし、ずるずると落ちていった。控ひかえていたマダムの側近が、ナプキンでエビを回収した。

「身につけるもの、体にいれるもの、すべて一級品でなくては駄目よ。それらがあなたという人物を作り上げるのだから」

　フェイは眉まゆをひそめたが、なにも言わなかった。できるだけ彼女を刺し激げきしないようにするのが賢けん明めいだ。これから、彼女にとって愉ゆ快かいではない話をしなくてはならない。

「それで、考えてくれたの？　わたくしが常々、お願いしている話」

「あなたの調ちよう香こう師しにならないか、という話ですか」

「そうよ。お店の経営は、やりたいなら続ければいいわ。わたくしもそれなりに援えん助じよすることもできる。なんといっても香こう水すいを楽しむ文化が階級に関係なく広がれば、わたくしたち西部貴族の出番も増えるというもの。そういった意味で、わたくしはフロノワに期待しているのよ」

　香水が庶しよ民みんにも楽しまれるようになれば、それだけ花が必要になる。種を運ぶ「運送業」もそれだけ忙しくなるというわけだ。フロノワの成功には、大きな市場価値が見こまれている。

「わたくしは、あなたがほしいの。フェイ。あなたほど優すぐれた調香師はいないわ。若くて、見た目も優れていて、なおかつ天才。今後あなたのような人は、絶対に現れないわ」

「買いかぶりすぎですよ」

　フェイはマダムの視線に、ぞわりと肌はだが粟あわだった。獲え物ものをねらう獣けもののような目だ。

「わたくしは本気よ。フロノワは花を持たない店。わたくしの恩おん恵けいで経営できていることを、忘れてはならないわ」

「そのことで、お話があります」

　フェイが改まったように口にすると、給きゆう仕じがちょうどメインディッシュを運んできた。羊肉のポワレだった。

「今後、花の種をあなたから購こう入にゆうすることを控えようと思います」

「まあ、どうしたの。急に」

　マダムは羊肉にナイフをいれた。ぎこぎこと不ふ吉きつな音が響ひびきわたる。

　彼女は皿から目をはなさずに続けた。

「わたくしを介かいさずに種を得ることは容易ではないわ。あまり現実的ではないわね」

「それは、貿易の玄げん関かんが西部に限られているからだ、マダム。東にも港は存在する」

「……ちっぽけな港よ。それにあそこに船を出いりさせるには、あなたひとりの力では無理よ。国家をまたいだやりとりは、信用できる橋はし渡わたし人が必要」

　その橋渡しをするべく、コーヴィンは諸外国へ渡った。

　ばらばらにした羊肉を口にいれ、マダムは満足そうにくちびるのはしを上げた。今度の料理は舌にあったようである。

「橋渡し人は、西部貴族に限りません」

「耳には入っているわ。坊ぼうやが冒ぼう険けんをはじめたようね。若くて活気があるというのは、すばらしいことよ。でも、夢と現実は切りはなして考えた方がよろしいというもの。おいしいごちそうは、そう簡単にはありつけないわ」

　マダムの口に、次々と肉にく塊かいがほうりこまれてゆく。あっというまに皿は空になった。

「……これはまた、手厳しいですね」

　フェイは不ふ愉ゆ快かいそうにつぶやいた。

　彼かれはすっかり食欲を失い、つけあわせのじゃがいもを口に運んだ。この国の野菜は、あまりおいしいとは言えない。これも例に漏もれずだ。

　……リンディールの実家の野菜は、おいしいのだろうか。

　正直、フェイが気が進まない誘さそいに乗り、マダムに決別の意志を示したきっかけになったのは、彼女の存在が大きい。

　リンディールはあきらめず、まっすぐに夢に向かってぶつかっている。技術の進歩はないが、情熱だけは、むしろさらに燃え上がっているかのようだった。

　リンディールに限らず、フェイには雇やとい人にんに果たすべき責任がある。見習いを導くものとして、公正であらねばならないという責任だ。フェイには、フロノワの従業員の人生がかかっている。

　マダムと縁えんを切ることは得策ではないかもしれない。コーヴィンはツテを得たとはいえ、現在、貿易事業の大きな柱である西部貴族が、新たな柱の誕生を喜ぶとは思えないからだ。なんらかの妨ぼう害がい行こう為いをされる可能性もあるし、現在王が許している貿易窓口が西部の港に限られているのも、問題のひとつだ。

　しかし、王の後うしろ盾だてを得て、レイスフール伯はく爵しやく家に許しさえ出れば、東部の小さな港が生命を得ることになるかもしれない。

　フェイはこの計画に賭かけたいと思っていた。

　──マダム・アマシスは輸入禁止植物に手をつけている。そのうわさがまことしやかにささやかれるようになったのは、ごく最近のことだ。

　人身売買や麻ま薬やくの販はん売ばいなど、噓うそか本当かわからないうわさが次々と出てきてはいるものの、真しん偽ぎのほどは明らかになっていない。

　ただ気になるのは、うわさの出所が綺き麗れいさっぱり消えていることである。

　フロノワは花を持たない。今の庭に咲さく花が突とつ然ぜんのアクシデントにより枯かれたら、すべてがおしまいである。

　花を愛めでることは本来、貴族の特権であり、商売道具ではない。花が消え、困るのはフロノワの関係者だ。なのでフェイも、生命線を危機にさらすようなことはしたくはなかった。

　だが経営者として、限りなく黒に近いグレーの人物と取引するべきかどうか。フェイは考えあぐねたあげく、結論を出した。

　今の経済状じよう況きようなら、もし最悪花が枯れ切ったとしても、見習いや庭師全員にしばらくの生活をさせるだけの蓄たくわえがある。次の就職先も斡あつ旋せんしてやれる。

（マダム・アマシスには黒いうわさが絶えない。それでも彼女が西部貴族の筆頭で居続けられるのは、彼女の亡なき夫、グレイテス・パーカーの遺功と、貿易事業を牛ぎゆう耳じる影えい響きよう力。しかしグレイテスが亡くなってもう二十年だ。彼の栄光は、着実に薄うすれつつある）

　コーヴィンが新たな時代をひらく「海の王」になるなら。

　フェイは、その未来に期待しているのである。

　マダムはナプキンで口をぬぐった。

「それで？　昔なじみの彼からお願いでもされたの？　自分の顧こ客きやくになってくれないかと。あなたは優やさしい人ですもの、はいと言ってしまったのでしょう」

「いいえ。フロノワでは花の研究もすすめていまして、ずいぶん土地と相あい性しようのいい花も育ってきています。種を輸入する機会は今後ぐんと減りますし、港も東の方が近い。この結論は俺おれの判断です」

「ならばそれは、判断ミスよ」

　マダムの皿が下げられる。フェイは給仕に目配せをして、ほとんど手をつけなかった自分の皿も回収させた。

「今度の花祭りで、あなたは調香師免めん許きよの存続のために新作を発表しなければならないはず。それでもわたくしの子どもたちを使わないと言うの？」

　調香師は、数年に一度試香会で新作を発表する。それは免許存続のための試験である。作品を発表しなかったり、発表した作品の出来が悪ければ、免許はとり上げとなってしまう。

「今回の花祭りでも、あなたから得た花は使わないつもりです」

　マダムはデザートを待たずして告げた。

「これは最後の通告よ。わたくしの調香師になりなさい。一生苦労なんてさせない、あなたを幸せにしてあげるわ。このわたくしが」

「……身に余るお話です。ですが俺は、自分のことは自分で幸福にするつもりです。今日はこれで失礼します」

　フェイといれ替かわりに、給仕がデザートを置いてゆく。ふたりぶんの皿が、テーブルに残される。

　マダムは冷れい淡たんな顔をしてつぶやいた。

「かわいそうな子。わたくしはほしいものをけしてあきらめないのに……」

　ケーキに添そえられたハーブの葉をつまみ、彼女は舌でなめ上げた。
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「ふーん、それでフェイさんにここに置いてもらえることになったんだ。よかったわね」

　ナタリーはケーキにフォークをさしいれた。

　コーヴィンの土産みやげのヨーグルトケーキを、ナタリーも喜んでくれた。つけあわせのハーブティーも、師し匠しようのレシピをまねたのでそこまで悪い味ではなかったと思うのだが、なんだかやっぱり薬っぽさが抜ぬけないのはなぜだろう。

「ナタリー……昨日はいろいろ、言いすぎた。ごめん」

「やめてよ、いきなりしおらしくなっちゃって。まあ、フェイさんを根負けさせたあんたは本物の天才かもね」

　ここだけの話だけどさ、とナタリーはつけ加える。

「フェイさんはリンデのことずっと捜さがしてたのよ。私が外出したって言ったら、家に帰らずに店のなかでずっと待っていたみたいで。さすがに、言いすぎたってあせったんじゃないの」

「え……？」

　帰ってそうそう、玄関扉とびらが勢いよく開いたのを思い出した。あれはフェイが馬車の音を聞きつけて、店を飛び出してきたからか。

「あんたが思うほど、フェイさんに嫌きらわれてないはずよ。安心したら」

「……うん、それは、わかってる」

　でなければ、ハーブティーの煎いれ方を、あんなに熱心に教えたりしないはずだ。

「いつか師匠に心配かけない見習いになれるようにがんばるよ。それで、フェイさんから聞いたけど……ナタリーも花祭りにいくんだって？」

　ナタリーはにやりと笑って言った。

「そおよ。今年から香水瓶びんの品評会を、花祭りでやることになったんだから。名を売る大きなチャンスよ」

　彼女の机には、描きかけのデザイン画が山のように積み重なっている。気あいの入りようがただごとではない。

「見せてもらってもいい？」

　ナタリーは、一枚のデザイン画をリンディールによこした。

「試作品は工こう房ぼうに置いて、今冷ましているところ。ただこの、妖よう精せいの羽の部分がちょっと、繊せん細さいすぎてどうなっちゃうか、仕上がってみないとわからないのよね」

　花の妖精が、瓶の上で手をのばしているデザインだった。妖精の羽は大きな葉をイメージし、繊細な葉脈が描かきこまれている。今にも飛び立ってしまいそうな、でも迷っているような。女の子の妖精であった。

　作品名は「暁あかつきの少女」。大人として花ひらく一歩手前の姿をあらわしている。

「綺麗……」
















「いろんなかたちのパーツを作ってみて、ベストの重さや大きさがわかってきたわ。かなり時間を食っちゃったけど、これで優勝は間ま違ちがいなしよ。フロノワの看板として申しぶんなし」

　いいなあ。花祭りにいけるって。

　リンディールはナタリーがうらやましかった。まだ見習いの自分は、調香師として花祭りに参加するなんて、夢のまた夢だ。

「それで、あんたどうだったわけ？　コーヴィンさまとのデート」

「デートっていうか、庭見せてもらっただけっていうか……。あ、たくさんごちそうになったけど」

「お礼言わなかったの？　十年前の救助のお礼」

「言いたかったけど……まだまだ、そんな自分になれてないと思ったし。コーヴィンさまには心配かけちゃったから、またお店にいらしたときに、お話ししようと思っていて……」

　こっそり作った、レモングラスを使ったサシェ。コーヴィンが新作の香水をとりに来たときに、渡すつもりだった。

　さまざまな試し行こう錯さく誤ごを重ね、ようやくまともなサシェを作り出した。フェイにも合格点をもらえたし、これは店に並べてもらえるらしい。

　これなら礼の品としてはささやかながらも、出来が悪いとは言えないはずだ。

「でも、なんていうか……。ちょっと楽園の人のイメージじゃないんだよねえ、コーヴィンさまって」

「あんたが妄もう想そうで王子様化しすぎたんでしょう。それに月日がたてば人も変わるわよ」

　コーヴィンは優しいけれど、少し突つき放はなしたようなものの言い方をする。なんとなく、ひとりぼっちで山にとり残されたリンディールを励はげまし、おぶって家まで送り届けてくれたあの楽園の人と、かみあわないのだ。

（まあ、どんな人だって子どもが遭そう難なんしたら助けてくれるとは思うけど。それでも、もっと楽園の人はぶっきらぼうだけど優しかったというか……うーん……）

　リンディールが腕うでを組んで悩なやんでいると、ナタリーはケーキ皿を隅すみによけた。

「じゃ、私工房に行くから」

「え、今日はもう注文入らなかったんじゃ」

「出で来き映ばえが気になるのよ、花祭りに出す作品の。悪いけどしばらく詰つめることになると思うから、私がちょくちょくいなくても気にしないで」

「う、うん」

　ナタリーの目の下には、めずらしく隈くまが浮うかんでいる。

「あんまり、無理しないでね」

「……あんたもね。その資料の山、全部読む気ならほどほどにしておきなさいよ」

　リンディールの机にどっさり置かれた、調香レシピや植物図ず鑑かん。すべてフェイから借りたものだ。読むのは早い方ではないので時間がかかるが、できることはやっておかないと。

「うん。今日は、フロノワもお休みだし。お客さまもほかの見習いの子もいないから、チャンスかなと思って！　がんばるよ」

　ナタリーが出ていってしまうと、リンディールは腕まくりをして、気あいを入れなおした。
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　リンディールは目をしぱしぱとまばたかせた。

「やば、集中しすぎた……」

　肩かたが岩のように固まっている。

　ナタリーが出ていってから、どれくらいのときがたったのであろう。

　すっかり夕刻である。

「さすがにナタリーもごはん食べるよね……パンでも買ってこようかな」

　寮りように自分たちしかいないときは、簡単にすませてしまうのが常であった。茶をいれて、甘あまいパンとしょっぱいおかずのパンを買って、おしゃべりしながら食べる。それだけでもじゅうぶん楽しいのは、寮生活の醍だい醐ご味みといえよう。

　リンディールは立ち上がると、はっと異変に気がついた。

　──焦こげ臭くさい。

　窓にかけよると、赤黒い火の粉が飛とび交かっていた。

　あわてて扉を開けると、目の前の庭が、あかあかと燃え上がっている。「ガーデン」も「バスケット」も、大切に育んできた命が、炎ほのおの中でゆらめいている。

「そんな……なんで」

　リンディールは硝子ガラス工房のある方角に目をやった。

（ナタリー！）

　彼女はどうしたのだ。無事なのか。でももし無事なら、リンディールを寮から連れ出そうとするはずだ。

　リンディールはあわてて階段をかけおりた。工房へつながる渡わたり廊ろう下かへ足を向けると、あまりの熱風の強さに息ができなかった。

「うっ」

　恐きよう怖ふのあまりすくむ足を叩たたく。店のいり口からまわりこめば、なんとか硝子工房までたどりつくはずだ。

　リンディールは井い戸どの水を頭からばしゃりとかぶると、そのまま進んだ。向かう途と中ちゆうで、ナタリーに会えればそれでいい。そうでないなら……。

　燃え上がるフロノワに気づいて、通りの住人たちが消火活動をはじめていた。しかしあまりにも火の勢いが強く、ただぼんやりと立ちつくすものもいる。

　やめなさい、リンディール！　そう叫さけぶ住人たちをふり切って、リンディールは硝子工房に一直線に進んだ。ひるんでいる間に炎が体を包つつみこんでしまう。迷っている暇ひまはなかった。火の粉をふり払うようにしてリンディールはかけた。山育ちなので、体力には自信があった。

「ナタリー、どこ!?」

　硝子工房は煙けむりで見えなくなっていた。息もできない。肺まで焼やきつくされそうだ。腰こしを低くして少しずつ前に進むと、硝子工房の前でうずくまるナタリーを見つけた。

「ナタリー！」

　彼女はうめいて、顔をリンディールの方に向けた。意識はあるようだ。リンディールはひとまずほっとした。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　早く逃にげよう」

「リンデ、これを……」

　手渡されたのは、香水瓶だった。

「お客さまに頼たのまれていたやつ。これを安全なところへ」

「わかった。ここから離れよう」

「私は、もう一度中へ入る」

「え!?」

　ナタリーのそばには、かかえきれないほどの香水瓶があった。おそらく彼女は、出火に気づいて工房の商品を何度も外へ運び出していたのだ。

「無理だよ、もう相当火の手がまわってる。早くしないと」

　それに、ナタリーがこれ以上動けるとも思えなかった。安全な場所へ彼女を連れ出さなくてはならない。

「中に……花祭りに出す予定の香水瓶があるの。ようやく完成したのよ。羽の接合もうまくいって……。あれ以上のものができるとは思えない」

「でも、もう無理だって」

「あれが私の最高傑けつ作さくなの」

　執しゆう念ねんめいた口調だった。ナタリーの気持ちはくつがえらないようだ。

　同じ職人のはしくれとして、「また作ればいい」なんて、軽い気持ちでは言えなかった。そのときの、その一いつ瞬しゆんが、すべてのほんの些さ細さいな成功の要素の積み重ねが傑作になることを、リンディールは出来が悪い見習いだからこそよくわかっていた。

　ナタリーは優ゆう秀しゆうだ。そんな彼女が最高傑作と自負する作品なのだ。これを失ったら、体は無事でも精神は相当な打だ撃げきを受けるに違ちがいなかった。

「私がいく」

　リンディールがそう言うと、ナタリーは首を横にふった。

「駄目よ、駄目」

「私の方が勝算があるのよ。体力もあるし、煙だってそんなに吸っていない。すぐ戻もどってくるから」

「いかないで、いくんじゃない」

「ナタリーはここにある香水瓶を持って表へ出て、あそこならまだ火の勢いがましだから」

　リンディールはそう告げると、すぐに工房に向けて走り出した。ナタリーは息もたえだえに叫んだ。

「待って、だれか、だれか来て──!!」
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　フェイがどっと疲つかれ切きったようなためいきをつくと、コーヴィンはくすりと笑った。

「よっぽどお疲れようだね。マダムとの話しあいはそんなに難航したのかい」

「俺は、あの人が調香師をほしがる意味がわからない。パーカー家には優秀な調香師がふたりもいたはずだ」

「君だからほしいんだよ。まあその調香師からすれば、君がその話を断ってくれてほっとしているだろうけど。マダムは絶対に君を第一調香師にしたがるだろうからね」

　レストランを出たあと、フェイはレイスフール伯爵家に向かった。リンディールが世話になったようなので、改めて顔を出さなくてはと思っていた。

　そこで「うちじゃ話しづらいだろう」と、コーヴィンがひいきにしているサロンに連れ出されたのである。

「ここは東の港を活性化させようとしている人物が集まっているのさ。君も興味深いと思うよ」

　活気のあるサロンは、若手の人材が多いようだった。海洋地図を前にして、ルートの確かく認にんをとったり、書状をしたためるものもいる。

　しばらく彼らの貿易計画の話を聞いたのち、フェイはようやく切り出した。

「……リンディールのことだが」

「ああ、彼女ね。すごいねへこたれなくて」

「おまえのことを、自分の命の恩人だと思っているみたいなんだ」

「でも、それって君のことでしょ」

　コーヴィンはさして興味もなさそうに、タイをなおしながら言った。

「君が真実を話さない理由、なんとなくわかるよ。君が恩人だとわかったら、リンディールは自分を責めるだろうから。自分を助けたせいで花祭りに遅ち刻こくし、レイスフール伯爵家の調香師をクビになったとわかれば……。彼女と君は『加害者』と『被ひ害がい者』の関係になる」

　幼いリンディールがぎゅっとつかんではなしてくれなかったため、残していったジャケットの残のこり香が。それは試作品として何度も作っていた「忘ぼう却きやくの月」の香かおり。

　リンディールの口から何度も「楽園の人」の話を聞かされるたび、フェイは憂ゆう鬱うつな気持ちになった。もしかしたら自分が、彼女の人生を狂くるわせる原因を作ってしまったのかもしれないからだ。

「まあ、運命の人に出で逢あえる香りだっけ？　罪深い香りを作った君が悪いねぇ」

「……なぜそうなる」

「でも、君はうちにいたときよりいい表情しているよ。店を持って正解だったね。そういった意味では、彼女に感謝しないと」

　フェイは顔をしかめた。自分では、顔つきが変わったとは思っていないのだが。

「リンディールには悪いけれど、僕ぼくはこの『忘却の月』、気にいってはいるけれど冒険も足りないとは思っていたんだ。あの庭をそのまま表現した忠実さは評価に値あたいするが、優等生すぎてね。でも新しい香りを作ってもらったとき、君が変わったなと思ったよ。なんというか、柔じゆう軟なんになった。それは、リンディールのおかげかもしれないね」

　フェイは、レイスフール家を出るまでずっと「面めん倒どうを見られる側」の人間だった。

　実家では庭師の父の手伝いをし、親子として、弟で子しとして面倒を見てもらっていたし、その後親切な主人の口くち利ききでレイスフール家の調香師に弟子いりしたときは、まだたったの十五歳さい。年上の調香師がフェイにあれこれとノウハウを教えてくれた。

　当時自分は天才調香師だともてはやされ（若かったせいだろうとは思うが）、レイスフール家の後ろ盾もあり、周囲の人は親切にしてくれていた。

　自立すること、他人の面倒を見ることの大変さを、フェイはフロノワを立ち上げてから知った。

「……リンディールにとっても、雨降って地固まる、だといいね」

「そう願う」

「そうか。それじゃあそろそろ、フロノワに帰ろうか。僕も新作の香水をもらおうかな」

「今日は定休日だ」

「細かいことはいいじゃないか、うちの馬車で送るからさ」

　フェイは嘆たん息そくした。

　このまま乗りあい馬車をつかまえる気分にもなれなかったので、コーヴィンの提案に乗ることにした。とにかく、マダムの毒気が強すぎた。

　帰りの馬車の中で、コーヴィンはたずねた。

「花祭り、それで香水の花はなにを使う気だい？　マダムの花は使わないんだろう。もとはなんの花で勝負する気だったんだ」

「当初、マダムからソウビという花を受けとっていた。それを使う予定だったんだが、おまえの話を聞いていたらいやな予感がして、とりやめた。水に浮かぶ花だ。知っているか」

　図鑑や文ぶん献けんで調べたが、ソウビという名の花は見あたらなかった。香りにすばらしく気品があり、幾いく重えもの花びらが重なった繊細なその姿。興味本位で咲かせて以来虜とりこになり、フェイは自身の管理する庭「シークレット」で、それを大切に育てていた。

「いいや、知らないな。得体のしれない花は使わない方がいい」

「そうするほかないだろうな」

　あれを使えば、試香会は絶対に勝てる。その確信があった。あの花を使ったレシピが次々と思い浮かび、フェイはとりつかれたように、何枚ものレシピを書き上げた。

　真新しい花と出会ったら、未知の香りを作り出したい。そんな欲望があった。

　けれど欲望だけを押おし通とおすのは、子どものすることだ。もう昔の自分ではない。

「……忘却の月を、持っているか」

「あるよ。どうするの？」

「少しかいでみたい。考えなおしたいんだ、これからのことを」

　常に持ち歩いているムエットをとり出して、忘却の月をひとたらしした。

　車内に、ラベンダーの魅み惑わく的な香りが広がった。

　これはかつての自分の最高傑作だった。この香りを作ったとき、十七歳の自分も「これならば勝てる」と確信していた。今年一番の調香師は、自分にほかならないと。

「俺にとっては、子どもの傲おごりの香りだ」

「おぼえておくといい。それは、君の成長の証あかしだ」

　魅み力りよく的な花に囚とらわれて、自らの成長を、止めようとしていたのかもしれない。

　馬車が急に止まったので、フェイは顔を上げた。

「どうしたんだ」

　御ぎよ者しやに声をかけると、弱ったように返される。

「駄目ですね、人だかりができていてこれ以上は。どうやら火事みたいです」

「火事……？」

　フェイとコーヴィンは馬車をおりた。この通りはフロノワがあるメインストリートだ。いやな予感がして、どんどん歩ほ幅はばが大きくなる。

　人混みをかきわけて前へ出ると、フェイは目を見張った。

「噓だろう……」

　フロノワが、あかあかと燃えている。

「今日はリンディールとナタリーが残っているはずだ」

　ふらふらと前へ進むフェイをおさえるようにして、コーヴィンが肩に手を置く。

「フェイ、まさかいく気なのか」

「放っておけるか、こんな状況で」

「もう逃にげ延のびているかもしれない。無む駄だに動くな」

「フェイさん」

　向かいのパン屋の主人が、全身すすだらけになりながらよってくる。

「どこへいっていたんだ、リンディールが中へ入っていったぞ。こちらが呼び止めても聞かなかった」

「なんだって」

「すぐに誰かが追いかけようとしたが、手前の木が倒たおれて燃え上がり、入れなくてな。妻がこのあたりを捜したが、彼女の姿は見あたらないと言っている」

　フェイはすぐさま身をひるがえし、フロノワの奥おくを目指した。コーヴィンが追いかけてくる。彼までまきこむわけにはいかなかった。

「おまえは帰れ、こんなところにいるべきじゃない」

「帰れるわけないだろ、君、リンディールを助けにいく気満々じゃないか」

「決まっているだろう！」

　リンディールとナタリーが中にいるなら、ぐずぐずしている場合ではない。

　フェイは上着をかぶり、店の中に足を踏ふみいれた。ドアノブは熱くてさわれたものではなかったので、ドアを蹴け破やぶった。建物の倒とう壊かいがはじまりかけていた。

（庭の方が火の手が強い……？）

　はじめは、キッチンルームや硝子工房が出火原因ではないかと思ったのだが、ナタリーが火の不始末をおこすとは思えなかった。彼女は物心ついたころからガラス職人の父親に技術を仕こまれている。

　少しばかり進んだところで、壁にもたれるようにして座すわりこむナタリーを見つけた。腕いっぱいに香水瓶をかかえている。彼女の顔はすすと涙なみだで汚よごれきっていた。

「ナタリー、無事か。リンディールはどうした」

　ナタリーはぼんやりと、焦しよう点てんのあわぬ目でこちらを見た。

　意識が混こん濁だくしかけている。

　フェイはナタリーの頰ほおをはたいた。彼女はひゅっと息をのんでから、ようやく声をしぼり出した。

「たす……けて、工房……」

「工房に、リンディールがいるのか」

　ナタリーは弱々しくうなずいた。

「たすけ……よぼうと、したけど……きもちが、わるくて」

　追いかけてきたコーヴィンがナタリーを抱だき上あげる。

「フェイ、彼女のことは僕が。早く工房にいけ」

「すまない」

　ナタリーを任せると、フェイは先へ進んだ。硝子工房まで全速力で突つっ切きった。崩くずれかけた煉れん瓦がの建物に入ると、フェイは力の限り叫んだ。

「リンディール！　どこにいる！　いるなら返事をしろ！」




　リンディールは、目当てのものを見つけると、さっそくエプロンにくるんだ。

　ナタリーの作った最高傑作「暁の少女」。炎のゆらめく部屋の中で、それはひときわ神こう々ごうしく見えた。

　工房の中はなかなかひどいものだったが、かまどのある作業部屋ではなく、完成品を冷ます小部屋に置いていたのが幸いしたのか、欠損は見あたらなかった。この小部屋はまだ火がまわっていなかったのだ。

（割らないように……っと。あとは私が無事に出るだけ）

　このままそっと、いり口に戻れば問題はない。

　そう思ったとき、突とつ如じよめりめりと音がして、目の前の棚たなが横よこ倒だおしになった。

「はっ!?」

　リンディールはあまりのことに、しばらく思考が止まってしまった。

　いり口が塞ふさがってしまった……。

（で、出られない……）

　棚をどかせばよいのだろうが、すでに火だるまになっている。さわるのは不可能だ。

　──閉じこめられてしまった。

　まさか、私ここで死ぬんじゃ……。

　リンディールは息をのんだ。

　あきらめるのはまだ早い。とにかく、出口を探さなくては。

　必死になってあたりを見まわすと、小窓が高い位置にとりつけられているのがわかった。なんとかあそこまでのぼれたら、まだチャンスがあるかもしれない。

（でも、この香水瓶を持って、壊こわさないように壁登りなんてできるだろうか）

　作業机を引っ張り、その上にいすを載せる。ぐらついて足場としては安定しないが、やるほかない。片方の足をいすにつけたところで、ぐらりとゆらいで、リンディールは背中から倒れた。

「いったぁ……あ、香水瓶！」

　急いでたしかめる。エプロンにくるんで、かかえ持っていたので無事だった。

（や、やっぱ難しいかなぁこの経路は。しかし来た道も戻れないし……）

　リンディールが打ちつけたおしりをさすっていると──。

「リンディール！　どこにいる！　いるなら返事しろ！」

　聞き慣れた声が耳にとびこんできて、リンディールははっと顔を上げた。

「師匠！」

　煙はたいして吸っていない。幻げん聴ちようではないはずだ。

「私、ここにいます！」

　フェイが助けに来てくれたのだ。リンディールは心の底からほっとした。フェイのことを、これまで以上に頼もしく思えた。

　彼は小部屋まで進もうとしたようだが、先ほど倒れた棚のおかげで立ち往生しているようだった。

「出られなくなったんだな」

「そうです。でもこの部屋にちいさな窓があって」

「説教はあとだ。とりあえずここで待ってろ。脚きや立たつを持って、外からいく。窓ガラスは割るからふせていろ」

　助かるなら説教でもなんでも聞く。リンディールは身を縮こませた。

　少したって、窓ガラスが派手に割れる音がした。リンディールは机の上に載せたいすによじのぼり、くるんだエプロンをフェイに向けてのばした。

「これは？」

「ナタリーの傑作です。先にこれを」

　フェイは受けとり、それを一度地面におろすと、たずねた。

「これのために、わざわざ工房に入ったのか」

「ナタリーに頼まれたわけじゃない、私の意志です」

　あとで彼女が怒おこられては大変だからそうつけ加えると、フェイのどなり声が頭のてっぺんに落ちてきた。

「お前は、ばかか！　命を危険にさらしても作品をとってこいと、ナタリーが言うと思ったのか！　逆の立場ならどう思うか考えてみろ！」

　リンディールははっとした。

　コーヴィンに渡そうと思っていたサシェのことを思い出した。自分にしてはよくできた作品だった。あれをナタリーがとりにいったりしたら……。

　たしかに、一いつ生しよう懸けん命めい作った品だった。奇き跡せき的に成功した作品だった。けれど友人の命と天てん秤びんにかけたら、それはとるに足りないものだった。

「すみません……考えるより先に、体が動いていました」

　そのときだった。リンディールのすぐそばの壁が焼け崩れた。めらめらと火を噴ふきながら、柱の一部が崩れて、倒れてくる。

「師匠！」

　リンディールにぶつかりそうだったそれを、フェイは右腕でかばった。彼のシャツに火がうつり、めらめらと燃え上がっていく。

　大変だ。師匠がやけどなんてしたら。

「私のことはいいです、誰か呼んできてください。早く腕の火を消さないと」

　リンディールがはたいても、炎は燃え広がる。

「手をのばせ。今引き上げてやる」

「でも」

「つべこべ言うな、熱いんだよ」

　フェイは腕を思い切り壁に打ちつけ、乱暴に叩きつけて勢いを消した。シャツに血がにじんでいる。

　迷っている暇はない。

　リンディールは両腕を、フェイめがけてのばした。

　彼に腕をつかんでもらい、リンディールは不安定ないすをけりとばし、壁に足をつけた。フェイの手に力がこもった。

　そのとき、ふわりと「忘却の月」の香りがした。

　懐なつかしく、もどかしい。魅惑的な香り。楽園の人の香り。

　彼に引き上げられたおかげで、リンディールはなんとか窓辺までずり上がることができた。

「いいか、頭を低くしろよ」

「……はい」

　彼に引き上げられ、抱きかかえられる。ますます強くなる忘却の月の香りに、リンディールの胸は、どくどくとせわしなく鳴っている。

　ずっと昔、こんなことがあった。
















　ひとりぼっちの山の中。野犬の声におびえ、寒さに震ふるえ。おなかはぺこぺこで、のどが渇かわいていて。死んでしまうんだと思った。おばあちゃんとの約束をやぶったから。

　恩人におぶわれて、彼の背中で、楽園の匂いをかいだとき。リンディールはすべてを許されたのだと思った。

　フェイはリンディールをかかえたまま用心深く脚立をおりると、彼女の肩に上着をかけた。

「……大丈夫か？」

　上着のポケットからこぼれたムエットが、膝ひざの上に落ちた。

　記き憶おくの中の楽園の人と、フェイの顔が、ぴったりと重なった。

　そうだ。どうして気がつかなかったんだろう。香水の匂においがするのは、貴族だけではない。その日に作品を作っていたなら、調香師から香水の香りがしたって、なんら不思議ではない。

「……あなただったんですね」

　リンディールはかすれた声で言った。

　十七歳で「忘却の月」を作り出した、天才調香師、フェイ・ギルティア。

「楽園の人は、あなただったんですね。フェイ師匠」

　リンディールの言葉に、フェイはあきらめたような顔をしていた。
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　楽園の人は、フェイ師し匠しようだった。

　リンディールは確信していた。今思えば、名を告げずに去った楽園の人の不器用な優やさしさは、今のフェイに通じるものがある。

「そうなんですよね、フェイ師匠。あなたが私を、ナヴォー村まで送り届けてくれた人なんですよね」

「……そうだ」

　フェイは観念したように言った。

　リンディールはこぶしをにぎりしめた。

「師匠、あの」

　そのとき、フェイが青い顔をして、よろめいた。リンディールはあわてて彼かれを支えた。

（そうだ。師匠、腕うでをけがしている）

　今は、楽園の人のことなんてあとだ。なんとかしなくては。

　リンディールは彼を背負おうとしたが、当然無理であった。自分の肩かたを貸しながら、火の手の薄うすい方へと足を進める。どうやらだいぶ鎮ちん火か作業が進んでいるようで、リンディールが工こう房ぼうに入る前よりはましになっていた。

　フェイの体は、どんどん熱くなる。やけどで体力を奪うばわれているのかもしれない。

「フェイ！　リンディール！」

「コーヴィンさま」

　青い顔をしたコーヴィンがこちらにかけよってきた。

「医師を呼んでいるんだが、この混乱で馬車も人もごった返しだ。なかなか到とう着ちやくしない。すぐそばの家で休ませてもらおう。ナタリーはそこで眠っている」

　リンディールは緊きん張ちようした面おももちであった。

「フェイ師匠が腕をけがしてしまって」

「ナタリーにもやけどがある」

　医師がいない。ふたりにはやけどがある。

　リンディールは顔つきを引きしめた。

　故郷のナヴォー村にも、医師はいなかった。自分のけがや病気の責任は、自分でとらなくてはならなかった。

「私……私、少しはずします。もしかしたら、保管庫のハーブは燃えていないかもしれない」

「なにをする気なんだ、またあの炎ほのおの中をいく気かい」

「いいえ、フェイ師匠が命を懸かけて私のことを助けてくれたんです。無茶はしません。でも……試ためしてみたいことがあるんです」

　リンディールの勢いに、コーヴィンはうなずいた。

「いっておいで。僕ぼくはふたりを見ている」

「はい。コーヴィンさま、申し訳ないですが患かん部ぶを冷やしてあげてください」

　リンディールはフロノワの草花を干してある保管庫に向かった。思ったとおり、ここは焼けておらず、無事であった。

　本能的に、いくつかのハーブを選びとっていた。彼かの女じよの頭の中には、図ず鑑かんの絵と、祖母の残した知識と、野生の勘かんがあった。

　リンディールはすりばちにニンニクやセンテラをいれこんでコーヴィンと怪我人のもとへ戻もどってくると、すさまじい勢いでそれらをつぶしはじめた。

「なにをしているの」

「昔、私がけがをしたら、おばあちゃんが野草を薬がわりにしてくれたんです。といっても、そこらへんに生えてるものをぶちぶちちぎって、つぶして塗ぬっていただけなんですけど。それでも、塗る前よりもずっとよくなった気がしたから」

「ひどい臭においだな。気休めと言うんじゃないか、そういうのは」

「気休めでも、休まるだけましです」

　リンディールとてわかっている。医師の処方した薬に比べたら、子どもだましもいいところだ。

「コーヴィンさま、忘ぼう却きやくの月を今、持っていますか」

「ああ」

「この中にいれてください」

「は!?」

　コーヴィンはさすがに驚おどろいたようで、リンディールの顔をじっと見つめた。ふざけた様子は、もちろんどこにもなかった。

「このニンニク臭くさいボウルの中に、忘却の月をいれろって？」

「そうした方がいい気がするんです」

「もっとひどい臭いになるよ」

　すでにニンニク、センテラ、ローズマリー、ペパーミント、ユーカリだけでなく、保管してあったタマネギまで加えている。保管庫にあったものなので新しん鮮せんでなく、傷いたみかけているものもあった。あまりにもまぜこぜにしすぎて、それぞれの香かおりが互たがいに殺しあっている。

「いれてください」

　コーヴィンはしぶしぶ、香こう水すい瓶びんをとり出した。

「火事の次は異い臭しゆう騒さわぎになっても知らないよ」

　ぱしゃぱしゃとボウルの中に香水がふりかけられる。リンディールはそれらをまぜあわせ、泥でい状じようのぬり薬を作り出した。あたりには、悪夢のような臭いが広がる。

　コーヴィンは顔をしかめた。

　目の覚めるような悪臭のぬり薬を、リンディールはすくいとり、フェイの腕にぬりつけた。

「ナタリーはどこにやけどを」

「足だ」

　リンディールはナタリーの作業着をまくり上げ、患部をたっぷりとぬり薬で包つつみこんだ。

　コーヴィンはそれを、興味深くながめていた。

「君はこういう処置の仕方をだれかに習ったとか？」

「おばあちゃんからです。でもおばあちゃんも、適当というか……山の神さまの恵めぐみを大事にするって言っていました。ナヴォー村はまずしい村ですから、医師を頼たよることもできない人が、結構いたんです。山の導きに従って生まれ、山の導きに従って死ぬことが、村人の生き様でした」

「つまり、こういった薬草療りよう法ほうはあるものの、効く草が生えているかどうか、というのも導き次し第だいというわけだ」

「そういうことです。植物は自分で自分の病を治します。その恩おん恵けいを受けることができるかは、その人次第ですが……なんとなく、元気そうな草を選びとってあげるんです」

　ようやく馬車の通り道ができて、レイスフール伯爵家の箱型馬車がやってきた。

　先にコーヴィンとけが人を乗せると、リンディールが乗りこむすきはなかった。コーヴィンはすまなそうに言った。

「あとで乗りあい馬車をつかまえて、うちの屋や敷しきまでおいで。泊とめてあげよう」

「ありがとうございます。店の様子を見てからそちらに伺うかがいます」

「くれぐれも無茶はしないように」

　リンディールは三人を見送ると、ほっと息をついた。

　師匠やナタリーのけがが、ひどくならないといいのだが。

（それに、フロノワは燃えてしまった。これからどうしたらいいのか……）

　ぼんやりと黒こげになった店を見つめていると、なんだか視線を感じた気がして、リンディールはふりかえった。

　喧けん噪そうの中で、その視線の送り主はわからなかった。ただ、重たくしめったような喪も服ふくの漆しつ黒こくが、見えたような気がした。
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　フェイがぼんやりと目を開けると、そこは見慣れぬ天てん井じようであった。

　記き憶おくをとりもどすまでに、しばしの時間がかかった。

（そうだ……たしか、店が燃えていて……ナタリーと、リンディールが、中に……）

　──楽園の人は、あなただったんですね。フェイ師匠。

　リンディールの、驚きよう愕がくに満ちた瞳ひとみがまざまざとよみがえってくる。

　彼女はどう思ったのだろうか。「楽園の人」の正体が自分だとわかっていながら、言い出さなかったフェイのことを。

「おや、ようやくお目覚めかね」

　年老いた医師が、よっこらせ、と傍かたわらのいすに座すわると、ぼそぼそとしゃべり出した。

「いやあ……君、丸二日寝ねていたよ。やけどと切り傷、打ち身、それから煙も吸っていたね。熱が出て大変だった」

「世話をかけました、それで……」

「おや、おき上がらなくてよろしい」

　目がくらみ、フェイはおとなしく横になることにした。

「しかし、応急処置がよかったね。手のやけどはもっとひどいことになるかと思ったけれど、壊え死しは免まぬかれている」

　応急処置。コーヴィンだろうか。それとも近きん隣りんのだれかがしてくれたのかもしれない。

「俺おれのほかに、ここに運ばれたものは」

「ナタリー・ルイザ。女の子がひとり。彼女は足にやけどをしていたが、こちらもたいしたことはない。昨日退院したよ。ほかはいないね」

「リンディール・クライドは？　ナタリーと同い年の女の子だ」

「それなら、あんたの看病にちょくちょく来ていたよ。ぴんぴんしとる。安心しなさい。あんたはしばらく入院してもらうことになるけれど、大事にならなくてよかった。休んでいなされ。今水を持ってきてあげよう」

　フェイはベッドの上で、ぼんやりとしていた。

　リンディールもナタリーも、無事なようでよかった。店は燃えたが人は失わずにすんだ。不幸中の幸いである。

　しばらくして、水さしを持った男が現れた。

「おはよう。災難だったね」

　コーヴィンだった。フェイは顔をしかめた。

「世話をかけたみたいだ」

「なんのことはない。僕は君たちを運んだだけだ」

　彼はコップに水を注ぎながらたずねた。

「応急処置のことは聞いたか？」

「ああ……いったいだれが」

「リンディールだ」

　リンディールが？

　けがの処置の仕方なんて、教えなかったはずだが。

「驚くなよ、忘却の月を使って薬を作ったんだ」

「そんなまさか。あれは香水だぞ。消毒液じゃない」

　たしかにアルコール成分は入っているが、けがの消毒に使うものとは精製方法が異なる。

「ほかにもニンニクやらローズマリーやらいろいろまぜこんでぬり薬を作っていた。僕は彼女がそれを作っている姿を見て思い出した。灯とう国に留学していたときのことだ。灯国の国民は、僕のラベンダーの香りをかいで、こう言った。『あなたは心配性しようだな、薬を肌はだ身みはなさず持ち歩いているなんて』と」

「薬……？」

「シュタイン国はそもそも植物が育ちにくい国だが、よそでは豊富に植物が育つ。食べたり、身につけたりするだけでなく、それを薬として使用する国も珍めずらしくないんだ。特にラベンダーは灯国では万ばん能のう薬と言われるほどで、外傷から内臓の病気までさまざまな療法に使用される」

　その話は初耳だった。たしかに、香水やハーブティーで心理的に癒いやされる効果はあるとは思うが、まさか外傷にまで使うとは。

「彼女の出身地ナヴォー村はまずしい村で、野草を手て当あたり次し第だい薬に使う慣習があったようだ。そこで育った彼女は、植物を選びとる独特の勘を身につけた」

「……まさか、彼女の香りのセンスがおかしい原因は……」

　いつかアトリエ中を騒がせた『すっぱい胃液の匂におい』。あれだけの被ひ害がいを出しながら、みな翌日にはけろっと職場に出ていた。医師も「検査した全員に特に悪い箇か所しよは見あたらない」と言う。むしろ胃の調子や皮ひ膚ふのつやも、きわめて健康的に見えると。

　もしあれが、悪い菌きんを体外へ出すための臭いだとしたら？

「元気な草花を本能的に選びとるんだろうね。美しさよりもたくましさをとるというか。君のレシピどおりに花をつみとっても、この国の花だ。同じ庭に咲さいていても、それぞれ香り方が異なっていてもおかしくない。君は香水を作るために植物を選ぶ目に長たけ、彼女は生命を保つために植物を選ぶ目に長けている。そういうことだろう」

　文字どおり、火事場のばか力ぢからでその能力が発揮されたということだ。

「ま、今回は助かったけど、これで香水を作るのには向かない人材、ということがよくわかったわけだ」

「それは俺が決めることだ」

　フェイはいささかむっとしてそう言った。

　彼女の思わぬ特技に気がついたが、リンディールはリンディールである。その性質に気づいてやれたなら、それなりの教え方をするだけだ。

「彼女を僕に任せてみない？」

「なんだって？」

　予想もしない提案であった。

「灯国の医師に彼女を紹しよう介かいするんだ。独学で、ひどいやけどを軽傷程度にするなんてなかなかできないことさ。しかも材料もその場にあったありあわせをまぜこんだだけだ。薬草療法を学べば、彼女はたぐいまれなる医師になるかもしれない。少なくとも、この国でくすぶって、調ちよう香こう師しになりそこないの庭師になるよりはよほどいい」

「それは……」

　もしかしたら、コーヴィンの言うとおりかもしれない。庭師になるよりも、調香師になるよりも、ずっとずっと明るい未来が、彼女の前にひらけているのかもしれない。

「花や香水をここまで愛し、いわば執しゆう着ちやくする文化はシュタイン国だけだ。だがひとたび有事になれば、これらの文化はあっというまに廃すたれるだろう。花で腹はふくれず、香水で敵は殺せないからだ。平和な世だからまだいい。なにかがあれば、君たちはすぐさま路頭に迷うだろう」

「そんなの、調香師に限ったことではない」

「そうだ。でも、リンディールはこの先、どんな災わざわいが降りかかろうとも、その手で生き延びる技術を得られるかもしれない」

　──私、香水が好きなんです。楽園の人のつけていた香りは、私の運命の香りなんです。

「……たしかにおまえの言うとおり、香水はなんの役にも立たない。ただ体たい臭しゆうを消し、花の香りを楽しむ、嗜し好こう品だ」

　コーヴィンは、難しい顔をして、自分を見ている。

「だがな。無む駄だということはけしてない。嗜好品は肉体を救わないが、精神を救う。敵は殺さないが、味方を勇気づける。この先どんな世がおとずれ、香水が消えたとしても、いつか再びよみがえるだろう。香りは、人の思い出に残り、人の心に残り、そして人の心を呼び覚ますからだ」

　リンディールが、自分の顔をおぼえていなくても、忘却の月の香りははっきりとおぼえていたように。

　彼女は香水に恋こいをしている。もちろん、リンディールが望むなら彼女に医療の勉強をさせてやるべきだ。でも、無む理り強じいはしたくない。

　情熱も本能も、どちらもたぐいまれなる才能のひとつなのだ。

「……運命の人に出で逢あえる香り、ね。君の作品がそう呼ばれる理由、少しわかった気がするよ」

「それに、おまえがなんの見返りもなく、彼女を留学させようとするとは思えない。どうせ灯国との橋はし渡わたしの一いつ環かんとして、彼女を利用するつもりだろう」

「バレちゃった？」

　コーヴィンは悪びれもせず言った。

「だって貿易事業をはじめるには、こちらとしてもそれなりに手て土産みやげが必要でしょう。天才少女のひとりでもいた方が、あちらもありがたがるかなって」

「あきれたやつだ」

「それに君は、フロノワを再建させないといけない。見習いの育成にかまけている時間はないはずだ」

　フェイは険しい顔になった。

　突とつ然ぜんの火事。火の勢いが強かった場所は「ガーデン」と「バスケット」。あの近くに火を使う場所はない。

「あれは十中八九、つけ火だ」

　コーヴィンの言葉に、フェイはうなずいた。

「マダムか」

「彼女の姿を現場で目もく撃げきしたものがいる。おおかた側近にやらせたんだろう。君に愛人契けい約やくを断られて、相当ご立腹のようだ」

「愛人でなく、調香師の誘さそいだ」

「似たようなものだ、あの女にとっては」

　コーヴィンは淡たん々たんと報告した。

「君の店の被害状じよう況きようを調べてきた。ご丁てい寧ねいに、焼かれたのはガーデンとバスケットのみだ。君の温室『シークレット』は無事だ」

「……あの場所には、マダムからもらい受けた『ソウビ』がある」

「必然的に、試香会にはソウビを使うことになるわけだ、君は」

　はめられたか。真正面から断って、マダムを刺し激げきしすぎたのかもしれない。まさかここまでやるとは思わなかった。

「なんとか方法を考えてみる」

「それがいい。幸いにも、近隣の建物まで燃え広がってはいないよ。今は体を休めて。それじゃ」

　コーヴィンが去ると、フェイは重たい息をついた。

　問題が山積みだった。人生で最大の危機かもしれない。

　フェイは再び、泥どろのように眠ねむった。




「……会わなくてもいいの？　目、覚めたみたいだけど。君の師匠」

　はちあわせたコーヴィンが優しくたずねてくる。

　リンディールは替かえのタオルをかかえたまま、硬こう直ちよくしていた。

　正直、どんな顔でフェイに会えばいいのかわからなかった。

　自分のせいで腕をけがして。しかも、彼は楽園の人で。

　いつか立派な調香師になって、楽園の人にその姿を見てもらおうと思っていたのに、まさかその人はドジばかりの自分を毎日どなりつけていた張本人だったとは。

「いえ……きっと、お疲つかれだと思うので」

　リンディールはきっと顔を上げた。

「コーヴィンさま。お聞きしたいことがあるんです」

「じゃ、散歩がてら聞こうか。君の質問内容は、だいたい予想がついているから」

　病院を出て、ふたりはぶらぶらと歩き出した。フロノワが焼けて、世話をしていた草花もなくなり、リンディールは手持ちぶさたになった。

　そうすると、どうしても考えてしまう。

　忘却の月は、天才調香師フェイの残した幻まぼろしのレシピ。あれほどの香水が、公おおやけの場で発表されなかったのはなぜなのか。

　なぜフェイはあの夜、ナヴォー村の近くにいたのだろう。

　フェイはレイスフール伯はく爵しやく家の調香師だった。

　どうして、今はそうじゃないのだろう？

　マダムの二度めの遅ち刻こくは許されない、という言葉。

　すべてが少しずつ、つながってくる。

「昔の、試香会の記録を見たんです。歴代受賞作品が載のっている冊子。今から十年前、そのときの試香会は十一月七日に行われました」

　毎年試香会は時期をずらして行われる。開かい催さい時期を固定してしまうと、新鮮な象しよう徴ちよう花が咲く時期に試香会があたる家の者が有利になってしまうからだ。

「十年前に、忘却の月はすでに存在しました。しかしあれからどの年の記録にも、その香水の名前はない。フェイ師匠が最初に試香会に出たのは十九歳さいのときで、そのときはすでに香水店フロノワの代表として、ラベンダーを使わずに香水を作っていました。そして調香師の資格を、そのとき初めて得た」

　以降、フェイは免めん許きよ存続のために二度試香会に出ているが、遅刻したという話は聞いていない。

　二度めの遅刻は許されない、とマダムは言った。

　なにかが決定的にかみあわなかった。

「十年前の十一月七日、それは私が楽園の人に助けられた日です。教えてください、コーヴィンさま。その日フェイ師匠は、試香会に参加するはずだったのでは？　その日が、彼が調香師として、デビューする日だったのでは？」

「……そうだよ。彼は十七歳のとき、初めての試香会をすっぽかしたんだ」

　なんとなく、予想はできていたことだった。

　にもかかわらず、リンディールの胸はつきんと痛んだ。

「君の言うとおり、その年の試香会は十一月だった。象徴花のラベンダーは、満開の時期から少しばかりずれる。それを見み越こして精油を保管していたはずが、保存していた香りとミドルノートに加えるハーブの相あい性しようが悪くてね。前日に降った雨でハーブの鮮せん度どが落ちすぎていて、理想どおりの香りにならないと彼は言った」

　絶対に勝てるレシピで臨のぞんだはずだった。それはフェイ自身の傲おごりだった。季節や天候の変化が、草花に毒をもたらすことを、彼はよく知っていたはずなのだが。試作品を作ったときの確信が、彼に油断をさせてしまった。

「とにかく、ミドルノートに使う草が足りないと、それがもっとあれば香りのバランスがとれるはずだと、彼はナヴォー村近くの山へ入った。その山でとれるハーブだったようだ。試香会の前日のことだ。馬をとばして帰ればなんとかまにあうと言っていた」

　そして、遭そう難なんしているリンディールを見つけた。

　彼女を助け、時間を食っている間に、試香会は終わっていた。

「師匠……なぜ、私に本当のことを教えてくれなかったんでしょう」

「君にそんな顔をさせたくないからだと思うよ」

　ミートパイを売る屋台を見つけると、コーヴィンはこぶりなものをひとつ買って、リンディールに手渡した。自分は蒸むした鶏とり肉にくを挟はさんだパンを買っていた。

　ふと、そばのショーウィンドウごしに見た自分は、悲ひ愴そう感でいっぱいの顔をしていた。

「君が自分を責める必要はない。天候や季節を考こう慮りよせずにレシピを作り、材料を用意した、浅はかなフェイが悪い。それは彼もそう思っている」

　天候や季節を考えて、レシピを変えろ。少しの違ちがいが命とりになる──。

　フェイがよくそう言っていたことを思い出した。あれは自身へのいましめでもあったのだ。

「リンディール。本当は僕とフェイの会話、聞いていたんでしょう。君の中に眠っていた新しい才能について、知りたくない？」

「興味ないといえば噓うそになりますけど……私は一度にたくさんのものを目指せるような、器用な人間じゃないです」

　かぷりとミートパイにかじりつく。じゅわっとした肉にく汁じゆうが、さくさくのパイの間からしみ出てくる。

「香水を作るより、ずっと人の役に立てるかもしれないよ」

「香水を作るのは、わくわくします。どきどきします。けれどあの薬を作ったときは……生きた心地ここちがしませんでした。あれを仕事にするなんて、私には無理。こちらが参ってしまいます」

「すぐに慣れるさ」

「慣れる世の中にならないように、人々に香りの夢を届けたい。どうせ必要に迫せまられたら、泣きながら薬を作らなくちゃいけないんだから。それなら今の平和な世を、夢で満たしたい。私の正直な気持ちはそうです」

「ふうん」

　コーヴィンは気のない返事をした。

「それに、なんで私が香り音おん痴ちなのか、これではっきりしたわけですし。師匠に教えてもらいたいことがまたひとつ増えました。師匠が元気に戻ってこられるように、フロノワを整えること。それが今の私にできる、唯ゆい一いつのことです」

　リンディールはむしゃむしゃとミートパイを食べ切り、ぺろりと指の油をなめとると、ごちそうさまでした、と頭を下げた。

「どこへいくの？」

「フロノワへ。動ける私が後かたづけをしないと」

「……そう」

　ずんずんと前へ進む。

　過去は変えられない。十七歳のときに脚きやつ光こうを浴びるはずの、フェイと忘却の月が見せる夢は、ナヴォー村の山やま奥おくで、消えてしまった。

　今度の夢は消させない。香水店フロノワの、天才調香師フェイは再び花祭りに現れるのだ。

　私はもう、寒空の下ひとりぼっちで泣いていた、情けない女の子じゃない。

「強いねえ、女の子は」

　コーヴィンはパンをかじりながら、リンディールの後ろ姿を見送った。
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　リンディールがフロノワにたどりつくと、見習いたちとはちあわせをした。みな手に大きな荷物をかかえている。

「みんな、どこへいくの」

　リンディールがたずねると、さも当然のように返された。

「どこって、辞やめるのよ」

「お店は焼けたじゃない。いてもしょうがないでしょ」

「ねーっ」

「で、でもこれからフロノワは再建するときで」

　人手が必要なときだ。リンディールの訴うつたえを、少女たちは鼻で笑う。

「だって、庭も焼けたじゃないの。この状況で試香会なんて、絶対無理。フロノワには象徴花もないし」

「フェイさんの調香師免許は、剝はく奪だつ。残念だけどそうなの」

「ねー……」

「だからこそ、みんなで協力しあおうよ」

　ひとりの少女が、ずいと前に進み出た。

「あんたにはいろいろ意地悪も言ったわ、リンディール。でもこれから言うことは、意地悪ではなく、真実よ。フェイさんがここから持ちなおせたとしても、長い時間がかかるわ。私たち、それを悠ゆう長ちように待ってられないのよ。だって女の子の時間って、ものすごく短いんだもの」

「一生で換かん算さんすると、おばさんの時間のがうんと長いのよ！」

「ねーっ」

「べ、別におばさんで見習いだっていいじゃない！」

　あきれた、と少女たちはくすくす笑う。

「みっともなくて、そんなのやってられないわよ。私は調香師をしている姉のところに頼たのみこんで、これから遠くへ修しゆ業ぎようにいくの。彼女たちもそうよ。あんたもよかったら来れば？」

「そうよ、せっかくのチャンスよ」

「ねーっ」

　リンディールは首を横にふった。

「……いかない。私、ここでフェイ師匠の帰りを待つ」

「あ、そ。じゃあね、出で来き損そこないのリンディール。命だけでも助かってよかったわね。目め障ざわりだったけど、死んだらさすがに寝ね覚ざめが悪かったもの。さようなら」

　──いってしまった。

　少女たちの姿が遠ざかってゆく。

　店もなくなって、人もいなくなってしまった。

　フロノワは本当に、再建できるのだろうか……。

　がれきや灰をよけながら、リンディールは店の敷しき地ち内を進んだ。ここはリンディールにとって、大切な人生の一部だ。それを暴力のような炎で焼やきつくされた。

　じわりと涙なみだが浮うかび上あがる。

「……めげてる場合じゃないよね。コーヴィンさまにだって、大口叩たたいてここまで来たんだし！」

　とにかく、がれきをどかして、修理できそうなところからはじめてみよう。リンディールが気あいをいれなおすと、どこからか、とんてんかんてんと軽快な音が耳に入ってくる。

　音の方へ足を進めると、金かな槌づちを手にするナタリーがいた。

「ナタリー、けがは……」

「平気よ、あんたのおかげで」

「でも……実家に帰る予定だったんじゃ」

　リンディールはぽつりとつぶやいた。

　病院にかけつけた彼女の家族は、自分たちの工房にナタリーを戻すと言っていたのだ。

「帰るわけないでしょ、店が大変なときに。あの変わり身の早い見習いたちと一いつ緒しよにしないでよね」

　金槌を置いて、ナタリーはこちらをふりかえった。

「……職人だもの。働く場所くらい、自分で守る。それがプライドってやつでしょ」

「……うん！」

　ここからが再スタートだ。まだ終わったわけじゃない。

　人生は長い。何度だって、やりなおせるのである。
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　黒こげのポストに、二通の手紙がさしいれられた。

　花祭りへの招待状だ。

　調ちよう香こう師しのフェイと、ガラス職人のナタリー宛あて。花祭りは二十日後に開かい催さいされる予定である。

　ナタリーは招待状を見てうなった。

「私の作品は、リンデが命がけでとってきてくれたから、無事だけど……フェイさんは、どうなるんだろう」

　ふたりはすでにレイスフール家の世話にはなっておらず、比ひ較かく的てき損傷の少なかった倉庫を寮りようがわりにして生活していた。最初は不便だったが、寒い時期でもないし、慣れると案外暮らしやすいものである。手先の器用なふたりは、協力しあって家具や生活雑貨のたぐいを手作りし、やりくりしながらの生活だったが、これはこれでやりがいがあった。

「お医者さんは、ひとつきは入院しなきゃ駄目だって言ってたけど」

「じゃ、今年花祭りに出るのは絶望的ってこと？　フェイさんの調香師免めん許きよ復活は来年に持もち越こしになるってことよね？」

　店を再建できても、一年香こう水すいを作れないとなると、相当厳しいかもしれない。

　リンディールは、机にかじりついてあれこれと考えていた。

　一年。この時間は短いようでいて、じゅうぶんな打だ撃げきになりえる時間である。フェイの作る香水の予約は一年以上先まで埋うまっており、調香師が不在となると、それらはすべてキャンセルしなくてはならない。

　だが、調香師がひとりでもいれば、店の実体はなくともフロノワの看板は上げ続けることができる。フェイが回復次し第だい、香水を作れば……。

（私が、花祭りに代理で出たり、できるんだろうか）

　もちろん無む謀ぼうなことはわかっている。技術だってないし、肝かん心じんの花もない。

　……野草を使ってなんとか香水を作れないだろうか。

　書きかけのレシピをぐしゃりと丸めてためいきをついた。

「なにをしているんだ」

「花祭りに出るための、レシピを考えているんです」

「おまえにはまだ早いだろう」

「でも、私が出なくちゃ、フロノワがいよいよなくなっちゃうかもしれないし！」

「だれも、おまえにそこまで求めていないと思うが」

　……あれ？

　リンディールは驚おどろき、ふりかえった。

「し、師し匠しよう！　ひとつきは入院されるはずじゃ」

「ただの腕うでのけがでひとつきは大げさだ。経過もよかったので退院してきた」

　しれっとフェイはそう言った。

　たしかに顔色は、病院に運びこまれたときよりはずっといい、が……。

「腕の方は……その」

「おかげさまで支障はない。特製のぬり薬のおかげでな」

　フェイを前にして、リンディールはさまざまなことを思い出していた。楽園の人のこと。それにまつわる、これまでの自分の言動。それから、火事のさい、フェイに助けてもらったこと。

　病院では会話らしい会話もほとんどしなかったので、話すべきことがいろいろとたまってしまっている。

「少し、つきあってもらえるか」

「え？」

「花の世話をしたいんだが、助手がほしい」

「わ、私でよかったら！」

　リンディールが息まくと、フェイは「いくぞ」とふいっと背を向けた。

　彼かれの背中を追いかけて、がれきを注意深くよけながら、リンディールは歩みを進めた。

「ここは……」

　フロノワの裏手にある、ドーム状の、鳥かごのような温室。

　フェイの秘密の庭「シークレット」だ。

　この建物は焼けずに、綺き麗れいに残っていた。リンディールはこくりとつばをのみこんだ。

（シークレットの立ちいりは、禁じられていたはず。だから私も、気になったけどお世話には入っていなかった……）

　火事の日以来手つかずなら、花がどうなっているかはわからない。

「あの、フェイ師匠。気づかずに申し訳ありません。ここの花のことを」

「いいや。俺おれは今日、ここに咲さく花を処分しに来たんだ」

「処分……？」

　フェイは温室の鍵かぎをとり出し、鍵かぎ穴あなにゆっくりとさしいれた。

　とたん、リンディールの鼻を、魅み惑わく的な芳ほう香こうがくすぐった。

　柔やわらかく、上品に香かおるそれに誘さそわれて、リンディールはそろそろと温室に入りこんだ。大きな水みず瓶がめに浮うかぶ無数の花が、ゆらゆらとゆれている。白、薄うす桃もも、あるいは淡あわいイエローに色づくその花々は、水面の流れに身を任せていた。

「綺麗……」

　リンディールは水瓶をのぞきこんで、うっとりとつぶやいた。

「ソウビという。俺が今度の試し香こう会かい用ように育てていた花だ。驚くほどの生命力だな。何日も手つかずにしていたのにこんなにたくましく咲いているとは。育て方を工く夫ふうをしたのが幸いしたか」

　シュタインの土ではなく、さまざまにブレンドした培ばい養よう土を使い、花が直接土に触ふれないように水に浮かべたらしい。

「私、こんなにすばらしい花を初めて見ました！　これがあれば、試香会の優勝は間ま違ちがいなしですね！」

　リンディールは興奮した様子であったが、フェイの表情は冷え冷えとしていた。

「処分したい花というのは、これのことだ。リンディール」

「え……？」

　処分するというのか、この美しい花を。どう見たって、これは特別な花だ。香りにしたらどれほどのものになるか。

「これは、マダム・アマシスという貿易商から譲ゆずり受うけた花。彼かの女じよは黒いうわさが絶えず、輸入を禁じられている植物に手を出しているという話が最近持ち上がってきた。俺は彼女から譲り受けたすべての花を処分するべく、この温室の『かたづけ』をしに来たんだ」

「そんな……」

　しかし、この花を試香会に使う危険性もわかる。もしこの花が輸入を禁じられている花ならば、それが発覚した時点で失格になりかねない。

「たしかに……この花を、図ず鑑かんでも見たことありません」

「これは俺のミスだ。好こう奇き心に負け、見知らぬ花を育てた。うまく育って、どうしても香りにして手元に残したくなった」

　フェイが大きな麻あさ袋ぶくろをとり出した。

「すくいとって、すべて中に入れてほしい」

「……師匠。わかりました。でも……試香会は、どうなさるんですか？」

「しばらく前に株分けしていたスズランがある。こちらは俺が野草から試験的に育てていたものなので、マダムの手を介かいしていない。状態を調べるために家に持ち帰っていて、無事だった。試香会までには開花しそうだ。たいした量があるわけではないが、貴重な生花だ。ほかは保管庫に残してあった精油を使ってレシピを書きなおす」

　リンディールはひとまず息をついた。

「じゃあ、思い切って、これとっちゃいますね」

　両手を水瓶にさしいれて、ソウビをすくい上げる。

「ばか、手袋をしろ。いろいろ薬品をいれているんだよ」

　フェイがあわててリンディールの手をとった。
















「あ、す、すみません」

「まったく、おまえは手仕事をする人間なんだから、もう少し自覚を……」

　ぶつぶつとそばでくりかえすフェイの横で、リンディールの顔はみるみる赤くなる。

　彼がにぎる手の力強さ、温かさ。そのぬくもりがリンディールをじわじわと熱くする。

「あ、あの師匠、手を……。もう、大だい丈じよう夫ぶですので！」

「ああ、悪い」

　彼が手をはなすと、リンディールは思わずその手をさすった。

（そ……そういえば……師匠って楽園の人だったんだよな……！　なんかもう、意識したくないのにいろいろ意識してしまう！）

　過去にやらかしたさまざまな失敗を思い出し、リンディールは内心うめき声を上げていた。

　手袋をさし出して、フェイは言った。

「応急手当て、助かった。ありがとう」

「い、いえ！　私こそ師匠がいなかったらどうなっていたか」

「本当にな」

「す、すみません……」

　我ながら無茶だったと思う。フェイがいなかったらガラス工こう房ぼうで焼け死んでいたかもしれないのだ。

「あのときも言ったが、万が一のことになったらどうする。出で稼かせぎに出ているというおまえの親おや御ごさんも悲しむだろうし、ナタリーは悔くやんでも悔やみきれないぞ。命を粗そ末まつするようなまねをするな」

「おっしゃるとおりです」

「それに俺だって、おまえにもしものことがあったら、後こう悔かいしてもしきれない。そんな苦しい想像自体、させないでくれ。頼たのむから」

　フェイの顔に苦痛の色が浮かんでいる。リンディールは胸がしめつけられそうになった。

「助けていただくの、二度めでしたね」

「……」

「あのときは、大変お世話になりました。直接お礼も言えずに……というか、私、恩人の顔も覚えていなくて……その、いろいろ恥はずかしい、というか……」

「……俺は、まさかあのときの子どもが、フロノワまでやってくるとは想像だにしていなかったんだ」

　フェイはさっさとソウビを麻袋にほうりこむ。

「俺の正体をつきとめてここまでやってきたのかと思ったんだ。そうしたらおまえは、恩人を見つけ出すために調香師になりたいと言う」

「師匠が……そのとき正体をあかさずにいたのは、試香会の遅ち刻こくの件が原因ですか？　私のせいで、レイスフール伯爵家の調香師ではいられなくなったんですよね」

　フェイは苦い顔になった。

「俺は雇やとわれの調香師には向いていなかった。その家の花しか扱あつかえない、狭せまい世界で生きることになる。そもそも俺は庭師だったし、もっといろいろな花を育て、香りにしてみたいと思っていただけだ。ある意味、独立はいい機会だった」

　十七歳さいでレイスフール伯爵家を追われたフェイは、その後十九歳までツテを頼たより調香師の勉強を続けながら働いた。そうして支し援えん者を募つのりフロノワをオープンさせた。

「レイスフール家を出てからもコーヴィンにはちょくちょく世話になっていて、修しゆ業ぎよう先を融ゆう通づうしてもらっていたんだ。ほかにも『忘ぼう却きやくの月』を気にいったとかで、レシピを買いとると言い出した。俺は店を出すために手段は選んでいられなかったから、その言葉に甘あまえさせてもらった」

　コーヴィンはフェイが家を離れることをとても残念がっており、彼の解かい雇こが決まるまでずいぶんと父親に食い下がってくれたらしい。結局くい止めることができなかったため、秘密裏りにいろいろと支援をしてくれたようだ。

「コーヴィンさまは、なぜそこまで親切にしてくださっていたのですか？」

「俺とコーヴィンは年ねん齢れいも近いし、子どものときはちょくちょく庭に出た彼の遊び相手をさせられていた、いわば幼なじみだった。レイスフール家はふたりの調香師がいてこれ以上の増員は必要なかったが、俺が世話になっていたのもコーヴィンの香りを任せるため、という意味あいが大きかったんだ。よく外国にいくものだから、調香師も同行した方がいいと」

　フェイはコーヴィンに感謝していたし、勉強させてもらったことも身に余る親切だと思っていた。けれど心のどこかでこのままでいいのかと、思い続けていたという。

「おまえが気にする必要はない。遅おそかれ早はやかれ俺は独立していただろう。時期が少し早まっただけだ」

　フェイの声が存外優やさしかったので、リンディールはほっと息をついた。

「今はこの道を選んで正解だったと思っている。多くの香りを作り、多くの人と出会えるのは、店を持たなければできなかったことだから」

（フェイ師匠……本当に、仕事に対して、まっすぐだな。やるべきことが、自分の中でしっかり定まっているって感じ）

　どんな困難が降りかかろうとも、フェイはフロノワをあきらめたり、見習いを見捨てたりはしないだろう。きっと店が焼け落ちても、かわらずにやるべきことをやろうとする。

　──かっこいいな、こういう生き方。

　リンディールはフェイの背中を見て、そう思った。

（ん？　かっこいい？　フェイ師匠が……？）

　今までたしかに、彼のことを尊敬していた。見捨てられないように必死でついていこうとしていた。

　以前、見習いの女の子たちがフェイのことをかっこいいと騒さわいでいたのを思い出した。あのときは、なんだか信じがたい気持ちだったけれど……。

「おい？　どうした？　なんだかぼうっとしているようだが」

　彼に顔をのぞきこまれて、リンディールは思わず声がうわずってしまう。

「い、いえ！　なんでもないです！」

　火ほ照てった顔を冷ますべく、手の平を扇おうぎがわりにする。

　ぎくしゃくしながらフェイの助手としての業務をこなし、リンディールは心の中で「平常心」と唱え続けていた。
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　その日から、焼け残った「シークレット」を仕事場に替かえ、フロノワ再建に向けて動きはじめた。当座のところ、やらなくてはならないのは、「スズランを使った香こう水すいのレシピ」を作ることであった。

「師し匠しよう……あの、大だい丈じよう夫ぶですか？　なんだかつらそうっていうか」

　フェイの手の動きは、以前よりもにぶくなっていた。器具を持つ手がふるえていたり、よくなにかを落としたりした。

（退院したって言ってるけど……本当は、強ごう引いんに病院をぬけ出したりしてるんじゃ）

　彼かれは、リンディールが大丈夫かとたずねるたびにうまくはぐらかしてしまう。とうとう彼かの女じよは堪たえかねて問いつめた。

「師匠。正直に言ってください。本当は……退院の許可なんておりてないんでしょう！」

　フェイは決まり悪そうに答えた。

「まあ、少しばかり早めさせてもらった」

「少しって、お医者さんの許可は？」

「……おりてはいないが」

　ぜんぜん駄だ目めじゃないか。リンディールは目で訴うつたえる。

「……たまに、しびれがあるくらいだ。なんともない」

「よくないですよ。ほんのわずかな違い和わ感かんがとりかえしのつかないことに、ってよく聞くじゃないですか」

「縁えん起ぎでもないことを言うな」

　リンディールは名案が浮うかんだとばかりに言った。

「そうだ！　私のあの薬、塗ぬってみるとかどうですか。たしか奇き跡せき的によく効いた、って」

「だがあれは相当臭くさいらしいじゃないか」

「いや、そうなんですけどね、ははは」

　あれを塗ったときフェイは気を失っていたからよかったものの、今度塗ったら再び意識がとびかねない。

　しばらくまをおいてから、フェイは言った。

「……この調合が終わったら、頼たのめるか？」

「え？」

「仕事終わりに塗るぶんなら、問題ないだろうし。正直医者にもらった薬は効きが悪いんだ」

「よ、喜んで！」

　リンディールは舞まい上あがった。フェイの助手としてレシピ作りを手伝っているとはいえ、まだ目立った活かつ躍やくを見せられていなかったのだ。

（直接、調ちよう香こうにかかわることじゃないけど……師匠の役に立てるなら、うれしい！）

　フェイはしばし口をつぐんでいたが、やがて話しはじめた。

「……おまえとナタリーがここに残ってくれたことで、俺おれはずいぶんと助けられたんだ。甘あまえてばかりはいられないと思うが、ふたりのこともすぐになんとかしてやるから、もう少しだけ辛しん抱ぼうしてほしい」

　リンディールはぱちぱちとまばたきをした。

「辛抱だなんて。倉庫生活もなかなか楽しいですよ！」

「冬になれば冷える。住まいをすぐに用意してやるつもりだが……」

　フェイは用心深くたずねた。

「リンディール。医術に興味はあるか？」

「え？」

　おそらく、コーヴィンから言われたのと、同じことを彼も言いたいのだろう。

「いや、ぬり薬がよく効いたものだから。店もなくなってしまったし、もしそっちの道に興味があるなら」

「今のところ、ないです」

「目指すのは調香師で変わりないんだな？　知りあいの調香師を紹しよう介かいしてやることもできる。俺の面めん倒どうを見るよりは時間を無む駄だにしない」

　リンディールは磨みがいていた試験管をことりと置いた。

「師匠。私は……フロノワで働きたいんです。象しよう徴ちよう花に縛しばられずに学べる場所は、唯ゆい一いつここしかない。絶対、なにがあったって、出ていきませんよ！」

　コーヴィンからの留学の申し出だって断った。自分はフロノワの調香師になる。フェイの育てた、初めての一人前として名乗ってみせる。

　フェイが楽園の人だからではない。彼のように、自由な香かおりの世界を知りたいから。そして運命の香りを、ここで作り出したいから。

「あと……これ。楽園の人に渡わたそうと思ってたんです。火事のごたごたで、すっかり渡しそびれてしまったんですが」

　レモングラスを使ったサシェ。勘かん違ちがいしていたので、もとはコーヴィンにあげるつもりだった。

「まだまだ、ですよね。でも自分なりによくできてうれしかった。もっとすごいものをお店に並べるまで、私は絶対あきらめませんから！」

　フェイはサシェを受けとって、くちびるのはしを上げた。

「……そうか」

　思わぬ彼の表情に、リンディールはよろめいた。

　完全にふいうちであった。

（し……心臓が。師匠の笑顔破は壊かい力ある！）

　最近、フェイと一いつ緒しよにいるとたびたびこういうことがあって、落ち着かない。彼とふたりきりで仕事をすることが多くなったせいだとは思うが……。

「一いつ生しよう懸けん命めい作っていたからな。ありがたく受けとっておく。それでは今日はそろそろしまいにして、薬を……リンディール？」

「た、ただちにやらせていただきますっ！」

　リンディールはすぐさま仕事にとりかかった。

　保管庫からハーブをとり出す。じんわりと癒いやしてくれそうなものを。本当は庭でとれたてのものがあったらよかったのだが、残念ながら焼け野原だ。ポプリにするために残してあったヤロウをたっぷりと使い、つぶしてゆく。

（転んだとき、おばあちゃんがよくヤロウで薬を作ってくれたんだよなぁ）

　多年草で、ナヴォー村付近では比ひ較かく的てきよく見かけるハーブである。小さな白い花がぽつぽつと咲さいて、可か愛わいらしい。白い花に赤いテントウムシが止まると、よりほほえましい。

　テントウムシが止まる花はいい花だ、と祖母は言っていた。必ず自分たちにも癒しをもたらしてくれると。

　リンディールはフロノワに来てから、まずこのハーブを植えた。ヤロウなんて育ててどうするんだ、と先せん輩ぱいの庭師は笑った。このハーブは香水はもちろん、ハーブティーにすらめったにいれられることはなかった。知名度が低く、香りも印象に残らない。それでもリンディールは祖母との思い出のハーブを、大事に育ててきた。

「燃えちゃったけど、きっとまた咲かせてあげる」

　懸命に話しかけながら、ボウルでヤロウをすりつぶす。ローズマリーやティートゥリーの精油を加え、茶用にとっておいたミントをまぶした。手がひりひりしているなら、すっとするものが効くかと思ったのだ。

　できあがった香りは、前回より控ひかえめであったが、すっとするどころか、どんよりと曇くもったような匂においだった。雨に濡ぬれた土の中にわずかに残ったミントを、這はいつくばってかいだらこんな感じなのだろうと思う。

「あの……師匠。できました、けど」

　フェイは腕うでまくりをして、机の上に右手を置く。リンディールはどぎまぎしながら、彼の手に薬を塗りつけてゆく。

　彼が眉み間けんにしわをよせたので、リンディールはあわてて手をひっこめた。

「あ、す、すみません。痛かったですか!?　しみました？」

「これくらい問題ない。この間とは、材料を変えているのか？」

「はい、忘ぼう却きやくの月も今はないですし。そういえばヤロウをとっておいたんだと、引っ張り出してきました。昔おばあちゃんが私に、ヤロウで薬を作ってくれて。転んだりすべったりしたときなんかしょっちゅう──」

「昔から、落ち着きがなかったんだな」

　リンディールは顔を赤くさせた。

「な、なんですか。そりゃ今もナタリーみたいにどっしりしているかといえば、ち、違いますけど！　私なりには一生懸命──」

「わかってる」

　フェイは右手を見下ろした。

「一生懸命なのは、わかっている」

「あ……は、はい」

　それだけ言うと、フェイは目を閉じた。

　リンディールはこそばゆくなって、一生懸命師匠の手をマッサージした。節くれだった指はごつごつとしていて、香水を作っていなければ知らない男の人の手のようだった。

（な……なんだか心臓が、鳴り止やまない、というか。あれ……止んだらまずいんだっけ。死んじゃうのか。でもやたらうるさいっていうか）

　指先まで丁てい寧ねいにマッサージしながら、リンディールはおずおずとたずねる。

「あ、あの師匠、いかがでしょうここらへんで。師匠……？」

　フェイは、いつのまにか腕を枕まくらにして、寝ね息いきをたてていた。

　いつも、頼たよりがいがあるけれどちょっぴり怖こわい大人だと思っていた彼の寝顔は、不思議とあどけなかった。

　リンディールはふうとためいきをついた。

「お疲つかれなんですね」

　私も、フェイ師匠が一生懸命なのはわかっている。いつも。

　薬をたっぷりとしみこませて包帯を巻くと、リンディールは薄うす手での毛布をフェイの肩かたにかけた。

　そばのいすに腰こしかけて、リンディールは師匠の端たん正せいな顔をじっと見つめていた。

　今だけの特等席だ。フロノワに残った調香師見習いは私だけ。この時間は、私だけの特権。

　リンディールはふふっと笑って、しばらくの贅ぜい沢たくな時間を楽しんだ。
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「いい天気ね。花祭りにはちょうどいいじゃない」

　ナタリーは箱型馬車から外をのぞいた。

　夏の終わりに咲くさまざまな花をデコレーションした少女たちが、大通りでダンスを披ひ露ろうしている。子どもたちには花を模した砂糖菓が子しが配り歩かれ、大人たちの手には花の香りのカクテルドリンク。国をあげての祭りに、民衆も浮き足だっていた。

　花祭りは庶しよ民みんから貴族まで、すべての国民がこの国に咲いた草花に感謝する日だ。

　花祭り当日。フェイのレシピは無事完成し、リンディールは彼の助手として、試香会に同席できることになった。

（花祭りにいけたら、とは思ってたけど。まさかこんなことになるなんて）

　フェイのけがの具合は、徐々によくなってはいたものの、時折彼の顔色が悪いのが気になっていた。

（思い切って、器具の出しいれだけでもやらせてくださいって言ってみたら、快くいいって言ってくれたな……）

　以前のフェイだったら、器具をさわることすら見習いにさせなかったのに。

　もちろん体調がいまいち優すぐれないのもあるかもしれないが、最近は彼の一挙一動が優やさしく感じたり……なんて。

（いや、いや、ないけど！　いつもどおりどやされたりしてるけど！）

　ナタリーはにやついた顔で、リンディールに耳打ちしてくる。

「最近、あんたフェイさんとあやしいんじゃない～？」

　リンディールはばっと顔を上げて、向かいの席に座すわるフェイの顔を見た。腕を組んで眠ねむっている。

「ちょっ、ちょっとなに本人がいるときに」

　こそこそと返すと、ナタリーは口元をおさえて「やっぱりあやし～い」と茶化してくる。

「フェイさんはいつもどおりだけど、手がぶつかるたびに『ぎゃっ』とか目があうたびに『ひっ』とかあんたうるさいんだもの」

「うわわ～……私そんなんだった……？」

「思いっ切りね。フェイさんもあんたの様子がおかしいから、疲れてるんじゃないかって心配してたわよ」

（最近優しいのってやっぱりそういうことか──！）

　リンディールはがっかりしたが、まあそんなものだろう。

「ようやく一緒に仕事をしてるのが絶世のいい男だって自覚したみたいじゃない。お猿さるから思春期に進化？」

「う、うるさいな。だいたいそんなんじゃないし！　なんだかんだ優しいのは前からだけど、師匠の仕事ぶりが男前だなって思ったり、意外と怒おこってないときは顔が整ってるなって思ったりしただけだよ」

「それを惚ほれているというのよ」

　リンディールはぽかんと口を開けた。

「惚れて……いる」

「あんたが、フェイさんに」

「そんな……まさか」

「まさかって、楽園の人だったんでしょう、彼。初はつ恋こいの人の正体もわかったことだし、まったくおかしくはないとは思うけど？」

　……楽園の人に、恋をしていたのかな。どちらかというと、彼の親切と、彼の香りに恋をしていたような気がする。

　でもそれはどちらもフェイの一部だ。ならば、ずっと追いかけ、恋をしていたのは彼の一面ということになり……。

「うっ……うわあああ!!」

　リンディールが胸の熱をやりすごせずに叫さけぶと、フェイはその声で目を覚ました。

「うるさいぞリンディール、静かにしろ！」

「す、すみません」

「ったく、おちおち寝てもいられない。王宮に入ったら騒さわいだり叫んだりするなよ。花祭りにいくだけで興奮するなんて子どもかおまえは」

　リンディールは頰ほおをふくらませた。

（私は師匠に恋をしているみたいだけど……師匠はぜんぜんそんなことないんだもんなぁ）

　ナタリーが横で肩を震ふるわせて笑っている。リンディールはひじでどすりと彼女を攻こう撃げきした。
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　長い道のりの末、ようやく王宮にたどりつくと、さっそく話しかけてくるものがいた。

「お久しぶりね、フェイ。その後調子はいかが？」

　マダム・アマシスである。

　リンディールはフェイと彼女の顔を見比べた。フェイはマダムの花をすべて捨ててしまったのだ。

「お店が焼けてしまったと聞いたわ。大変だったわね。よかったらしばらく、うちであなたの面倒を見てもいいのよ」

「いいえ、お気持ちだけ受けとっておきます」

「そんなふうにかたくなにならずともいいわ。心がけは立派ですけれど、あなたには花が必要なはずよ。今日はあの花を、持ってきたのでしょう……？」

「処分しました」

　フェイは淡たん々たんとそう言った。

　マダムは首を傾かたむける。

「処分……？」

「あなたからいただいたソウビは処分しました。今日は、俺が品種改良を重ねて育てていた別の花で挑いどみます。あなたから受けとったものではなく、野草から育てたものです」

　マダムの表情はみるみる険悪になる。

「わたくしの子どもを捨てたっていうの？」

「申し訳ありません。公正な勝負をしたかったので。それでは準備がありますので、これで失礼します」

　フェイがきびすを返すと、マダムは叫んだ。

「──勝てないわよ、あの花じゃなければ！」

　フェイは無視して、リンディールとナタリーに「いくぞ」と声をかける。

「なにあのおばさん、怖っ」

「ナ、ナタリー」

　たしかにナタリーの言うとおり、マダムの表情はまるで亡ぼう霊れいのようで、おそろしかった。

「負けるんじゃないわよ、絶対あの人フェイさんに気がある。リンデといいあのおばさんといい、フェイさんって女運ないなあ」

「なんでそこに私が入っているのよ」

　それにしても、マダムのあの気き迫はくは気になる。なにかややこしいことにならなければいいのだが。

「フェイ、リンディール」

　さわやかな笑え顔がおを浮かべて現れたのは、コーヴィンであった。

「コーヴィンさま」

「ナタリーも元気そうだね」

「その節はお世話になりました」

　ナタリーはあの火事の日、コーヴィンに保護されていた。「美しい女性のそばにいられて役得だったよ」と調子よく言うと、彼はまじめな顔つきになった。

「少し、いいかな。フェイと話がしたいんだ」

　リンディールとナタリーはうなずいて、控え室に向かった。どのみち、本番までにいろいろと身み支じ度たくを整えなくてはいけない。貴人の前で調香するなら、衣い装しようも優ゆう雅がなものに。ナタリーが古着屋から見み繕つくろってくれたものだけれど、リンディールにもきちんと勝負服がある。

「師匠、またあとで」

「ああ」

　リンディールは顔つきをひきしめた。

　もうすぐ本番だ。マダムの花と決別し、フェイが試し行こう錯さく誤ごして作り上げた、フロノワの香りが作られる。




　リンディールの背中を見送ると、コーヴィンは口をひらいた。

「よくない状じよう況きようみたいだな」

「……ああ」

　フェイは腕をさすった。痛がゆい感覚がとれない。医師の言うことをきかずに、フェイは強引に退院した。本来なら、まだベッドで横になっていなくてはいけないところだ。働きづめであったのでけがの治りも悪く、じくじくとした痛みにたまに冷ひや汗あせをかいている。

「しかし、花祭りを欠席はできない」

「君の欠席は二度めだ。さすがにこれを逃のがしたら、王族たちの心証はよくないだろうな」

　そう。規約には明記されていないが、遅ち刻こくや欠席をくりかえす調香師に免めん許きよを与あたえてくれるほど優しくはないだろう。それならばまだ調香本番に倒たおれる方がましだ。むろん、倒れる気などない……が。

「いざとなったらリンディールを頼れ」

　コーヴィンの言葉に、フェイは嘆たん息そくした。

「そうするほかないだろう」

　まさか彼女が自分の救世主になるなど、少し前までは想像もできなかった事態である。

「君も彼女の才能を実感しているわけだ。どう？　僕ぼくに任せてもっと花ひらかせてみない？」

「──彼女にも確かく認にんした。別の調香師のもとで働くかと。それか、医術の勉強をしてはどうかと。本人にその意志はないようだ。それに正直、渡したくない」

「ほう？」

「面おも白しろい才能だ。たぐいまれなる才能。あれが花ひらいたら、調香師としてどうなるか、見てみたい。できれば自分の手元で。まっすぐこちらに向かってくるなら、できる限りのことを返してやりたい」

「ほうほうほうほう。面白いじゃないか」

「なんだうっとうしい」

　コーヴィンはにまりと笑った。

「それってつまり……リンディールに、恋……なんてしちゃったりして！」

「それはない」

「なんで即そく答とうするんだ」

「あれはまだ子どもだぞ。花ならつぼみだ。年長者として、教え守るのが俺の仕事だ」

「女の子が花ひらくのはあっというまだよ」

「くだらない話をするなら俺はもういくぞ」

　フェイがいらだったように言うと、コーヴィンは目を細めた。

「負けないよ、フェイ。僕には今のレイスフール伯爵家を支える調香師がいる。君はもう僕の調香師じゃない。次に会うのは別の家の人間、この場で僕の親切は期待しないで」

「おまえの調香師になったつもりはない。ただの一度も」

「それくらいでなくちゃね、せいぜいがんばって」

　フェイは腕のしびれを感じ、舌打ちをした。

　やらなくてはならない。自分は調香師だ。見習いや仕事仲間を守る柱。この道を選んだ以上、柱としての役割は果たしてみせる。




　リンディールは薄うす緑みどり色のふわりとしたドレスに身を包んでいた。ナタリーの作った小さなガラスビーズをすそにたくさんあしらって、歩くたびにきらきらと光がゆらめく。短い髪かみをあみこんでさしいれた、オーロラ加工をしたガラスバレッタは、レースのような複雑な文様をしている。

「お金ないから手作りだけど、プロが作ってるんだから当たり前にすごいでしょ」

「すごい……私こんなに綺き麗れいな格好したことないよ」

「ちょっとはましに見えるんじゃない。ただでさえ火事のうわさであわれみの視線をびしびし感じるしね。どっしり構えていないと」

　ナタリーもそのきりっとした顔立ちが引き立つ青いドレスに袖そでを通し、表ひよう彰しよう台だいに上がる気満々だ。

「優勝者にふさわしい格好で来てやったわ。私はフェイさんを信じているけど、もしなにかあっても、私の優勝で香水瓶びんは絶対に今以上に売れるから。フロノワはつぶれたりしない。心配しないで」

「私も、精せい一いつ杯ぱいやる」

　リンディールがナタリーとともに控え室を出ると、フェイが壁かべに背をつけて待っていた。彼はリンディールを見るなり、目を見ひらいた。
















「ど……どうでしょうか」

　リンディールがもじもじとたずねると、フェイはしばし答えなかった。

「……ナタリーの作品か。よくできている」

　ドレスやバレッタのことだ。リンディールはずきんと胸がうずいた。ほんの少し、期待したのだ。着替えた自分を見て、なにか反応してくれるんじゃないかって──。

（ま、まあね。師匠がそんな、人の見た目をほめるタイプじゃないって、わかってるけど！　コーヴィンさまじゃあるまいし）

　ただし乙おと女め心としては、ちょっぴり残念というか……。

「リンディール。今年でいくつになる？」

　フェイは唐とう突とつにたずねた。

「えっと……十七歳さいです」

「そうか。俺も年をとるわけだな」

　リンディールが首を傾かしげると、彼は顔色のひとつも変えずに、ぽつりと言った。

「綺麗になったな」

　リンディールは思わずよろめいた。

　──そんな。師匠、そんなこと言われたら。勘違いして舞い上がっちゃいます！

「馬ま子ごにも衣装だな」

「し、師匠……わかってましたけど！」

「しゃべると台無しだからさっさといくぞ。ナタリーは会場が別だったな。しっかりやれよ」

「わかってます。フェイさん。リンデ、がんばってね」

　やったじゃない、と彼女がくちびるを動かして伝えてくる。

　一応ほめてもらえた……けど。肝かん心じんなのは衣装ではなく仕事ぶりだ。

　リンディールは腕まくりをしようとして気がついた。このドレスは長い袖なんてついていない。いつもとはまるで違う景色。泣いても笑っても、結果がすべてだ。
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　とうとう試香会本番となった。

　出場者がそれぞれテーブルにつく。

　試香会は王宮内の大広間で行われる。出場者には蒸留器がひとつと各器具が貸し出され、持参した花や精油を使ってその場で香りを作り上げる決まりだ。

　各テーブルには砂時計が置かれている。制限時間がもうけられており、その時間内で作品を仕上げるのだ。

　向かいのテーブルにはレイスフール伯爵家の調香師が、さらに遠くにはマダム・アマシスのパーカー家の調香師が、それぞれ位置についている。名だたる名家の調香師たちは、象徴花を手にきりりとした面もちで姿勢を正した。

「開会に先立ち、審しん査さ員いん代表の王女アレスさまよりご挨あい拶さつがあります」

　王族の登場を告げるファンファーレだ。

　大勢の侍じ女じよにかしずかれたアレス王女が、しずしずと前へ進み出た。蜂はち蜜みつをこぼしたかのような美しい金色の髪に、透すき通とおるような白い肌はだ。紫むらさき色いろの瞳ひとみは穏おだやかに細められて、ドレスにはためいきが出るほど贅沢なレースで彩いろどられている。

　年ねん齢れいのわりに落ち着いた魅み力りよくを放つ彼女は、紛まぎれもなく王家の淑しゆく女じよにふさわしかった。

（この人が、アレス王女。なんて綺麗なんだろう）

　アレス第三王女は今年で十五歳。社交界デビューはまだだ。彼女が社交界でつける「初めての香り」は、今年の作品から選ばれることになっている。

（えっと、たしか王家の象徴花は「薔ば薇ら」なんだけど、女子に王位継けい承しよう権はないから、薔薇の香りはつけないのが慣例なんだよね）

　社交界デビューから嫁とつぐまでのわずかな間、王家の女子がつける香りは、試香会の優秀な作品から選ばれるのだ。

「みなさま、よくお集まりくださいました」

　アレスの声は、かすれていた。緊きん張ちようしているのかもしれない。観覧席には、それぞれの家の当主がこの場に注目している。

「わたくしの社交界のはじまりとなる、すてきな香水をお待ちしております。よく励はげんでください」

　短いスピーチだった。すぐに彼女は壇だん上じようをおりる。拍はく手しゆがわきおこり、リンディールもつられて手を打った。

（内気な方だな。こういうのって、もっと長く演説するものなのかと思っていた）

　フェイは包帯を巻きなおした。

「いくぞ」

　リンディールはうなずく。

　進行を司つかさどる大臣が、大声を張り上げる。

「それでは、砂時計を返してください」

　とん、とリンディールは砂時計をひっくり返した。

　調香は四十五分ごとに五組ずつ。香りの中で最も重要とされるミドルノートをその場で調香し、あらかじめ提出してあるトップノートの評価とあわせて優ゆう劣れつの判断をつけられる。

　本日、試香会に参加表明した貴族は二十五組。ひとつの家から複数の調香師が参加するのも珍めずらしくない。リンディールは自然、手つきに力がこもる。

　刻んだミントの葉をそっと計量器の上からとり上げた。

　リンディールは緊張のあまり震える膝ひざに「鎮しずまれ！」と心の中で強く命令した。

　大広間には五つの調香台。それをぐるりととり囲むように、アーチ型の観覧席が用意されている。まるで裁判にかけられている被ひ告こくの気分だ。

「準備は終えたか？」

「はい。整ってます」

　そう言いながら、リンディールはちらりとフェイの顔を見やる。なんだかさっきより肌が青白い。頰からはひとすじ汗あせがこぼれ、呼吸も乱れている。

「師匠、大丈夫ですか。お顔の色が優れないみたいですが」

　そのときだった。

　──カン！

　銀のボウルが転がる、高い音がした。

「フェイ師匠っ！」

　床ゆかにうずくまるフェイを見るなり、リンディールの顔はさあと青くなる。

　指先に巻かれたフェイの包帯は、とれかかっていた。白い布のすきまから、ただれた皮ひ膚ふが顔をのぞかせている。明らかに膿うんでいた。

「どうして黙だまってたんですか」

　以前よりもずっと、ひどくなっている。

　こんな指では、とてもじゃないけど細かい作業なんてできやしない。こうなるまで相当つらかったはずだ。

「調香を続ける」

　フェイはどうにか持ちなおそうとしたが、指先の震えは止まらない。

「無理です。動かなくなってしまいます」

「それでもやるしかない。俺は調香師だ」

　はさみの使い方が危なげで、見ていられない。道具に指をかけるだけで、フェイはつらそうに眉まゆをゆがめる。きっと布がこすれただけでも激痛が走っているはずだ。

「……できるか」

「え？」

　師匠が何か言っている。リンディールは耳をそばだてた。

「俺の指、どうにかできるか」

　真意をはかりかねて、リンディールはフェイの顔をのぞきこむ。真しん剣けんそのものだった。リンディールは医師ではない。けれど、やるしかない。

　余分に持ってきたシュタインハーブを湯ざらしにして、草の汁しるを抽ちゆう出しゆつする。

（たしか、おばあちゃんが言ってた。シュタインに根づくハーブは強い。自分で自分を癒す力を持っているって）

　フェイ師匠の指がどうにか動いてくれますように。

　リンディールは無心になっていた。シュタインハーブにカモミールの葉をまぜ、ユーカリレモンの香こう油ゆをたらす。つけ足す匂いが増えるたびに、どんどんひどい臭においになる。あの火事の日のぬり薬ほどではないが、顔を近づけたらすぐに日干ししていない雨あま傘がさのような臭いがして、顔をしかめたくなる。

（すぐ近くでかがなければ問題ないといえばないけど……果たして効果があるかどうか）

「これに指をつけてください」

　むわっとする深緑色の液体が、ボウルの中でゆれていた。フェイは黙って従った。リンディールは彼との立ち位置を逆にし、調香台に立つ。

「私が最終行程の直前までやります」

「できるか」

　フェイは「やめろ」とは言わなかった。彼の瞳から、一筋の信しん頼らいの光を感じとる。

「そこから指示してください。私があなたの指のかわりになります」

　フェイはうなずいた。

「ミント、一ミリシリング」

「はい」

「オレンジベルガモット、三ミリシリング」

「はい」

　ずっと見てきた、フェイの手さばき。

　空気を含ふくむようにいれるミント、逆に手早くまぜるオレンジ。

　主役のスズランはフローラルの強い香りだ。華はなやかさを引き立たせ、優しくより添そえるように。さわやかな香草と温かな柑かん橘きつ系の香りをまぜる。

「スズランを刻め」

　何度も注意されてはやりなおした行程だ。スズランの香りを散らさないよう、直前に新しん鮮せんな花を刻む方法。斜ななめ上から刈かりこむように、そして手先は素す早ばやく。トントンと小気味いいリズムが調香台で跳はねる。観客は、リンディールの手つきに「おお」と声を漏もらした。

「いいぞ。蒸留器へ」

「はい」

　──ほめてもらえた。

　休まず香草を刻んではいれ、刻んではいれをくりかえす。

　ほっと息をついて小さな釜かまの蓋ふたを閉めると、周りのテーブルも一段落したころあいだった。時間がない。これからまだ最終行程が残っている。まぜあわせた香油を調ととのえ、香水を作り上げる作業だ。

「師匠、指はどうですか」

「熱は引いた。いけるはずだ」

　フェイは緑の液体から指を引きぬくと、布で水気をとった。布が触ふれても痛みは走らないようだ。

　リンディールが目配せして蒸留器の蓋を開けた。冷水に浸ひたした二重底のボウルの上にスズランの香りを流しこむ。あらかじめ調香してあったトップノートの材料を丹たん念ねんにまぜてゆく。

　あまりの速さに、観客の目は追いついていなかった。先ほどのリンディールとは比べ物にならない手つきのよさだ。

　残り数分を告げるベルの音とともに、香水はナタリーの傑けつ作さく「暁あかつきの少女」の瓶へ注つぎこまれた。

　完成だ。

　確信できる。やれるだけのすべてを、ここにこめられたと。

「おまえのおかげで、助かった」

　頭上に落とされたフェイの声は、リンディールが一番ほしかった言葉だった。




　フェイの香りは、またたくまに予選を通過していった。

　毎年くじで決められる選考委員は各貴族代表の長。テーブルごとの二次選考が行われ、最終選考に残ったのは三組。

　レイスフール伯爵家のアーノルド、マダム・アマシスの第一調香師サイモン、そして『フロノワ』のフェイだった。

　ここからの審査は、王族が判断することになる。

（もう作品は作ってしまった、あとは天命を待つだけ）

　最終選考まで残れたのだ。これだけでもうフェイの腕は証明されたようなもの。

　それでも、なんとなく落ち着かないのは候補者のなかにマダムの家の調香師がいるからかもしれない。

　マダムはすでに勝かち誇ほこった女王のような威い厳げんで、王女の登場を待ちかまえている。

　謁えつ見けんの間に入ったフェイを見るなり、マダムは彼に近よった。

「すばらしかったわ、よく持ちなおしたわね。フェイ」

「それはどうも」

　ふたりが穏やかでない視線をとりかわしている間に、再びアレス王女登場のファンファーレが鳴る。王女による試香、そして優勝作品発表の時間だ。

「みなさま、ご苦労さまでした」

　カナリアのような美しい声に、その場にいた全員が頭をたれた。

「さっそくですが、香りをいただきましょう」

　王女が赤いビロードのいすに座ると、すかさず侍女が三つの香水瓶をトレーに載せてやってきた。

　王女が最初に手にしたのはレイスフール家の作品だった。瓶は巨きよ大だいなリーフをかたどっており、細かな葉脈に香水が入りこんで、まるで植物の鼓こ動どうを目にしているかのようなデザインだ。

　王女が蓋を開け、ひとしずくをガラス皿の上にたらす。

　それから優しくほほえんだ。

「森の中を歩いているような、澄すんだ香りがしました」

　その言葉にアーノルドは腰を折る。

「我わがレイスフールの象徴花・ラベンダーをほどよく散らして作り上げました」

「すばらしい。まさに森の心音を聞いているかのようです。これは夏の森ですね」

　王女はそっと瓶を置くと、次にマダムの調香師サイモンの瓶を手にとった。シャンデリアを手の平サイズにしたかのような美しい香水瓶は、砕くだけ落ちそうなダイヤモンドで飾かざられている。

「こちらは特とく徴ちよう的な香りですね。一度かいだら忘れられない」

「香草のほかに香こう辛しん料りようをまぜてみました。スパイシーな香りが花とまじりあってひとつの個性になるように」

「斬ざん新しんな試みです」

　サイモンが恐きよう縮しゆくして頭を下げる。

　そして、リンディールの心臓はびくんと跳ねた。

　王女の指が、「暁の少女」に触れたのだ。

　リンディールはぎゅっと目をつむった。自分が手伝ってしまったから、ひどい匂いになっているかもしれない。

「すばらしい香水瓶ですね。繊せん細さいな葉にくるまれた少女」

　王女はうっとりとした表情で、試香を楽しんでいるようだ。リンディールはひとまず安あん堵どの息を吐はく。師匠の仕上げがよかったのだろう。

　王女の感想を聞く前に、甘ったるい女の声が割わりこんできた。

「アレス王女。その香りについて進言したいことがございます」

　その場を遮さえぎるように、マダム・アマシスが進み出た。

　王女は大きな瞳をぱちくりと瞬まばたかせて、「なんでしょう」とくちびるを動かす。

「その香水は、ローズウォーターの成分がまじっていますわ」

　ざわっと、その場の空気が乱れた。王女は首を傾げる。

「私はスズランの可か憐れんな匂いに感じました。どうしてそう思うのです？」

「わたくしは種をお世話しているすべての家の庭を拝見しておりますわ。そこで、見慣れない花があったのです。貿易で海外にも足を運ぶわたくしならわかりますわ。フェイ・ギルティアは禁花の薔薇を育てています」

　参加者の視線がフェイに集中した。

　よくない流れがおこっている。

　王女はとり乱さず、もう一度香水の匂いをかいだ。

「薔薇の香りはしません」

「ええ。匂いだけはね。でもアレス王女、薔薇の世話をなさっているあなたならおわかりのはず。このシュタインで、薔薇は最も『正しく咲かせる』ことが難しい花。正式な手順を踏ふまずに咲かせるとどのような弊へい害がいをもたらすか」

　アレス王女は緊張した面もちになった。

　リンディールは思わず口をひらいた。

「言いがかりです。私たちはスズランの花を原料に作りました。王家の象徴花など使っていない。そもそも手に入らないはずです」

「ええ。正式なルートからはね」

　マダムの言い方には含みがある。リンディールは嫌いやな予感がした。

　王家以外の者が薔薇を栽さい培ばいすることは、禁止されている行こう為いだ。もし不正な方法で薔薇を手にいれて育てたというのなら、それだけで調香師を名乗ることはできなくなる。

「フェイ・ギルティア。あなたは薔薇を原料に使っていないと、私に誓ちかえますか？」

　アレス王女はフェイに向きなおった。だれの意見でもない、まずは調香した本人の口から事実を確認しようとしているのだ。

「はい」

　フェイの返事に、アレスは口をひらく。

「アマシス。ギルティアはこう言っておりますが」

「ならば調べてみればよきこと。間違えた薔薇を育成したなら、判別方法は簡単ですわ」

　王女はうなずいて、侍女に明かりを持ってくるように命じた。

「ギルティア。調査を許してください。こうするのがだれもが納なつ得とくする道なのです」

「仰おおせのままに」

　フェイの返答に、コーヴィンは険しい表情になる。

「我々は薔薇の姿も匂いもわからない。説明をしていただけませんか、王女。我々にはその審査が公平かどうか、見み極きわめる義務があるはずです」

　コーヴィンの言葉に、宰さい相しようが「無礼であるぞ」とつばを飛ばした。王女は「かまいません」と遮る。

「説明いたしましょう。我が王家に伝わる薔薇は、正しく育てれば甘く匂い立つ芳ほう香こうを。しかし育て方を間違えると、そばに咲くほかの花に悪あく影えい響きようをもたらします」

「悪影響……？」

「シュタインの風と土は植物を変異させる。専用の肥料と決まった時間の水やり、そして細やかな剪せん定ていを行わなければ薔薇は無害の毒をまき散らす。暗くら闇やみの中、ひとすじの光を当てると輝かがやく粉が付着しているのがわかります」

　侍女はそっとカーテンを閉めた。とたんに部屋は光を失う。そして王女は香水瓶をランプの明かりに近づけた。

「これは……」

『暁の少女』はダイヤモンドのように光り輝いていた。水すい泡ほうからまばゆい輝きが漏れ、リンディールは「そんな」と声を漏らす。

「残念ながら、スズランのそばに禁花があったことは間違いないようですね」

　リンディールの頭の中に、「シークレット」の水みず瓶がめに浮かんでいた「ソウビ」が思いおこされた。きっとあれが薔薇に違いなかったのだ。火事がおこる前、フェイはシークレットからスズランを持ち帰っている。

　それに、レシピは「シークレット」で作成された。スズラン以外の材料にも、薔薇の毒が混入していた可能性がある。

　マダムは扇おうぎの下に笑えみを隠かくしていた。

「どこで薔薇を手にいれたのです？　フェイ・ギルティア」

「薔薇を育てた覚えはありません。『フロノワ』の花はマダム・アマシスを介かいして育てたものばかりです」

「あら、知りませんわ。それに、そのスズランは野草から育てたと聞きました。もともとその花はわたくしの子ではないのでしょう？　わたくしの貿易船の記録はすべて王家に提出し、徹てつ底てい的てきに管理しておりますの。それは王女がすべてご存じのはず」

　フェイが堂々と言ってのけるマダムをにらんだ。彼女はしらを切り通す気だ。

「私はマダムから花を譲ゆずり受うけました。それ以外のルートは持ちあわせておりません」

「でもわたくしは渡しておりませんし、証しよう拠こもない」

　二人のやりとりに、王女は困こん惑わくしているようだった。香りに薔薇の混入物があった以上フェイを全面的に信じることはできないし、マダムの記録はその都度提出されているものの、王女はすべてに目を通したわけではないのだろう。

「アレス王女。第三者として、意見を述べてもよろしいでしょうか」

　コーヴィンが一歩前に進み出る。

「はい。どうぞレイスフール」

「疑いがかけられた以上、薔薇の入手ルートははっきりとさせるべきです。しかし、一いつ介かいの調香師が個人で密輸を手配することができるでしょうか。ましてや彼は家がない。貿易に使えるような船も、通行証も持ちあわせていない。ならばだれかが協力したと考えるべきです」

　そして、とコーヴィンは続ける。

「彼は花の育て方を間違えていた。つまりは正しい知識を伝授されずに花を受けとったということ。彼も間違いなく被ひ害がい者だ。調香師は植物博士ではない。それが薔薇かどうか、見たこともないのにどうやって判別がつくのです？　しかも彼はその花を直接調香に使ったわけではない。この件も鑑かんがみて判断するべきです」

　雲行きが変わってきた。マダムはいまいましそうにコーヴィンの横顔をにらみつけている。

　王女はしばしの逡しゆん巡じゆんのあと、関係者たちを思し慮りよ深ぶかい瞳で見つめた。

　フェイを告発したマダム、公平であろうとするコーヴィン、あわてふためくことなく、ただじっとその場に立つフェイ。

　アレス王女は複雑に絡からみあう彼らの心情を、ひもとこうとしているかのようだった。

　やがてさまよう彼女の視線が、リンディールの額でとまった。

「一方的にフェイ・ギルティアを罪に問うことはできません。たしかな証拠もなく、そして彼は禁花を使用したわけでもない。ですから、こうしましょう。今から『フロノワ』勢に四十五分の時間を与えます。この城のバルコニーに飾られた花を使って別の香りを作ってください」

　参加者や見物者それぞれの顔に、驚おどろきの表情が浮うかび上あがる。

　禁花使用の疑いもそうだが、さらにこの措そ置ちはあまりにも異例だ。普ふ通つうなら問答無用で失格になるはずである。

　ただし、とアレス王女は前置きした。

「代表調香者はフェイ・ギルティア以外のものといたします」

　王女の一言に、さらに場が騒そう然ぜんとなる。

　リンディールの体から血の気が引き、立っているのがやっとだった。

　フェイ以外の調香者など、リンディールのほかにいない。

「そんな、あんまりです」

　リンディールがとりすがるように王女の前に進み出ようとするが、フェイの左手に制される。

「疑いがかけられている本人をもう一度舞ぶ台たいに立たせてもみな納得はしないでしょう。ですから、別の調香者にフェイ・ギルティアの名代として、この場にある花を使って作品を作っていただきたいのです。できなければ『フロノワ』は失格。フェイ・ギルティアの調香師免許存続は認められません」

　コーヴィンがこちらを気にするような視線を送った。マダムは目を細めてフェイとリンディールの出方を窺うかがっている。

　リンディールは手の平をぎゅっとにぎりしめた。

「……師匠。私を信じて、くれますか」

　やるか、やらないか。その二に択たくなら、リンディールは挑ちよう戦せんしたかった。

　このまま師匠が汚お名めいをきせられ、無様に城を出るところなんて見たくない。

　でも不安でたまらない。胃の中のものが全部せり上がってきそうで、気持ちが悪い。

　そんなリンディールの肩に、そっと手を置いてフェイはかがんだ。彼女の耳元に、フェイのくちびるが近づいた。

「勝手を承知で言う。おまえを、信じさせてくれ」

　こんなときだというのに、フェイの声は低く、力強かった。

　リンディールはそっと目を閉じた。

　おそらく自分が全力を出し切ったとしても、ほかの調香師を超こえるような作品は作れないだろう。

　でも、救いがあるならすがりたい。

　彼女は目を開けて、ふりかえる。フェイの姿を確認した。

（私はもう、山の中で泣いていた子どもじゃない）

　地上に這はい上あがる力を、この人がくれた。

「調香は、私が行います。香水店『フロノワ』の調香師見習い、リンディール・クライドです」

　王女はゆっくりとうなずいた。

「では四十五分後。もう一度ここへ集まってください」

　王女が小さく咳せきをすると、それを合図に一時解散となった。




　リンディールの口はからからに乾かわいていた。

（せめて、予選通過レベルくらいのものを出さないと師匠の調香師免許が剝はく奪だつされちゃう）

　それでなくても、「フロノワ」に禁花密輸の疑いがかけられている。ここでリンディールが下手な香水を出せば、もう店の看板を表に出すことすらできなくなるかもしれない。

（できるの？　私に……）

　フェイは一いつ切さいの参加を許されず、別室へ案内されてしまった。自分の力でやるしかないのだ。

　レシピさえまともに書けないリンディールにはどだい無理な条件だった。しかも時間は四十五分しかない。

　リンディールは周囲を見み渡わたした。一流の庭師たちが手いれしたバルコニーには、色とりどりの花がさざめいている。

　宣言したものの、どんな花を使っていいのかまるでわからない。リンディールは王女の姿を頭に思い浮かべていた。彼女が喜ぶような、そして花祭りにふさわしい作品にしなければならない。

　ひとつひとつ、花は生き方が違う。風になびく葉や、土からすくすくとのびる茎くき、呼吸をしている花か芯しんがみなそれぞれ異なって、まざりあってひとつの香りになるのが時折すごく不思議でたまらなくて、そしてどうしようもなくぞくぞくする。

『おまえを、信じさせてくれ』

　耳元でささやかれた師匠の言葉が、甘い花の香りとともに思い出された。それに誘さそわれるように、今までの修しゆ業ぎようの日々がリンディールの頭の中に呼びおこされる。

　私は調香が好きだ。花が別のかたちになることが、それがだれかのためになることがうれしい。フェイ師匠の手が魔ま法ほうみたいにコーヴィンさまの香水を作っていたとき、ただの花の香りがコーヴィンさまの一部になっていく感覚にどきどきした。

　相手を想おもい、想像すること。そうして作品はできあがる。

（きっと、どんなに優雅な香りを作ろうとしても無駄だ。そんなものはアーノルドさんやサイモンさんがとっくにやっているもの）

　では、自分の強みはなんだ？

『相手を想い、想像することだ。たとえどんな結果になってもそれができていれば作品は完成する』

　いつか、まずい茶を飲ませてしまったとき。フェイに言われた言葉だった。

（私の香りは、だれがかいでくれるの）

　アレス王女を想い、想像すること。

　リンディールはその場にある花やハーブに目を凝こらした。王女はいったい、なにを考えなにに悩なやみ、なにを思っているのだろうか。

　あらゆる知識は本や師匠から叩たたきこまれていた。でも最後のひとしずく、それは自分の感性に従うしかない。

　リンディールは心に問いながら花を探した。可憐なフリージアも、鮮あざやかな深しん紅くのアマリリスも違う。きらびやかな香りは人をうっとりさせるが、より添うことはしてくれない。

「これだ」

　リンディールはバルコニーのはしに置かれた鉢はちの前に座すわりこんだ。王宮に置いてあるだけあって鉢自体は神話をかたどったすばらしい細工のものだったけれど、植えられた花は地味で庭師でなければ名前もわからないような花だった。

　顔やドレスに土が飛ぶのもかまわず、リンディールはその花を掘ほり出してかごに詰つめてゆく。

（私の香りを最初にかぐのはアレス王女。王女を想い、想像するとしたら、これが私の作品になる）

　籠に香草をいれてゆく。この答えが正しいのかはわからない。けれど、リンディールは今だけでも自分を信じることにした。

　だれより信頼しているフェイが、自分を信じてくれているから。







　四十五分後、謁見の間に現れたリンディールはそこら中土くれだらけでぼろぼろだった。

　せっかくのドレスも乱れ切っている。マダムは顔をしかめたが、コーヴィンは穏やかに笑っていた。

「できましたか？」

　侍女がリンディールの前にトレーをさし出す。「暁の少女」にはすでに別の香りが入ってしまっているので、リンディールは予備のガラス小瓶に入れた自らの作品をそっと載せた。
















　侍女が王女のところへいくまでに、リンディールの心臓はもう持たないとばかりに早はや鐘がねを打ち続けていた。

（これで駄目だったら、私が師匠の人生を台無しにしてしまう）

　アレス王女が、瓶の蓋を引きぬいた。

「……？」

　王女が首を傾げている。

　その反応はわかり切っていたことだった。体が拒きよ絶ぜつ反応を示すほど臭くはないものの、主張がまるでわかりづらい香りになってしまった。これまでの作品に釣つりあうようなものではない。

「リンディール・クライド。この作品のテーマはなんですか」

　王女の問いに、リンディールはすうっと息を吸すいこんだ。

「息ブレスです」

　リンディールはただ、王女ののどを見つめていた。

「使用した花はタイム。そのほかに、清せい浄じようの香りを持つハーブを数種類いれました。息が、詰まらないように」

　タイムは地味な花だ。スズランやラベンダーと違い、それがメインの香水として精製されることはめったにない。

　調香台で、リンディールはひたすら清浄な空気を好む花や草を刻んだ。この城に咲いている植物で、その特性を持つものはそれほど種類が多くない。当然地味で主張が少なく、記き憶おくに残らないような作品になる。

　けれど、リンディールはどうしても気になっていた。王女の細すぎる首筋に白い肌。短い演説、美しいがか細い声。この広い宮きゆう殿でんで、たくさんの家臣に守られて、王女の周囲は空気が薄うすくなっているのかもしれない。

　だから願いをこめて作った。王女が少しでも綺麗な空気を吸いこめるようにと。

「他のふたりと違って、できあがった香りにはまるで華やかさがありません」

　王女の言葉に、リンディールの口のなかは乾いてゆく。

「予選で落とされた香りと比べても、きっとこの作品は劣おとることでしょう。とても、一番の香りとして認めることはできません」

　マダムはくすりと笑みを漏らした。

「ですが」

　コーヴィンは王女のくちびるに視線を集中させる。

「どうしてでしょう。この瓶の蓋を開けたときから、のどに風が通り過ぎるのです」

　フェイはリンディールの震える肩に手を置いた。

「この作品はほかのだれでもない、あなただけの癒しの香り。そして、かぐもののことを一番に考えた香りです。ほかのふたつの作品にはないものを持っている。この作品をもとに、審査をさせていただきます」

　私の香りは、判断してもらえる基準を超えたの？

　香りは予選落選作にも劣ると言われ、でも最終候補と同じテーブルに載せられている。

「今年の一番を決めなくてはなりませんね。アーノルドとサイモン、どちらの香りも魅力的でしたが、サイモンの方は瓶と中身がちぐはぐの印象を受けました。今年の一番の栄誉はレイスフール伯爵家のアーノルドの香りに与えたいと思います」

　賞を、とれなかった。

（私が、調香したんだから当たり前だけど……、でもそしたら師匠の調香師免許はどうなっちゃうの？　「フロノワ」は？）

　リンディールの心臓は今にも爆ばく発はつしてしまいそうだった。

　王女はひと呼吸置いてから、もう一度『息』を手にとった。

　観衆の視線が王女の指先に集中する。

「そしてリンディール・クライド。彼女の作品にはほかのふたりにないものがありました。調香師としてまだ認められるほどの実力はないけれど、あなたは絶対にまたこの舞台にやってくる。餞せん別べつとして、特別賞を与えたいと思います」

　わあ、と遠くの方で歓かん声せいが聞こえてきた。

　見守っていた貴族たちが、いっせいに割れんばかりの拍手をする。

「フェイ・ギルティアの調香師免許は存続させます」

　去り際の王女の言葉は、簡潔であった。アレス王女の背中を見送りながら、リンディールは彼女の言葉を頭のなかでくりかえす。

（私……師匠を、お店を、守れた？）

　リンディールはその場に、へたりと座りこんだ。




　花祭りは、異例中の異例で幕を閉じた。

　まず、デザイン部門で優勝したのは「フロノワ」の「暁の少女」だった。一いつ般ぱん投票もアレス王女からも高い評価を得て、最年少のガラス職人ナタリー・ルイザの名は、シュタイン国中に知しれ渡わたることになるだろう。

　そして、最も話題を呼んだのが無名の見習い調香師、リンディール・クライドが特別賞を受賞したことだ。

　調香師として認められるほどの実力はまだないけれど、いつかきっとすばらしい作品を残すことでしょう、とアレス王女は言い残したという。

　そして、禁花の件は「フロノワ」の庭に咲く花の種類や取得経路を、向こう半年間王家の監かん視し人に定期報告することが条件で一度あずかりというかたちになった。

　試香会後に行われる懇こん親しんパーティーでは、本日の話題で持ちきりだ。

「フェイ。間かん一いつ髪ぱつだったな」

　コーヴィンが上じよう機き嫌げんで、フェイに話しかける。

「喜べ。王の承しよう認にんがとれた。今回のことが引き金で、西部貴族の輸入経路を洗う間、東の港が使える」

「……最初からそれをねらって、王女を誘ゆう導どうしていたんじゃないか？」

「まさか。五分五分の勝率だったさ」

　コーヴィンはいけしゃあしゃあと言った。

「マダムはおそらく記録を改ざんしているはずだが、どこかで必ずほころびが出る。彼女は前々から悪いうわさが絶えなかったからな。安心しろ、王女は君を疑ってはいない。禁花密輸の嫌けん疑ぎはすぐに晴れるだろう」

　コーヴィンは古い新聞の切りぬきをとり出して、フェイに手渡した。

「君もけりをつけてくるといい」




（人生で一番心臓に悪い日だったけど、ケーキはおいしい……）

　フェイはいつのまにやら、どこかにいってしまったが。

　リンディールが三つめのケーキを胃い袋ぶくろに流しこんだとき、会場内が歓声に包まれた。

　なんだなんだと声の中心へ視線を移動させると、フォークがぽろりと口からこぼれた。

　アレス王女が、リンディールの方へつかつかと向かってくるところだった。

　あわてて皿をテーブルに戻もどして居住まいを正す彼女に、アレス王女はにこやかな笑みを向ける。

「楽しんでいただいているかしら」

「ええ、と、とってもおいしいです！」

　緊張のあまりばかなことを言ってしまったが、アレス王女は「それはよかったです」と小さくほほえんだ。

「あなたに話したいことがあるのです。御ご一緒してくださるかしら」

　リンディールはぶんぶんと頭を縦にふった。この状況で断れるものなど、おそらくひとりとしていないだろう。

　長い長い廊ろう下かを歩いて、アレス王女が案内したのは中庭だった。その向こうには仰ぎよう々ぎようしく聳そびえ立たつ門がのぞいている。おそらくこの先は禁園に続いているのだろう。彼女はその一歩手前で、足を止めた。

「王宮で働いてみませんか、リンディール」

　王女はリンディールの方へふりかえった。月光に照らされた彼女は、あまりの儚はかなさに、消えてしまいそうだった。

「禁花の騒ぎがあった手前、あなたを調香師と認めることはできませんでした。それに、ほかのふたりの作品の方が香水として勝っていたのも事実です。でも、私はあなたの香りがほしいと思った」

　王女は呼吸を乱していた。リンディールはよろける王女を支えようと手をさしのべる。王女はリンディールの手をとった。

「あなたの予想どおり。私はのどがとても弱い。病弱なこともあるけれど、精神的な原因もあるだろうと医師に言われました。できればあなたを私の側付きとして雇やとい、シュタインだけでなく嫁ぎ先の国でもともにいてもらいたい。私の初めての香りも、できたらあなたに任せたい」

「そんな、私なんて」

「今までどんな医師でも、私ののどの奥おくにへばりつく枯かれ葉はのような不快感をとり除くことができなかった。あなただけなのです。それができたのは」

　王女の言葉に、強い願いを感じた。

　リンディールは王女に手をにぎられて、身じろきすらできずにいた。

（もし私の香水が役に立つのなら、喜んで調香したい）

　でも、とリンディールは思いとどまる。

　私がなりたかったのは、王女の付き人ではなかったはずだ。

「ごめんなさい」

　リンディールの言葉に、王女は驚きを隠せないようだった。王女の側付きといえば庶民の自分からすれば、飛ひ躍やく的大出世である。

「私は、『フロノワ』の調香師になると決めて今までがんばってきました。王女さまのことは、もちろんできる限りお助けしたいです。でも、『フロノワ』なしにそれはできない。私は、すっかりあそこに根をはっているんです」

「どうしても、駄目なのですか」

　王女は今にも泣き出してしまいそうだ。謁見の間で感じた威厳は薄れていた。

　無理もない。王女は本来リンディールと年も変わらぬ女の子なのだ。周囲の期待と体の不調に押おしつぶされそうになりながら、不安な毎日を過ごしているに違いなかった。

「アレス王女。『フロノワ』の調香師は家を持ちません。だから、どんな人でも御注文をお受けできるのです。それこそ王女さまが外国へいかれたとしても」

　リンディールはにっこりと笑って、王女の手をにぎりかえした。

「『フロノワ』はフェイ師匠が、カルテを作って調香してくれます。すてきな香水瓶を作るナタリーもいます。微び力りよくだけど、私もいます。『フロノワ』がある限り、王女さまがどこへいっても力になれます。だから、つらくなったらいつでも言ってください。飛んでいきますから」

　きっとナタリーに言ったら、「そんないい話をけるなんてばかじゃないの」と言うだろう。フェイ師匠は、王族に無礼なことを言ったと怒るかもしれない。

　けれど、リンディールは意志をまげるつもりはなかった。

「ありがとうございます、私、アレス王女にそう言っていただけてうれしかった。それから気がつきました。私、いつか必ず立派な調香師になります。フェイ師匠やアーノルドさん、サイモンさんみたいな優雅な香りを作る人もたしかにすてきですけど、私は私だけの香りを作れる人になりたい。それを気づかせてくれたのは、王女さまです」

　それがどんな香りなのかわからない。でも、きっと自分だけに作れる香りがあるはずだ。それを見つけるためにはまだまだ勉強しなければならない。

　アレス王女の付き人になるのはきっといい機会なんだと思う。でもまだ自分には、早すぎる気がした。目指すべき方向を見定めてからでないと、きっと王女の申し出も生かせない。

「もっと、いろんな香りに触れてみたいんです。まだ師匠から教わっていないこともたくさんあります。なにより、認めてもらいたい人が身近にいる。私はまだ『フロノワ』の見習い、リンディール・クライドなんです」

　王女はしばらくリンディールの瞳を見つめていたが、やがて根負けしたとばかりにそっとリンディールの手をはなした。

「あなたには、夢があるのですね」

　リンディールはうなずいた。王女は目を細める。

「わかりました。残念ですけれど、私はいち王女として、あなたの志を応おう援えんしたい。また試香会に来てください。あなたの夢を見届けるのも、王女としてのつとめです。そして……調香師の資格を得たあかつきには、あなたの一番の顧こ客きやくにしてもらいたいわ、リンディール」

「こ、光栄です。私でよければ」

「約束よ。待っているから」

　少しくだけた口調になって、王女はほほえんだ。リンディールはその花ひらくような愛らしい姿に、思わず見とれてしまったのだった。




「文句を言いに来たのね」

　大きなカーテンの裾すそに隠れるように、マダムは熱いウィスキーをあおっていた。

　フェイが近よると、彼女からはぷうんと酒の匂いがただよった。どうやら人が近づかないのをいいことに、好きなだけ酒を飲み散らかしたようだ。そこら中に空っぽのグラスが追いやられている。

「どうして、俺にあの花で調香しろと？　あの花が禁花だということは、あなたなら知っていたはずだ、マダム。そんなに俺を陥おとしいれたかったのか？」

「違うわ。ほしかったんだもの、あなたのこと」

　マダムの銀の髪は乱れて、後おくれ毛げが首筋に落ちていた。

「あの花はね。薔薇は薔薇でも、普通の薔薇とはまったく違った匂いがするの。香水にしてしまえばバレないと思った。それであなたが一番になって、わたくしのところへ来てくれたらいいって。でも」

　マダムはさらにウィスキーのグラスを傾ける。

「わたくしのものにならないのなら、だれのものにもしたくない。居場所さえなくなってしまえば、あなたはだれからも見向きもされずにわたくしのところにやってくる」

「それでは俺という調香師は手に入らない」

「調香師じゃない、フェイ・ギルティアがほしいのよ」

「俺を過去の人間と重ねるな」

　ぴたりと、マダムの動きが止まった。グラスの中の氷が、カランと音を立てる。

　フェイはマダムに古びた新聞記事をよこした。

　それはある人物の訃ふ報ほうを伝える記事だった。

　マダムの夫・貿易の先人グレイテス・パーカー。元調香師だった彼は、シュタインの調香師がもっと自由に植物を手にいれられるよう、私財をなげうって海へ向かった。それが西部貴族発展のはじまり。

　グレイテスは長い船旅を終え屋や敷しきに戻ると、突とつ然ぜん苦しみ出しあっというまに天へ旅立った。当時、よく船乗りが苦しめられた流は行やり病であった。倒れたときの顔はふくれて生前の本人とは比べ物にならない有あり様さまになっていたというが、彼の特徴を知るものはだれしもが他人と間違えることなどなかったという。

　グレイテスは漆しつ黒こくの髪と、深青の瞳をしていた。

　フェイはその深青の瞳で、マダムを見つめた。

「俺はあなたを許す気はない。香りがほしければいつでも、『フロノワ』の扉を叩たたくといい。客としてなら歓かん迎げいしよう」

　力なくうなだれるマダムを残して、フェイは先ほどから柱の陰かげでうろうろしている人物のもとへ歩き出した。




　師匠、マダムとなにを話しているんだろう。

　リンディールはそわそわと落ち着きなく、石柱の前で様子を窺っていた。

　デザートも食べつくしたことだし、パーティーはおひらきだ。

　王女と別れてから、バルコニーのはじっこに佇たたずむふたりから目がはなせなくて、つい声をかけられないでいる。

「なにをやっている」

　師匠の声に、リンディールは「ひっ」とちいさな悲鳴を上げた。

　はためくカーテンのおかげでわからなかったが、フェイはとっくにマダムのもとを離れていたようだ。

「あ、あの師匠。その」

　指は大丈夫なんですか。マダムとなにを話していたんですか。私の調香はどうでしたか。私、まだフロノワにいていいんですか──。

　聞きたいことはいっぱいあったけれど、なにひとつとして言葉にできなかった。

「王女に呼ばれたそうだな」

「あ、はい」

「なんて言われた」

「あ、あの。側付きにならないかって言われました」

　そうか、とフェイは感情のこもらない声を漏らした。

「でも私、断ったんです」

「は？」

「だから、断ったんです。王女さまの側付き」

「おまえは、ばかかっ」

　キーンと耳の奥をつんざくような怒ど声せいに、リンディールは思わず両耳を塞ふさぐ。

「これ以上ない名めい誉よだぞ。それにここにいれば調香師として高待たい遇ぐうで修業させてもらえたかもしれない。なぜそんなチャンスを棒にふる！」

「だって、フェイ師匠のそばにいたいからっ！」

　フェイの声につられて、リンディールの声まで大きくなる。

「調香師になるなら、フェイ師匠のもとで。『フロノワ』の調香師にならなきゃ駄目なんです！　憧あこがれてたまらない人に、認めてもらえなきゃ意味がないんです！」

　そこまで口走って、リンディールは思わず口元を押さえた。

（もしかして、私ものすごく恥はずかしいことを口走ってない？）

　しかし出してしまった手前後の祭りだった。リンディールは悪い妄もう想そうに支配される。フェイにさんざんばかにされるに違いない。

　だが、予想に反して彼は黙りこくったままだった。

「……師匠？」

「おまえは、それでいいのか」

　リンディールはうなずいた。

　いいもなにも、自分で決めたことだ。

「俺が命を助けたからといって、義理立てする必要はない。俺はじゅうぶんすぎるほど助けられた。おまえは自分の意志で、自由に生きていいんだ」

「間違いなく私の意志です。あなたのそばにいたい。師匠に教えてもらっていないこと、まだまだたくさんあります。『フロノワ』も大好きです。だからお願いします、追い出さないで」

　もしかして、フェイは自分に王宮に残ってほしかったのだろうか。そう思うと、最後の言葉はかすれてうまくしゃべれなかった。

「今ならまだまにあう。本当に、よそへいく気はないんだな」

「はい」

「これからフロノワ再興のために忙いそがしくなるぞ。あとで泣き言言っても知らんからな」

「の、望むところです！」

　フェイはゆっくりと目を細めた。今まで見たことがないくらい、優しげな顔をしている。

　彼の視線を受けて、リンディールの胸は大きく高鳴った。

「……なら、一緒に帰るか」

「はい！」

　リンディールは満面の笑みを浮かべて、フェイのあとをひょこひょことついてゆく。彼はふりかえって、けげんな目でリンディールを見た。

「歩き方がおかしくないか？」

「じ、実はなれない靴くつで靴擦ずれしちゃって、あはは」

　ヒールの靴なんて、履はいたのは今日が初めてだ。実はかかとがすりむけてずきずきしていた。手製のぬり薬でごまかしていたけれど、そろそろ限界のようだ。

　フェイはためいきをつくと、その場でしゃがみこんだ。

「ほら」

「し、師匠？」

「乗れ」

「こ、ここでですか!?」

「足が痛いんだろう」

　リンディールは少し迷ったが、甘えてしまうことにした。

　彼の背中に体をあずける。昔と同じ、楽園の人のぬくもり。ただその体から香るのは、「忘却の月」の香りではない。ふたりで作り上げたスズランの香り、そして自分から香る「息」の香り。十年の間に流れたたしかな歳さい月げつと絆きずなの香りだ。

（まだまだ師匠には追いつけないな）

　フェイの背中はたくましかった。いつか自分も、彼と同じように、頼もしい人物になれるだろうか。

「いつか……師匠と同じ調香師になって。お店のもうひとつの柱になりたいです」

「十年早い、と言いたいが、おまえならすさまじい勢いで成長するだろう。せいぜい抜ぬかされないようにしておこう」

「おふたりー。馬車の順番、きましたけどぉ」

　ナタリーがやってきて、ふたりの荷物を持ってくれる。

　また絶対に、私はこの舞台にやってくる。

　リンディールは王宮をあとに、そう誓った。
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　あたたかな日差しが降り注ぐ午後。

　リンディールは額の汗あせをぬぐった。

　最近は気候も安定して、収しゆう穫かく日和びよりだ。「バスケット」に実ったちいさな果実も、もうすぐもぐことができるだろう。

「リンデ！　アレス王女さまのご予約の日でしょう？　ミントを摘つまなくていいの？」

「ナタリー、今いくところだったの。店番をお願いできるかな」

　その後の調査で潔白を証明されたフェイは、すぐさま仕事を再開した。

　王室御ご用よう達たしの香こう水すい店「フロノワ」。火事で消失した店や工こう房ぼうは王家の援えん助じよ金により建てなおしがなされ、かわりに温室「シークレット」は撤てつ去きよされた。

　店主のやけどが完治したあとも、今はすべての庭の花をリンディールが管理している。

　東の港からやってきた新いりの花や種たちは、フロノワの庭を鮮あざやかに彩いろどっている。

　ミントを摘む前に、リンディールはキッチンルームに足を踏ふみいれた。予約が殺さつ到とうしたせいで調整に苦労しているフェイに、リラックスできるハーブティーを煎いれるためだ。

「うん。大だい丈じよう夫ぶ。前よりどぶ臭くささがなくなってる！」

　味見もそこそこ、耐たい熱ねつガラスのカップにさわやかなグリーンの液体を流しこむ。

　階段を軽かろやかな足どりでのぼって。事務室の前で彼女は大きく二回ノックをした。

「入ります、フェイ師し匠しよう」

　出で迎むかえるフェイの、きりりとした表情に身が引きしまる。

「今日も一日、よろしくお願いいたします！」

　リンディールの修しゆ業ぎようの日々は、まだはじまったばかりだ。





ＦＩＮ









あとがき







　初めまして、あるいはお久しぶりです。仲村つばきと申します。

　新作ですが、私にとっては懐なつかしい作品です。

　この「王国の調ちよう香こう師し」の原型は、デビュー作「アラハバートの魔ま法ほう使つかい」よりも前にすでに書き上げていました。思い入れのある作品で、いつかどこかで発表できたらという想おもいはあったのですが、このたび機会が巡めぐってきたようです。

　久しぶりに原げん稿こうを読み返したときの自分の感想は、「わ、若い……」でした。年月の恐おそろしさを感じつつ、設定を追加したり消したりし、改めてほぼ全文を書き直しました。




　花や香かおりがあふれる世界観や、夢に向かってひたむきに頑がん張ばる女の子、幼い頃ころに出で逢あった憧あこがれの人との運命の恋こい。自分の好きな少女小説の要素を盛もり込こんでみました。お楽しみいただけたら嬉うれしいです。




　それでは、ここからは御お礼れいの言葉を。

　本作から担当してくださった、四代目担当様。本作品が文庫というかたちで発表できたのは、担当様のサポートあってのことです。こまやかな気配りをいつもありがとうございます。

　イラストの宵よいマチ先生。初めてラフを拝見したとき、リンディールの可か愛わいらしさとフェイの美しさに感かん嘆たんしました。作品に命を吹ふき込こまれたような気持ちでした。表紙のフェイの白衣が素す敵てきです！

　校正者さま、デザイナーさま、編集部のみなさまをはじめとする、本作品を支えてくださったすべてのみなさまに心より感謝いたします。




　そしてなによりも、こうして新作をお届けできたのは、読者のみなさまのおかげです。『フロノワ』のお話はいかがでしたでしょうか。夢と才能の狭間はざまで苦く悩のうしながらも、前向きに突つき進すすんでゆくリンディールの活かつ躍やくを楽しんでいただけたら幸いです。ありがとうございました。





仲村つばき










著

仲村つばき

Tsubaki Nakamura




６月27日生まれ。埼玉県在住。




お久しぶりです。




新作は花と香りがいっぱいのお仕事ファンタジーになりました、お楽しみいただけたら嬉しいです！
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王おう国こくの調ちよう香こう師し




あなただけの香かおり、お作つくりします。
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